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会告

定時総会議決の
お知らせ

平成25年 6月19日開催の平成25年度
定時総会において、下記の議案が原
案どおり承認されました。
・第1号議案
　平成24年度事業報告の件
　（詳細P 1）
・第 2号議案
　平成24年度決算報告の件
　（詳細P 3）
・第 3号議案
　平成25年度事業計画の件
　（詳細P 6）
・第 4号議案
　平成25年度収支予算の件
　（詳細P 7）

・第 5号議案
　役員、顧問選任の件
　（詳細P 9）
※今回退任された理事、監事、顧問
●理事
足髙　晴夫　㈱きんでん
久徳　博文　大阪ガス㈱
井上まるみ　住まいの研究室
三柴　利雄　鹿島建設㈱
浅野真一朗　関西電力㈱
大原　眞一　東リ㈱
今井　雅則　戸田建設㈱
森本　晴夫　三和建設㈱
●監事
杉山　泰生　元㈳日本建築協会

●顧問
野口　邦彦　大阪市都市整備局

退任された理事、監事、顧問の方に
は、長年にわたり会務遂行にご尽力
いただきありがとうございました。
再任、新任の理事、監事、顧問はP 9
の会務分掌の表にとおりです。

通常理事会議決の
お知らせ

平成25年 6月19日開催の平成25年度
第 1回通常理事会において、下記の
議案が原案どおり承認されました。

・第1号議案
　平成24年度事業報告の件
　（詳細P 1）
・第 2号議案
　平成24年度決算報告の件
　（詳細P 3）
・第 3号議案
　平成25年度事業計画の件
　（詳細P 6）

・第 4号議案
　平成25年度収支予算の件
　（詳細P 7）
・第 5号議案
　役員、顧問選任の件
　（詳細P 9）
・第 6号議案
　支部規程、財務規程の件

臨時理事会議決の
お知らせ

平成25年 6月19日開催の平成25年度
第 1回臨時理事会において、下記の
議案が原案どおり承認されました。

・第1号議案
　役付役員選任の件
・第2号議案
　常任理事、常設委員長委嘱の件

・第3号議案
　理事の会務分掌の件
いずれもP 9の会務分掌の表のとおり
です。

定時評議員会議決の
お知らせ

平成25年 6月10日開催の平成25年度
定時評議員会において、下記の議案
が原案どおり承認されました。

・第1号議案
　評議員会副議長互選の件
　嘉納秀一氏を選任

・第2号議案
　 役員、顧問推薦の件
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平成24年度事業報告
平成24年4月1日～平成25年3月31日

1．総　　　　　　　会

（1）第 1回通常総会　平成24年 6月21日
　　①平成23年度事業報告（案）の件
　　②平成23年度収支決算報告（案）の件
　　③役員選任（案）の件
（2）第1回臨時総会　平成24年10月29日
　　①一般社団法人への移行認可申請の件
　　②定款及び定款細則の変更（案）の件
　　③平成24年度事業計画変更（案）の件
　　④平成24年度収支予算変更（案）の件

2．理　　　事　　　会

（1）第 1回通常理事会　平成24年 6月 7日
　　①平成23年度事業報告（案）の件
　　②平成23年度収支決算報告（案）の件
　　③役員選任（案）の件
　　④総会等開催について（案）の件
（2）第 1回臨時理事会　平成24年 6月22日
　　①会長選任の件
　　②役付役員選任の件
　　③常任理事並びに常設委員長委嘱の件
　　④理事の会務分掌の件
（3）第 2回臨時理事会　平成24年10月29日
　　①一般社団法人への移行認可申請の件
　　②定款及び定款細則の変更（案）の件
　　③平成24年度事業計画変更（案）の件
　　④平成24年度収支予算変更（案）の件

3．評 　 議 　 員 　 会

（1）第1回定時評議員会　平成24年 6月 7日
　　①評議員会議長互選の件
　　② 役員（顧問、理事、監事）、顧問候補者推

薦の件

4．役 　 員 　 会 　 等

（1）常任理事会　10回

5．常 設 委 員 会 等

（1）編集委員会　委員会　19回　小委員会等　73回
（2）事業委員会　　　　7回
（3）教育委員会　　　　7回
（4）出版委員会　　　　11回
（5）建材委員会　　　　1回
（6）10年委員会　　　　9回
（7）史料研究会（再読関西近代建築）　4回
（8）関西の建築界群像委員会　2回
　　インタビュー　　　　　　11回

6．特 別 委 員 会 等

（1）青年技術者選考委員会 1回
（2）工高生デザインコンクール審査委員会 1回
（3）読者と選ぶ「建築と社会」賞選考委員会 1回

7．建築と社会、特集号

4月号　第18回会員作品“私の空間作法”
5月号　中国市場に挑む
6月号　 ZEB ネット・ゼロ・エネルギー・ビル

を目指して
7月号　建築と窓

8月号　巨大地震に備える
9月号　第59回青年技術者
10月号　超高齢社会に求められる住まい
11月号　歴史的建造物の保存活用
12月号　身のまわりの世界の「構造」を探る
1月号　 東畑建築事務所創立80周年 U-35のまな

ざし　脱成長の時代を考える
2月号　“らしくない”空間
3月号　東海支部特集

8．講　　　演　　　会

（1）講演題目：「店がなくなる、街が壊れる～コ
ミュニケーションから見た、ネット化・コンビニ
化による都市空間の変容～」
講　師：江　弘毅（140B　編集者責任者）
講演日：平成24年 6月21日
参加者：50名
（2）講演題目：「欲求・要求・探求紙一重の自問自
答」
講　師： 菅野忠司（鹿島建設㈱関西支店建築設計

部長）
講演日：平成24年 9月19日
参加者：54名
（3）出版記念講演会・「現場直伝！躯体工事の100
ポイント」
講　師：中川　徹（元・清水建設）
講演日：平成24年 8月29日
参加者：40名

9．見　　　学　　　会

・ 関西電力㈱堺太陽光発電所および堺港発電所
（火力）
　平成24年 6月 6日　参加者25名
・旧村山家住宅
　平成24年 7月 7日　参加者31名
・ 大阪駅北ヤード／うめきた・グランフロントB
ブロック

　平成24年 7月19日　参加者35名
・中之島フェスティバルタワー
　平成24年12月 3日　参加者28名
・「流響院」茶室
　平成25年 3月16日　参加者31名
・同志社大学今出川キャンパス良心館
　平成25年 3月23日　参加者19名

10．建築工事実務講習会

・本部主催「施工計画・仮設見積」
　平成24年12月 6日
　①施工計画（仮設・地下工事）
　講　師：大村　泰正／清水建設関西事業本部
　②施工計画（躯体・仕上・設備工事・工程）
　講　師：松下　嘉宏／竹中工務店大阪本店技術部
　③仮設見積
　講　師：笹田　秀幸／大林組大阪本店建築事業部
　受講者：44名

11．新 建 材 の 紹 介

・ 建材の特性等の検討及び今後の会誌「建築と社
会」の誌面での紹介の方法等について検討を
行った。

12．表　　　　　　　　彰

① 優秀卒業生の表彰：本人の研鑚意欲の向上を促

し激励するため、高等学校、専門学校建築科の
優秀な卒業生35校51名を表彰した。

② 読者と選ぶ「建築と社会」賞の表彰：協会誌
「建築と社会」の趣旨にふさわしい社会性、環
境などに配慮した有意義な建築作品や論文を表
彰し、6月21日の総会後、表彰式を行った。
　・作品部門：竹中技術実務研修センター
　　　　　　　川合智明・大平滋彦・田中光典
　　　　　　　池田泉州銀行夙川支店
　　　　　　　井上雅祐・杉本憲祐・伊藤　翔
　　　　　　　龍谷ミュージアム
　　　　　　　赤木　隆・下坂浩和
　・論考部門：ストック活用時代の夜明け
　　　　　　　巽　和夫
　　　　　　　「サードプレイス」考　舟橋國男
　　　　　　　「東日本大震災の被災地を訪ねて」
　　　　　　　「日常を失った生活空間」
　　　　　　　北川啓介・米澤　隆・荒木省吾・
　　　　　　　坂本　睦

13．青年技術者の顕彰

・ 満35歳以下の技術者を対象に、昭和29年度から
実施しており、第59回は、応募者19名の内、18
名を顕彰した。

・ 顕彰者を称え激励するため、平成23年度と同様
に表彰式、講演会および先輩、役員との交流会
を行った。

14．コ　ン　ク　ー　ル

・第58回工高生デザインコンクール
　設計課題：地域の体育館
　応 募 者：12校・60点
　審 査 会：平成24年10月20日
　表 彰 式：11月10日
　審査委員： 佐々木　栄審査委員長（昭和設計）

他9名
　入選作品：10点（内、最優秀1点、優秀2点）
・「新ええとこ」提案コンクール
　応募点数：27点
　審 査 会：平成24年11月24日
　表 彰 式：平成25年 1月17日
　審査委員：橋爪紳也（大阪府立大学教授）他1名
　入選作品：5点（優秀賞）

15．共催、後援・協賛の承認

（1）共催事業
・大阪都市景観建築賞（愛称：大阪まちなみ賞）
　 美しく個性と風格のあるまちの景観づくりを進
めるため、周辺環境の向上と景観上優れた「建
物」や「まちなみ」を表彰する「大阪都市景観
建築賞（愛称：大阪まちなみ賞）」に平成24年
度から共催している。

（2）後援・協賛事業
・ 報告会＆シンポジウム「ストック再生活用のた
めの手法－用途変更の課題を解決する－（後）

・LIVING＆DESIGN2012（後）
・平成24年度大阪府公共建築設計コンクール（協）
・第34回Japan Home＆Building Show（協）
・2012年児童画展（後）
・建築・建材展2013（第19回）（協）
・東北の手しごと展（後）
・平成24年度第4回建築技術講習会（後）
・ 吉永則夫講演会　樫野崎灯台旧官舎修復報告と
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近年の設計活動（後）
・第36回人間－生活環境系シンポジウム（協）
・2012年度かんでん　住まいの設計コンテスト（後）
・ 開設者・管理栄養士のための建築士事務所の管
理研修会（後）

・ 2012年度設計競技「コンクリートと木のコラボ
レーションによる持続可能な住まいと地域住環
境の設計」（後）

・ シンポジウム「人の流れと環境のデザイン－葬
儀施設を事例に考える」（後）

・ 日本建築学会近畿支部主催シンポジウム「近畿
で想定される超大地震に備える～鋼構造分野の
取組～」（協）

・平成24年度第5回建築技術講習会（後）
・ 大阪府建築士会60周年記念事業「くらしのエネ
ルギーを考えるシンポジウム」（後）

・平成24年度第6回建築技術講習会（後）
・平成24年 9月の基準法改正の解説講習会（後）
・LIVING＆DESIGN2013（後）

16．建築関係団体との交流、連携

・ 平成21年度より進めてきた、関西建築 4団体
（大阪府建築士会、大阪府建築士事務所協会、
日本建築家協会近畿支部、日本建築協会）会
長・支部長懇談会における連携活動を引き続き
推進した。

17．建築関係団体合同忘年懇親会、合同新年交礼会

・建築関係4団体合同忘年懇親会
　 平成24年12月14日にシティプラザ大阪にて開催
した。

・建築関係14団体合同新年交礼会
　 平成25年 1月 4日にシェラトン都ホテル大阪に
て開催した。

18．役員を送った団体

・大阪商工会議所　2号議員

19．各支部事業活動

中国支部
（1）会　議
　・総会　　　　　　1回
　・常議員会　　　　1回
　・企画・幹事会　　6回
（2）建築工事実務講習会
　・ 支部主催「施工計画・仮設見積・積算業務」
　　平成25年 1月18日
　　受講者：49名
　①施工計画
　　講　師：辻井　達也／清水建設広島支店
　②仮設見積
　　講　師：岩崎　哲也／大林組広島支店
　③積算業務
　　講　師：横段　隆弘／横段建築事務所
東海支部
（1）会　議
　・総会　　　　　　　　　　　1回
　・役員会　　　　　　　　　　11回
　・常設委員会　　　　　　　　33回
　　①総務委員会　　　　　　　5回
　　②事業委員会　　　　　　　4回
　　③編集委員会　　　　　　　3 回
　　④会員委員会　　　　　　　4回

　　⑤研修委員会　　　　　　　6回
　　⑥東海特集特別編集委員会　11回
（2）支部機関紙「東海の建築」の発行（7月、12月）
（3）見学会
　・観光・文化立国を目指すシンガポール探訪
　　平成24年 6月27日～ 7月 1日
　　参加者18名
（4）建築工事実務講習会
　・支部主催「施工計画・仮設見積・積算業務」
　　平成25年１月22日
　　受講者 ： 41名
　①施工計画
　　講　師 ： 日吉 智紀／清水建設名古屋支店
　②仮設見積
　　講　師 ： 福井 浩二／大林組名古屋支店
　③積算業務
　　講　師 ： 時武 治／竹中工務店名古屋支店
（5）支部会員名簿の発行
（6） 「建築と社会」東海支部平成25年 3月特集号
の企画、編集

　・特集「愛知の建築文化にみる遺伝子」
　・「作品作風」建築作品16点
　・「スケッチブック」支部会員作品8 点
（7）建築関係団体との交流、連携
　・ 建築 8団体（愛知建築士会、愛知建築士事
務所協会、日本建築家協会東海支部愛知地域
会、日本建築学会東海支部、日本建築構造技
術者協会中部支部、日本積算協会東海北陸支
部、愛知県設備設計監理協会）、日本建築協
会東海支部）連絡協議会への出席。

　・ 平成24年11月11日建築総合展に建築 8団体共
催で建築セミナー「大規模震災の後も使用可
能な住まいを目指して（液状化と耐震補強に
ついて）」を開催。講師は名古屋工業大学　
井戸田秀樹教授。

　・ その他、中部建築賞協議会ほか 4団体に協力
した。

京都支部
（1）会　議
　・総会　　　1回
　・役員会　　1回
（2）見学会
　・教王護国寺（東寺）保存修理工事見学会
　　平成24年 9月22日
　　参加者35名
（3） 2級建築士受験講習会
　・京都府建築士会共催「製図（基本・応用）」
　　平成24年 7月 8日～ 8月26日
　　受講者：32名
　①2級受験講習会　製図（基本）　2日間
　　講　師：福井基文／福井一級建築士事務所
　　　　　　京都府建築士会事業委員会委員
　②製図（応用）　延べ6日間
　　講　師：福井基文／福井一級建築士事務所
　　　　　　京都府建築士会事業委員会委員
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平成24年度決算報告

貸借対照表
平成25年 3月31日現在 （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増  減
Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　　　　現金・預金 18,610,957 16,722,472 1,888,485

　　　　　貯蔵品 59,241 73,641 -14,400

　　　　　未収入金 2,094,304 1,583,900 510,404

　　　　　前払費用 0 0 0

　　　　　仮払金 7,260 47,247 -39,987

　　　　流動資産合計 20,771,762 18,427,260 2,344,502

　2．固定資産
　 （1）基本財産
 　　　　基本財産合計 0 0 0

　 （2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 27,000,000 27,000,000 0

　　　　　事業基金積立預金 29,000,000 29,000,000 0

　　　　　退職給付引当資産 9,374,228 8,731,065 643,163

　　　　　特定資産合計 65,374,228 64,731,065 643,163

　 （3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260 111,260 0

　　　　　投資有価証券 447,444 447,075 369

　　　　　保証金 3,527,250 3,436,650 90,600

　　　　その他固定資産合計 4,085,954 3,994,985 90,969

　　　　固定資産合計 69,460,182 68,726,050 734,132

　　　　資産合計 90,231,944 87,153,310 3,078,634

Ⅱ　負債の部
　1．流動負債
　　　　　未払金 638,630 1,506,554 -867,924

　　　　　前受金 1,250,764 3,053,899 -1,803,135

　　　　　預り金 259,851 185,324 74,527

　　　　流動負債合計 2,149,245 4,745,777 -2,596,532

　2．固定負債
　　　　　退職給付引当金 9,374,228 8,731,065 643,163

　　　　固定負債合計 9,374,228 8,731,065 643,163

　　　　負債合計 11,523,473 13,476,842 -1,953,369

Ⅲ　正味財産の部
　1．指定正味財産
　　　　指定正味財産合計 0 0 0

　2．一般正味財産 78,708,471 73,676,468 5,032,003

　　　（うち基本財産への充当額） （0） （0） （0）

　　　（うち特定資産への充当額 ） （56,000,000）（56,000,000） （0）

　　　　正味財産合計 78,708,471 73,676,468 5,032,003

　　　　負債及び正味財産合計 90,231,944 87,153,310 3,078,634

正味財産増減計算書
平成24年 4月 1日から平成25年 3月31日まで （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増  減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　　受取会費 36,617,548 39,312,915 -2,695,367

　　　　　個人正会員受取会費 10,192,800 11,044,650 -851,850

　　　　　個人正会員（地方）受取会費 862,050 972,300 -110,250

　　　　　団体正会員受取会費 25,537,498 27,279,165 -1,741,667

　　　　　準会員受取会費 25,200 16,800 8,400

　　　　  事業収益 26,711,624 18,071,395 8,640,229

　　　　　事業収益 26,020,774 17,848,645 8,172,129

　　　　　事業雑収益 690,850 222,750 468,100

　　　　雑収益 189,949 140,595 49,354

　　　　雑収益（支部正味財産繰入収入） 4,617,190 0 4,617,190

科　目 当年度 前年度 増  減
　　　　経常収益計 68,136,311 57,524,905 10,611,406

　 （2）経常費用
　　　　事業費 41,530,437 32,295,180 9,235,257

　　　　　給料・手当 16,481,245 12,815,463 3,665,782

　　　　　法定福利費 2,824,534 2,198,859 625,675

　　　　　事業費 22,003,058 17,277,947 4,725,111

　　　　　事業雑費 221,600 2,911 218,689

　　　　管理費 21,573,871 24,903,311 -3,329,440

　　　　　給料・手当 6,421,939 10,993,313 -4,571,374

　　　　　退職給付費用 643,163 701,025 -57,862

　　　　　法定福利費 1,354,086 1,799,656 -445,570

　　　　　福利厚生費 0 8,500 -8,500

　　　　　助成費 0 1,299,343 -1,299,343

　　　　　会議費 2,147,180 918,565 1,228,615

　　　　　旅費交通費 187,960 86,870 101,090

　　　　　通信運搬費 500,561 322,006 178,555

　　　　　集金費 506,230 547,479 -41,249

　　　　　消耗品費 1,657,195 1,266,335 390,860

　　　　　備品購入費 0 0 0

　　　　　修繕費 25,484 6,090 19,394

　　　　　印刷製本費 0 0 0

　　　　　光熱費 199,469 192,871 6,598

　　　　　火災保険料 21,710 21,710 0

　　　　　租税公課 701,200 577,600 123,600

　　　　　建物管理費 4,559,541 4,555,908 3,633

　　　　　事務委託費 1,036,819 0 1,036,819

　　　　　支部新事務所開設費 114,210 0 114,210

　　　　　雑費 1,497,124 1,606,040 -108,916

　　　　経常費用計 63,104,308 57,198,491 5,905,817

　　　　　当期経常増減額 5,032,003 326,414 4,705,589

　2．経常外増減の部
　 （1）経常外収益
　　　　経常外収益計 0 0

　 （2）経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0 0

　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　当期一般正味財産増減額 5,032,003 326,414 4,705,589

　　　　　一般正味財産期首残高 73,676,468 73,350,054 326,414

　　　　　一般正味財産期末残高 78,708,471 73,676,468 5,032,003

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 78,708,471 73,676,468 5,032,003
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財務諸表に対する注記
1．重要な会計方針
　（1）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　 その他の有価証券　時価のあるもの‥‥期末日の市場価格等に基づく

時価法（売却原価は移動平均法により算定）によっている。
　（2）固定資産の減価償却の方法
　　　什器備品‥‥定額法によっている。
　（3）引当金の計上基準
　　　退職給付引当金‥‥期末退職給与の要支給額を引当てている。
　（4）消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は税込み方式によっている。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
　　小　　　計 0 0 0 0
特定資産
　記念事業積立預金 27,000,000 0 0 27,000,000
　事業基金積立預金 29,000,000 0 0 29,000,000
　退職給付引当資産 8,731,065 643,163 0 9,374,228
　　小　　　計 64,731,065 643,163 0 65,374,228
　　合　　　計 64,731,065 643,163 0 65,374,228

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　　目 当期末残高 （うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産
　　小　　　計 0 － － －
特定資産
　記念事業積立預金 27,000,000 － （27,000,000） －
　事業基金積立預金 29,000,000 － （29,000,000） －
　退職給付引当資産 9,374,228 － － （9,374,228）
　　小　　　計 65,374,228 － （56,000,000）（9,374,228）
　　合　　　計 65,374,228 － （56,000,000）（9,374,228）

4．固定資産の取得価額､ 減価償却累計額及び当期末残高
　　（直接法により減価償却を行っている場合）
　　 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりで
ある。 （単位：円）

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
什器備品 1,112,560 1,001,300 111,260
合　　　計 1,112,560 1,001,300 111,260

財産目録
平成25年 3月31日現在 （単位：円）

科　目 金　額
Ⅰ　資産の部
　1．流動資産
　　　　現金預金 18,610,957
　　　　　現金手許有高 62,311
　　　　　普通預金 三井住友銀行大阪中央支店 4,410,847
　　　　　普通預金 三菱東京UFJ銀行瓦町支店 7,043,609
　　　　　普通預金 りそな銀行北浜支店 1,406,134
　　　　　郵便振替口座 マーチャンダイズビル内支店 1,183,155
　　　　　普通預金 郵貯銀行マーチャンダイズビル内支店 38,012
　　　　　普通預金 広島銀行本川支店 1,499,189
　　　　　普通預金 三菱東京UFJ銀行栄町支店 330,714
　　　　　普通預金 三菱東京UFJ銀行栄町支店 1,008,245
　　　　　定期預金 三菱東京UFJ銀行栄町支店 1,504,353
　　　　　普通預金 みずほ銀行京都中央支店 19,778
　　　　　普通預金 郵貯銀行御池柳馬場支店 96,070
　　　　　郵便振替口座 御池柳馬場支店 8,540

科　目 金　額
　　　　貯蔵品 59,241
　　　　　切手・はがき 59,241
　　　　未収入金 2,094,304
　　　　　会誌収入 1,620,904
　　　　　個人正会員会費収入 366,000
　　　　　地方会員会費収入 13,650
　　　　　団体正会員会費収入 93,750
　　　　仮払金 7,260
　　　　　会議保険料 7,260
　　　　流動資産合計 20,771,762
　2．固定資産
　　（1）基本財産
　　　　基本財産合計 0
　　（2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 27,000,000
　　　　　　定期預金　三菱東京UFJ銀行瓦町支店 11,000,000
　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 13,000,000
　　　　　　定期預金　三井住友銀行大阪中央支店 1,000,000
　　　　　　普通預金　りそな銀行北浜支店 2,000,000
　　　　　事業基金積立預金 29,000,000
　　　　　　定期預金　三菱東京UFJ銀行瓦町支店 9,000,000
　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 20,000,000
　　　　　退職給付引当資産 9,374,228
　　　　　　定期預金　三菱東京UFJ銀行瓦町支店 9,374,228
　　　　特定資産合計 65,374,228
　　（3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260
　　　　　　書棚1式 111,260
　　　　　投資有価証券 447,444
　　　　　　中期国債ファンド　三菱UFJモルガン・スタンレー証券 447,444
　　　　　保証金・敷金 3,527,250
 　　　　　　本部事務所賃貸契約による保証金 3,436,650
 　　　　　　京都支部事務所貸借敷金 90,600
　　　　その他固定資産合計 4,085,954
　　　　固定資産合計 69,460,182
　　　　資産合計 90,231,944
Ⅱ　負債の部
　1．流動負債
　　　　未払金 638,630
　　　　　集金費 7,200
　　　　　租税公課 631,200
　　　　　見学会保険料 230
　　　　前受金 1,250,764
　　　　　個人正会員会費収入 620,400
　　　　　団体正会員会費収入 454,164
　　　　　地方会員会費収入 10,200
　　　　　会誌収入 166,000
　　　　預り金 259,851
　　　　　給与源泉税預り 39,090
　　　　　報酬源泉税預り 44,387
　　　　　健康保険料本人負担分預り 12,480
　　　　　介護保険料本人負担分預り 1,950
　　　　　厚生年金保険料本人負担分預り 21,795
　　　　　印税預り 138,574
　　　　　会費過納分預り 1,575
　　　　流動負債合計 2,149,245
　 2．固定負債
　　　　退職給付引当金 9,374,228
　　　　固定負債合計 9,374,228
　　　　負債合計 11,523,473
　　　　正味財産 78,708,471
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収支計算書
平成24年 4月 1日から平成25年 3月31日まで （単位：円）

科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

Ⅰ　事業活動収支の部
　1．事業活動収入
　　　　会費収入 37,677,709 36,617,548 0 36,617,548 1,060,161

　　　　　個人正会員 10,265,471 10,192,800 10,192,800 72,671

　　　　　個人正会員（地方） 958,146 862,050 862,050 96,096

　　　　　団体正会員 26,437,292 25,537,498 25,537,498 899,794

　　　　　準会員 16,800 25,200 25,200 -8,400

　　　　支部活動収入 2,139,540 1,567,374 -1,567,374 0 2,139,540

　　　　事業収入 26,361,750 28,901,055 -2,189,431 26,711,624 -349,874

　　　　　事業収入 25,606,500 28,205,205 -2,184,431 26,020,774 -414,274

　　　　　事業雑収入 755,250 695,850 -5,000 690,850 64,400

　　　　雑収入 61,042 189,949 189,949 -128,907

　　　　雑収入（支部正味財産繰入収入） 4,610,720 4,617,190 4,617,190 -6,470

　　　　前受金収入 0 1,232,764 1,232,764 -1,232,764

　　　　前払費用収入 0 0 0 0

　　　　仮払金収入 0 1,293,127 1,293,127 -1,293,127

　　　　預り金収入 0 5,484,833 5,484,833 -5,484,833

　　　　貯蔵品収入 0 14,400 14,400 -14,400

　　　　　事業活動収入計 70,850,761 79,918,240 -3,756,805 76,161,435 -5,310,674

　2．事業活動支出
　　　　事業費支出 39,140,175 43,714,868 -2,184,431 41,530,437 -2,390,262

　　　　　事業関係人件費支出 16,505,923 19,305,779 19,305,779 -2,799,856

　　　　　事業費支出 22,424,252 24,187,489 -2,184,431 22,003,058 421,194

　　　　　事業雑支出 210,000 221,600 221,600 -11,600

　　　　管理費支出 26,911,303 22,503,082 -1,572,374 20,930,708 5,980,595

　　　　　管理関係人件費支出 11,184,009 7,776,025 7,776,025 3,407,984

　　　　　退職給付支出 0 0 0 0

　　　　　福利厚生費支出 10,000 0 0 10,000

　　　　　助成費支出 1,451,349 1,567,374 -1,567,374 0 1,451,349

　　　　　会議費支出 2,140,000 2,147,180 2,147,180 -7,180

　　　　　旅費交通費支出 290,000 187,960 187,960 102,040

　　　　　通信運搬費支出 535,000 500,561 500,561 34,439

　　　　　集金費支出 620,000 506,230 506,230 113,770

　　　　　消耗品支出 1,695,000 1,657,195 1,657,195 37,805

　　　　　備品購入費支出 120,000 0 0 120,000

　　　　　修繕費支出 20,000 25,484 25,484 -5,484

　　　　　印刷製本費支出 30,000 0 0 30,000

　　　　　光熱費支出 210,000 199,469 199,469 10,531

　　　　　火災保険料支出 25,000 21,710 21,710 3,290

　　　　　租税公課支出 600,000 701,200 701,200 -101,200

　　　　　建物管理費支出 4,741,200 4,559,541 4,559,541 181,659

　　　　　事務委託費支出 1,212,100 1,036,819 1,036,819 175,281

　　　　　支部新事務所開設支出 200,000 114,210 114,210 85,790

　　　　　雑支出 1,827,645 1,502,124 -5,000 1,497,124 330,521

　　　　前受金支出 0 3,035,899 3,035,899 -3,035,899

　　　　預り金支出 0 5,410,306 5,410,306 -5,410,306

　　　　前払費用支出 0 0 0 0

　　　　仮払金支出 0 1,253,140 1,253,140 -1,253,140

　　　　貯蔵品支出 0 0 0 0

　　　　　事業活動支出計 66,051,478 75,917,295 -3,756,805 72,160,490 -6,109,012

　　　　　事業活動収支差額 4,799,283 4,000,945 0 4,000,945 798,338

Ⅱ　投資活動収支の部
　1．投資活動収入
　　　　投資活動収入計 0 0 0 0

　2．投資活動支出
　　　　特定資産取得支出 643,163 643,163 0 643,163 0

　　　　　退職給付引当資産取得支出 643,163 643,163 643,163 0

　　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0 0

　　　　　事業基金積立預金支出 0 0 0 0

　　　　中期国債ファンド積立支出 0 369 369 -369

　　　　保証金支出 0 90,600 90,600 -90,600

科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

　　　　投資活動支出計 643,163 734,132 0 734,132 -90,969

　　　　投資活動収支差額 -643,163 -734,132 0 -734,132 90,969

Ⅲ　財務活動収支の部
　1．財務活動収入
　　　　財務活動収入計 0 0 0 0

　2．財務活動支出
　　　　財務活動支出計 0 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 55,500 0 55,500

　　　　当期収支差額 4,100,620 3,266,813 0 3,266,813 833,807

　　　　前期繰越収支差額 0 16,799,818 16,799,818 -16,799,818

　　　　次期繰越収支差額 4,100,620 20,066,631 0 20,066,631 -15,966,011

1．資金の範囲
　　資金の範囲には、現金・預金・未収入金及び未払金を含めている。
　　なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳 （単位：円）

科　　　　　目 前期末残高 当期末残高

現　金　預　金 16,722,472 18,610,957

未　収　入　金 1,583,900 2,094,304

合　　　　　計 18,306,372 20,705,261

未　　払　　金 1,506,554 638,630

合　　　　　計 1,506,554 638,630

次期繰越収支差額 16,799,818 20,066,631
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平成25年度事業計画
平成25年4月1日～平成26年3月31日

　日本建築協会は、平成25年 4月 1日に一般社団
法人に移行した。大正6年に創立、大正15年10月
20日に社団法人として発足以来の衣替えである。
これを機に設計や建設をはじめ建材、設備、メー
カー、行政、教育など多様なジャンルの個人や団
体とより一層連携協力し、平成29年の創立100周
年に向け精力的に事業を推進する。

1. 平成24年度の事業概況

　平成24年度のわが国の経済は、東日本大震災か
らの復興需要や政策効果により、夏場にかけて回
復への動きが見られた。しかし、その後世界経済
の減速等により輸出や生産が減少するなど、景気
は弱い動きとなり、底割れが懸念されるなど不景
気感から脱せない状況であった。
　建設業界を取り巻く環境も例外ではなく、投資
額は平成 4年度のピーク時に比べ半減するなど、
経営環境は厳しいものがある。
　日本建築協会の経営も予断を許さない状況が続
いている。協会の柱である「建築と社会」誌をは
じめ、それぞれの事業について、きめ細かなコス
ト削減を行うなど積極的に改善に努めてきたが、
収支は依然として厳しい状況のままである。
　主な要因は、会員の減少とそれに伴う会費の落
ち込みである。今日建築関係の団体は会員減少に
悩んでいるが、協会も例外ではなく、会員はこの
10年間で半減、会費については4割を超す大幅な
減となった。

2. 平成25年度の活動方針

　平成25年度のわが国の経済は、世界経済の緩や
かな回復が期待されるなかで、「平成25年度の経
済財政運営の基本的態度」に示された施策の推進
により、着実な需要と雇用創出が見込まれ、国内
需要主導で回復が進むと見られている。
　住宅投資については、雇用・所得環境の改善に
加え、復興への取り組み等によって、増加すると
見込まれる。
　一方、日本建築協会は収入、支出予算とも前年
度に比し減少するなど厳しい状況が続いている。
　収入減の主な要因は、24年度の事業概況でも触
れたように会員減に伴う会費収入の減少である。協
会としては、個人や企業に対しわれわれの役割を積
極的にアピールするとともに、魅力あるプログラム
を提供し会員の増強を図らなければならない。
　個々の事業についても増収、増益を図るための
仕掛けが必要である。特に協会のメインである
「建築と社会」誌については、誌面の充実をはじ
め、今以上に積極的に広告収入の増収に力を入れ
るとともに、平成24年度からは企業チラシの挟み
込みを始めるなど、新しい試みにも挑戦している
が、より一層の努力が求められる。
　支出については、引き続き事業面でのコスト削
減に努めるほか、管理費についてもより一層の抑
制に取り組む。特に、今年度は人員を 1名減する

など人件費を圧縮する。
　今後、増収を図り支出を抑えることにより、財
務体質の強化に努め、協会の活性化を図る。
　当協会の基幹事業は、40年、50年を数え、会員
の枠を越えてそれぞれの関係者間に定着しその社
会的役割も大きいものがある。
　一方、協会の将来のために若い技術者のニーズ
に即した新しい事業の掘起しが求められる。その
ためには協会の枠（会員）のみにとどまらず、有
為な人材の育成に努めることを活動の柱として
・会員以外の一般の人たちが参加できる事業
・他団体との交流・連携事業
・ 若手・中堅技術者の参加を促す事業（例：「関
西の建築界／群像」・工高生デザインコンクー
ル・講習会・書籍発行）

等の充実を図る。
　協会創立100周年を 4年後に控え、引き続き100
周年記念事業委員会により事業を展開する。

3. 平成25年度活動計画

（1）編集委員会
①会誌「建築と社会」の発行
・ 会誌「建築と社会」は、大正 6年の創立以来、
当協会活動の中核として会員相互あるいは会員
と社会を結ぶ役割を果たしてきた。

・ 平成25年度は記事、内容のより一層の充実に努
める。

②青年技術者の顕彰
・ 満35歳以下の青年技術者を対象とする青年技術
者顕彰制度は、平成24年度で59回に達し、建築
界の優秀な人材を顕彰してきた。平成17年度か
らその意義をより一層深めるため、表彰式およ
び受賞者も出席しての懇親会をあわせて実施し
ている。

・ 平成25年度も引続き実施するとともに、表彰式
を総会後の懇親会時に実施する。

③「建築と社会賞」の顕彰
・ 建築と社会誌に掲載された本誌の趣旨にふさわ
しい社会性、環境などに配慮した建築作品や建
築に関する論文、記事などを顕彰する。平成25
年度は表彰式を総会後の懇親会時に実施する。

（2）事業委員会
・ 時代に即したテーマによる催しを前年度同様年
4回程度実施する。著名建築物や近代建築等の
見学会、話題建築について設計者・施工者等か
ら話を聞く場を設ける。

・ 概ね35歳以下の若手建築技術者の活動の場とし
て（仮称）U-35委員会を立ち上げる。若手自ら
の企画による催し等の開催を支援し、若手会員
の増強と活動の活性化を目指す。

（3）出版委員会
・ 「建築技術選書」と「プロのノウハウ」の企
画・編集

・ 出版委員会は、建築技術の単行本発行を企画し
出版することを目的とし、時代のニーズに即し
た新しい著書の発掘を第一義的に行い平成24年
度で累計107冊の発行に達した。

・ 平成25年度は、企画執筆中の図書を積極的に発

行し、この出版書をテキストとする著者の講座
を実施する。

（4）教育委員会
①建築工事実務講習会の実施
・ 昭和32年以降、毎年主として中堅クラスの建築
技術者を対象に標記講習会を実施している。平
成24年度までに延88回を数えている。

・ 平成24年度は、本部、中国・東海支部とも 1日
コースを各 1回実施した。参加者は本部では昨
年より増加したが、東海支部は若干減少してい
る。平成24年度から実施した中国支部では49名
の参加者があった。

・ 平成25年度も本部、中国・東海支部でそれぞれ
1回実施する。

②工高生デザインコンクールの実施
・ 工高生デザインコンクールは、工高生の設計技
能向上のため、昭和30年に創設し平成24年度で
58回を数えた。

・ 平成24年度は参加校数12校（昨年度21校）、応
募作品数60点（昨年度91点）と参加校数、作品
数とも減少した。

・ 平成25年度は参加校数、作品数の増加を目指
す。

③工高建築科優秀卒業生の表彰
・ 優秀な建築科卒業生を表彰することにより、本
人の研鑚意欲の向上を促し、激励することを目
的とし昭和27年から実施してきた。平成24年度
は、35校51名を顕彰した。

・ 平成25年度も前年度同様、会員校及び会誌購読
校を対象に実施する。

④ 大阪府住まい・まちづくり教育普及協議会への
参画

・ 大阪府、大阪府建築士事務所協会、大阪府建築
士会、日本建築家協会近畿支部等で構成する協
議会が実施する諸行事に協力する。

（5）100周年関連事業委員会
①「関西の建築界／群像」の発行
・ 関西の建築界をとりまく様々な分野の方々を紹
介するページを「建築と社会」誌に設け、取材
には若手会員の参画を得て、100周年時に「建
築と社会」誌の別冊として発行する事業を継続
する。

②「再読　関西近代建築」の発行
・ 関西における歴史的名建築について個々に取り
上げ解説し「建築と社会」誌に連載する。創立
100周年の記念事業として連載記事をまとめて
書籍として発行する事業を継続する。

③10年委員会
・建築現場見学会の実施
　 　次世代の建築界を担う人材の育成に繋がるこ
とを目的として、学生向けに設計の意図を活か
した建築現場やそれを支える施工者の工夫、現
代技術を駆使した工場での製作過程など、さま
ざまな“ものづくり”の実際を総合的に体感で
きる場を提供する。平成25年度は 2回実施す
る。

・ 大阪ええとこそうせい（創生）プロジェクトの
実施
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　 　普段見過ごされそうなまちの資源を発掘し、
“こうしたらもっとよくなる”“もっといきいき
する”等のアイデアを創立100周年まで様々な
テーマで募集することにより、まちづくりや町
おこし賑わい作りに役立てていくことを目的と
している。

　 　平成24年度はリアルなコミュニケーションを
生む「新ええとこ」の提案コンクールを実施し
た。25年度も引き続きコンクールを実施する。

（6）工事請負契約約款事業
・ 平成24年度に引続き、「民間（旧四会）連合協
定工事請負契約約款の社会的認識の向上に努
め、公正妥当な工事請負契約の履行」に寄与す
ることを目的とする委員会に委員を派遣すると
ともに、同約款の販売を行う。

（7）他団体との交流、連携
・ 建築関係をはじめとする各団体と交流・連携事
業を行う。特に、平成21年度から進めてきた関
西建築 4団体（大阪府建築士会、大阪府建築士
事務所協会、日本建築家協会近畿支部、日本建
築協会）会長・支部長懇談会における連携活動

を引き続き推進する。
・ 平成25年度も 4団体が緊密な連携で、共同でで
きることを検討・実行していく。

（8）支部活動
中国支部
（1）指導、宣伝、技術向上事業
・ 「講演会・見学会」や「建築工事実務講習会」、
「『建築と社会』中国支部の企画・編集」を行う。
・ 支部活性化事業として、ホームページの充実、
会員名簿を編纂する。

（2）協力事業
・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建
築展などの事業に共催、協力を行う。

（3）他団体との連絡、連携
・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築 8団体
と連携する。

東海支部
（1）会議、会合への参加
・ 愛知県建築開発等行政推進団体協議会、中部建
築賞協議会など各種団体の会議や会合などに参
加する。

（2）指導、宣伝、技術向上事業
・ 「講演会・見学会」や「建築工事実務講習会」、
「『建築と社会』東海特集号の企画・編集」を行う。
・ 支部活性化事業として、機関誌「東海の建築」
の刊行やホームペ―ジの充実、会員名簿を発行
する。

（3）協力事業
・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建
築展などの事業に共催、協力を行う。

（4）他団体との連絡、連携
・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築 8団体
と連携する。

京都支部
（1）指導、宣伝、技術向上事業
・「見学会」や「研修会」を行う。
（2）協力事業
・ 行政や団体が実施する講演会、講習会などの事
業に共催、協力を行う。

（3）工事請負契約約款の販売
・ 「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款」
を販売する。

科目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

Ⅰ　事業活動収支の部
1．事業活動収入

　　①会費収入

　　　　個人正会費 9,656 10,265 -610 14,400円／ 1名

　　　　個人正会費（地方） 777 958 -181 12,600円／ 1名

　　　　団体正会費 24,552 26,412 -1,860 25,000円／ 1口

　　　　準会費 25 17 8 8,400円／ 1名

　　　会費収入計  35,010 37,653 -2,643

　　②支部活動収入

　　　支部活動収入計 1,636 2,165 -528 本部から支部への活動収入

　　③事業収入

　　　　事業収入 22,530 25,607 -3,077 本部及び支部の事業収入

　　　　事業雑収入 880 755 125 会員交流会、Ｕ35活動収入、事業協力金外

　　　事業収入計 23,410 26,362 -2,952

　　③雑収入

　　　　雑収入 199 61 137 利息、雑損処理後の過年度会費、その他

　　　　支部正味財産繰入収入 0 4,611 -4,611 支部連結に伴う支部現金・預金等の繰入収入

　　　雑収入計 199 4,672 -4,473

　　　事業活動収入計 60,255 70,851 -10,596

2．事業活動支出

　　①事業費支出

　　　　事業関係人件費支出 16,603 16,506 97 法定福利費含む

　　　　事業費支出 19,064 22,424 -3,360 本部及び支部の事業費

　　　　事業雑支出 310 210 100 会員交流会、Ｕ35活動費外

　　　事業費支出計 35,977 39,140 -3,163

　　②管理費支出

　　　　管理関係人件費支出 7,928 11,184 -3,256 法定福利費含む

　　　　退職給付支出 0 0 0 現状予定なし

　　　　福利厚生費支出 10 10 0 職員福利厚生費

　　　　助成費支出 1,636 1,451 185 本部から支部への活動費

　　　　会議費支出 2,098 2,140 -42 本部・支部総会外会議費

　　　　旅費交通費支出 220 290 -70 旅費、交通費

　　　　通信運搬費支出 516 535 -19 電話、FAX、メール、郵送等通信費

　　　　集金費支出 480 620 -140 会費、グループ会費、広告料集金手数料等

科目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

　　　　消耗品費支出 1,740 1,695 45 HP維持費、PCソフト、トナー、文房具外消耗品

　　　　備品購入費支出 100 120 -20 事務所内備品

　　　　修繕費支出 25 20 5 事務所内修繕費

　　　　印刷製本費支出 45 30 15 パンフレット等印刷製本費

　　　　光熱費支出 210 210 0 電気代

　　　　火災保険料支出 25 25 0 火災保険料

　　　　租税公課支出 600 600 0 消費税、法人府市民税

　　　　建物管理費支出 4,561 4,741 -180 本部、支部事務所賃借料等

　　　　事務委託費支出 1,223 1,212 11 支部事務局委託費

　　　　支部新事務所開設支出 0 200 -200 支部新事務所開設費

　　　　雑支出 2,136 1,833 303 監査、保守、協賛、購読、負担金外

　　　管理費支出計 23,554 26,917 -3,363

　　　事業活動支出計 59,531 66,057 -6,526

　　　　事業活動収支差額 724 4,794 -4,069

Ⅱ　投資活動収支の部

1．投資活動収入

　　　投資活動収入計 0 0 0

2．投資活動支出

　　①特定資産取得支出

　　　　退職給付引当資産取得支出 708 643 65 事業所都合による要支給額積立

　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0 現状予定なし

　　　特定資産取得支出計 708 643 65

　　　投資活動支出計 708 643 65

　　　　投資活動収支差額 -708 -643 -65

Ⅲ　財務活動収支の部

1．財務活動収入

　　　財務活動収入計 0 0 0

2．財務活動支出

　　　財務活動支出計 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ 予備費支出 0 50 -50

　　　　当期収支差額 17 4,101 -4,084

　　　　前期繰越収支差額 51,177 47,077 4,101

　　　　次期繰越収支差額 51,194 51,177 17

平成25年度収支予算　平成25年4月1日から平成26年3月31日まで
（単位：千円）
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科　　　目

実施事業等
会計

その他事業
会計 法人会計 総合計

（Ｈ25年度
予算）

前年度予算 増減
継続事業 約款及び

支部事業 管理費 法人会計 内部取引消去

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　　受取会費 0 0 0 35,010 0 35,010 37,652 -2,642
　　　　　個人正会費受取会費 0 0 0 9,656 9,656 10,265 -609
　　　　　個人正会費（地方）受取会費 0 0 0 777 777 958 -181
　　　　　団体正会費受取会費 0 0 0 24,552 24,552 26,412 -1,860
　　　　　準会費受取会費 0 0 0 25 25 17 8
　　　　支部活動収入 0 1,636 0 1,636 0 25 -25
　　　　事業収益 14,755 8,655 0 0 2,117 21,294 25,480 -4,186
　　　　　継続事業収益 14,755 0 0 559 14,196 13,448 748
　　　　　その他事業収益 0 8,655 0 1,558 7,097 12,032 -4,935
　　　　雑収益 55 144 0 199 61 138
　　　　支部正味財産繰入収益 0 0 0 0 4,611 -4,611
　　　　経常収益計 14,810 10,435 0 35,010 3,753 56,502 67,829 -11,327
　 （2）経常費用 0
　　　　事業費 33,998 5,569 0 0 2,117 37,450 41,919 -4,469
　　　　　給料手当 15,170 0 0 15,170 13,942 1,228
　　　　　法定福利費 2,857 0 0 2,857 2,564 293
　　　　　臨時雇賃金 0 0 0 0 1,600 -1,600
　　　　　旅費交通費 637 0 0 637 691 -54
　　　　　通信運搬費 1,834 118 0 1,952 2,090 -138
　　　　　消耗品費 1,057 0 0 1,057 1,604 -547
　　　　　印刷製本費 6,845 516 0 7,361 6,533 828
　　　　　光熱水料費 105 0 0 105 105 0
　　　　　賃借料 2,190 0 0 2,190 2,280 -90
　　　　　保険料 29 0 0 29 0 29
　　　　　諸謝金 1,604 285 0 1,889 2,186 -297
　　　　　租税公課 300 0 0 300 300 0
　　　　　委託費 520 3,541 0 983 3,079 6,602 -3,523
　　　　　雑費 849 1,109 0 1,134 824 1,422 -598
　　　　管理費 0 0 20,672 0 1,636 19,035 21,810 -2,775
　　　　　給料手当 0 0 6,612 6,612 9,558 -2,946
　　　　　法定福利費 0 0 1,317 1,317 1,626 -309
　　　　　退職給付費用 0 0 708 708 643 65
　　　　　福利厚生費 0 0 10 10 10 0
　　　　　会議費 0 0 2,098 2,098 2,140 -42
　　　　　旅費交通費 0 0 220 220 290 -70
　　　　　通信運搬費 0 0 346 346 360 -14
　　　　　集金費 0 0 480 480 620 -140
　　　　　消耗品費 0 0 915 915 895 20
　　　　　備品購入費 0 0 100 100 320 -220
　　　　　修繕費 0 0 25 25 20 5
　　　　　印刷製本費 0 0 45 45 30 15
　　　　　光熱水料費 0 0 105 105 105 0
　　　　　賃借料 0 0 2,371 2,371 2,461 -90
　　　　　保険料 0 0 25 25 25 0
　　　　　諸謝金 0 0 0 0 0 0
　　　　　委託費 0 0 0 0 0 0
　　　　　事務委託費 0 0 1,223 1,223 1,212 11
　　　　　租税公課 0 0 300 300 300 0
　　　　　助成費 0 0 1,636 1,636 0 0 0
　　　　　雑費 0 0 2,136 2,136 1,195 941
　　　　経常費用計 33,998 5,569 20,672 0 3,753 56,486 63,729 -7,243
　　　　　当期経常増減額 -19,188 4,866 -20,672 35,010 0 17 4,100 -4,083
　2．経常外増減の部
　 （1）経常外収益
　　　　経常外収益計 0 0 0
　 （2）経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0
　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　　当期一般正味財産増減額 -19,188 4,866 -20,672 35,010 0 17 4,100 -4,083
　　　　　一般正味財産期首残高 78,708 0 0 78,708 73,676 5,032
　　　　　一般正味財産期末残高 59,521 4,866 -20,672 35,010 0 78,725 77,776 949
Ⅱ　指定正味財産増減の部 0
　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0
　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0
　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 59,521 4,866 -20,672 35,010 0 78,725 77,776 949

平成25年度正味財産増減予算　平成25年4月1日から平成26年3月31日まで （単位：千円）
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平成25年度

日本建築協会役員会務分掌
平成25年 6月19日現在・順不同・敬称略

名誉会長　　佐野　正一　㈱安井建築設計事務所
顧　　問　＊中田　　誠　（独）都市再生機構

会　長　　香西喜八郎　　㈱東畑建築事務所
副会長　　設楽　貞樹　　㈱安井建築設計事務所　会長職務代行　編集・研修担当
副会長　＊浦島　澄男　　㈱きんでん  会勢・事業担当
副会長　　天野　直樹　　㈱竹中工務店　企画・財務担当
副会長　　大井　昇二　　㈱大林組　会勢・事業担当
副会長　＊領木　康雄　　大阪ガス㈱　総務・事務局担当
副会長　　本多　友常　　摂南大学　編集・研修担当

理事　◎印は常任理事及び委員長

（総務） 5名
　大林　剛郎　㈱大林組
　栗原　信英　栗原工業㈱
　佐野　吉彦　㈱安井建築設計事務所
　立野　純三　㈱ユニオン
◎山形　政昭　大阪芸術大学
（財務） 3名
　奥村太加典　㈱奥村組
＊今西　邦夫　㈱今西組
＊石井　祐司　東リ㈱
（編集・出版） 8名
＊◎西　博康　清水建設㈱
＊押味　至一　鹿島建設㈱
　佐藤　榮一　（一社）日本建築材料協会
　竹中　統一　㈱竹中工務店
　立成　良三　（一財）大阪住宅センター
＊松本　眞一　関西電力㈱
　吉村　英祐　大阪工業大学
◎米井　　寛　㈱東畑建築事務所
（会勢）11名
　淺沼　健一　㈱淺沼組

　池内　哲郎　野里電気工業㈱
　蔦田　守弘　㈱鴻池組
　小橋　鴻三　清水建設㈱
　近藤　　徹　不二熱学工業㈱
＊山口　哲永　戸田建設㈱
　藤井　　實　エスケー化研㈱
　藤原　富男　（一社）大阪建設業協会
　福田　泰造　福田泰造建築事務所
　髙松　隆夫　広島工業大学
　中井　　進　㈱日建設計
（事業） 4名
◎児玉　　謙　㈱日建設計
　城口　俊雄　㈱大阪城口研究所
　伴　　治人　西松建設㈱
　澤邊　繁克　㈱熊谷組
（研修） 5名
　岩橋　貞雄　八千代電設工業㈱
　上林　研二　地域生活空間研究所
　山田　文啓　大成建設㈱
　千種　幹雄　㈱昭和設計
　永原　　穣　王建工業㈱

常務理事 　森本　　勉　理事合計44名

監事
2名

　三木　　徹　㈱安井建築設計事務所
　前田　隆司　㈱前田商会

注：＊印は新任

平成25年度

日本建築協会評議員
議　長：三木　敏男　　　副議長：嘉納　秀一

平成25年 6月 1日現在・順不同・敬称略

技術
2
　三木　敏男　㈱サングローブ

　村上幸三郎　村上デザイン事務所

総合
12

＊薮内　昭男　㈱淺沼組

　川本　勝一　安藤建設㈱

　赤松　千州　㈱竹中工務店

　村田　俊彦　㈱大林組

　山本　清彦　戸田建設㈱

　肥後　行人　㈱鴻池組大阪本店

　浅野　博光　㈱奥村組西日本支社

　重見　法人　三井住友建設㈱

　中道　正伸　㈱中道組

　原　　眞一　コーナン建設㈱

＊田中顕三郎　田中建設㈱

　伊藤　忠昭　㈱金山工務店

電気
4
　河島　秀光　㈱きんでん

　森　　博明　三和電気土木工事㈱

　嘉納　秀一　三宝電機㈱

　嶋田　雅景　㈱クリハラント

空調
3
　安原　和利　㈱精研 ＊大島　宏介　㈱三冷社西日本支社

　若林　尚史　若林設備工業㈱

建材
2
　森村　泰明　森村金属㈱ 　深江　隆司　アスワン㈱

中国
3

　國澤　幹男　國澤企画・監理

　嶋津　孝之　広島大学

　村重　保則　 村重保則現代建築設計
事務所㈱

東海
6

　小宮　三辰　三辰設計

　河田　克博　名古屋工業大学

　芳山　明久　東海支部　幹事

　後藤　利秋　㈲和光建築計画研究所

　中村　哲士　アトリエーN 1級建築士事務所

　篠原　佳則　㈱安井建築設計事務所

京都
3
　長瀬　博一　㈲長瀬建築研究所

　高田　光雄　京都大学

　山田　昌次　花豊造園㈱
35人　＊印は新任

平成25年度

日本建築協会支部長（順不同・敬称略）

中　国　　髙松　隆夫　広島工業大学

東　海　　福田　泰造　福田泰造建築事務所

京　都　　上林　研二　地域生活空間研究所
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平成25年度

日本建築協会委員
下記のとおり各委員会委員を委嘱しました。
◎委員長　○副委員長 　▲小委員会委員長　△幹事　☆顧問　＊25年度新委員

（所属名は略称　順不同・敬称略）

■編集委員会
会誌「建築と社会」の企画・編集
◎米井　　寛／東畑建築事務所
○勝山　太郎／日建設計
●特集小委員会
計画分科会
〈計画系〉
　飯田　　匡／大阪大学大学院
　鈴木　克彦／京都工芸繊維大学大学院
　高橋　和也／大阪市計画調整局
　田中　直人／島根大学大学院
　不動　剛志／東畑建築事務所
　紅谷　昇平／神戸大学大学院
　松田奈緒子
　三宅　次郎／阪神電気鉄道
△守井　　辰／日建設計
　吉村　英祐／大阪工業大学
〈建築計画系〉
　荒木　宏之／大成建設
△大西　広朗／東畑建築事務所
　静　　茂夫／大建設計
　下坂　浩和／日建設計
　野田　隆史／竹中工務店
＊三谷　帯介／鹿島建設
　矢鳴　陽平／鴻池組
　米山　剛史／UR設計
＊渡部　　剛／安井建築設計事務所
〈インテリア・住宅〉
　川合　隆之／積水ハウス
　黒栁　　亮／竹中工務店
　酒井　雅男／大林組
　谷垣　浩一／日建スペースデザイン
＊塚口眞佐子／大阪樟蔭女子大学
　ペリー史子／大阪産業大学
△間渕　一博／安井建築設計事務所
＊森岡　拓也／都市再生機構西日本支社
構造分科会
　秋田　　智／安井建築設計事務所
　石田　大三／日建設計
　岸本　光平／竹中工務店
　小芝　淳一／ZEN建築構造事務所
　志摩　好宣／鴻池組
　瀧野　敦夫／奈良女子大学
△角田　耕一／大林組
　橋本　宗明／北條建築構造研究所
　松村　　健／東畑建築事務所
　向井　洋一／神戸大学大学院
設備分科会
△赤澤　正治／竹中工務店
　岩城　憲治／大林組
　梶井　宏修／近畿大学
　北野　勝也／きんでん
　欅田　輝生／大阪市都市整備局
　谷野　太志／新菱冷熱工業
　夏井　重行／元・富士ネオ工業
　野崎　正二／大阪市都市整備局

　橋本　直樹／日建設計
　福谷　　周／安井建築設計事務所
　桝井　貴廣／総合設備コンサルタント
　宮﨑ひろ志／関西大学
　村上幸三郎／村上デザイン事務所
施工材料分科会
＊荻巣　友貴／鹿島建設
　桜井　和男／竹中工務店
　髙橋　秀一／大和ハウス工業
　中野　敬史／大林組
△藤丸　啓一／清水建設
　渡邊　　聡／日本建築総合試験所
法令分科会
　岩見　吉剛／兵庫県住宅建築局
　河野　　学
　小松　輝樹／堺市建築都市局
△吉岡　　忠／奈良県県土マネジメント部
　平山　　英／大阪府建築指導室
　井上　久明／京都市建築指導部
　田中　幸夫／神戸市建築指導部
作品作風小委員会
　居内　章夫／徳岡昌克建築設計事務所
　池上　　明／エーアイ アーキテクト スタジオ
▲稲垣　和江／イナガキケンチクケンキュウショ
　井上　雅祐／大林組
　加嶋　章博／摂南大学
　菊池　浩輔／安井建築設計事務所
　倉橋　尉仁／東畑建築事務所
　倉渕奈千子／田中啓文総合建築研究所
　澤田　純一／兵庫県県土整備部
　鞆野　敦司／竹中工務店
　豊田　充広／髙松建設
　鳥居　久人／昭和設計
　西田　佳代／日建設計
　芳谷　晴彦／清水建設
　増田　敬彦／増田敬彦一級建築士事務所
　廻　はるよ／京都造形芸術大学
広告企画小委員会
　大谷　金由／大林組
　小川　雄介／竹中工務店
　小山　　昭／東畑建築事務所
　権代　　晃／清水建設
＊藤田　昌宏／安井建築設計事務所
▲前田　　衛／日建設計
　山辻　直樹／大成建設

■事業委員会
見学・講演・説明・展示・懇親会な
どの企画及び実施
◎児玉　　謙／日建設計
●情報見学小委員会
　石井　太志／日建設計
　伊藤　好之／清水建設
　岩下　　智／鴻池組
　大喜多孝哉／大林組
　河合　哲夫／竹中工務店

　北野　勝也／きんでん
　小平　弥史／昭和設計
　瀬戸川　葆／関西住宅品質保証マネジメント
　田﨑　祐生／武庫川女子大学
　槌田　　豊／ジェイアール西日本コンサルタンツ

　寺西　興一／摂南大学
▲豊田　充広／髙松建設
　夏井　重行／元・冨士ネオ工業
　樋上　新治／ラシンプラニング
　三浦　　憲／大林組
　南　　次郎／元・淺沼組
＊宮田　淳仁／鹿島建設
　森　　雅章／安井建築設計事務所
　脇田　隆史／東畑建築事務所
●U-35（準備委員会）
　上野山貴嗣／安井建築設計事務所
　榎　恭志郎／大建設計
△駒井　陽次／昭和設計
　下田　康晴／東畑建築事務所
　白波瀬智幸／竹中工務店
　中村　祐記／大林組
　松島　将太／大建設計
　横川　彩香／東畑建築設計事務所
　若江　直生／日建設計

■出版委員会
建築に関する図書の企画・編集・刊
行、ならびに講座の企画・実施
　井上まるみ／住まいの研究室
　上原　正行／U建築工房
　神谷　　剛／竹中工務店
　管原　敏晃／竹中工務店
　田中　正司／C.T.I
　玉水　新吾／ドクター住まい
　仲本　尚志
◎西　　博康／清水建設
　藤本　暢子／神田建築工房
　藤山　　宏／造景空間研究所
　森根　義久／日建設計
☆山田　　修／修建築事務所

■教育委員会
建築教育についての調査・研究・講
習会の企画・実施ならびに工高生デ
ザインコンクールなどの企画および
実施
◎山形　政昭／大阪芸術大学
●講習会小委員会
　池内　昌志／㈱淺沼組
　大村　泰正／清水建設
　勝野　哲博／戸田建設
　門野　　陽／鴻池組
　笹田　秀幸／大林組
　松下　嘉宏／竹中工務店
　山下　敏彦／鹿島建設
　吉永　英樹／松村組

●工高生教育小委員会
　宇都　直人／大阪市立都島工業高等学校
　加治　大輔／大阪芸術大学
　門脇　裕之／大阪市立都島工業高等学校
▲谷口　幸雄／日建設計コンストラクション・マネジメント

　寺地　洋之／大阪工業大学
　中村　眞二／東畑建築事務所
　永島　敏郎／安井建築設計事務所
●大阪府住まいづくり教育普及協議会
　大喜多孝哉／大林組
　川上比奈子／摂南大学

■100周年関連事業委員会
100周年に向けた記念企画実施
●関西の建築界／群像
◎本多　友常／摂南大学
　黒川　祐記／日建設計
　中村　圭祐／竹中工務店
　藤原　芳寿／昭和設計
　三谷　勝章／大林組
　三宗　知之／東畑建築事務所
　神田　泰宏／竹中工務店
　清原　健史／安井建築設計事務所
　駒井　陽次／昭和設計
　中川　　卓／日建設計
　三矢　大祐／東畑建築事務所
＊岡村　吉展／大林組
＊野口　　伸／竹中工務店
＊真鍋　　翼／昭和設計
＊吉永　規夫／offi  ce for Enviroment Architecture
●史料研究会（再読　関西近代建築）
◎山形　政昭／大阪芸術大学
　安達　英俊／安達英俊建築研究所
　石田潤一郎／京都工芸繊維大学大学院
　植松　清志／大阪人間科学大学
　梅宮　弘光／神戸大学大学院
　桐浴　邦夫／京都建築専門学校
　酒井　一光／大阪歴史博物館
　橋寺　知子／関西大学
　吉田　高子
　和田　康由／大阪市立都島第二工業高校
☆坂本勝比古／神戸芸術工科大学名誉教授
●10年委員会
◎設楽　貞樹／安井建築設計事務所
　赤木　　隆／日建設計
　門野　　陽／鴻池組
　川上比奈子／摂南大学
　熊田　将男／安井建築設計事務所
△菅原　幸也／日建設計
△中村　文紀／東畑建築事務所
○前川　治彦／前川治彦建築研究所
＊松下　嘉宏／竹中工務店
　三井　達雄／大林組
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■特集予告
●8月号／グランフロント大阪
●9月号／素材としての建築

7 1 0 9 6 2 0 1 3

神奈川県立近代美術館
（鎌倉館）
設　　計：坂倉準三
竣　　工：1951年
所　　在：神奈川県鎌倉市

池上に浮遊する白い展示室。繊細な
鉄骨で持ち上げられたピロティは境
内の林泉に溶け込んでゆく。戦後間
もない時期、限られた材料と予算、
借地権に対し、工場加工品と簡素な
納まりで応えた名作は、時を経て幾
分汚れたが、歴史ある地に見事に調
和する。同時代の建築が抱える苦悩
を前に、大谷石の積まれた隙から、
建築の行く先に思いを馳せる。

（東畑建築事務所／大西広朗）

デザイン：嘉村知紀（東出清彦写真事務所）
撮　　影：嘉村知紀（東出清彦写真事務所）

今月の表紙

特集●第60回青年技術者
■設計・計画部門―
雨宮　廣明●京橋OMビル 18
伊藤　昭裕●宇治黄檗学園宇治市立宇治小学校・宇治市立黄檗中学校、大分市医師会立 19
　　　　　　　  アルメイダ病院、淑徳短期大学 4 ･ 5 号館

白波瀬智幸●仮設×低コスト×既製品利用 竹中工務店姫路営業所、「都市の中の森」を創る 20
　　　　　　　  大阪木材仲買会館

塚島　　健●うめきたシップ・うめきた広場・グランフロント大阪、田島大阪ビル、本町 21
　　　　　　　  ガーデンシティ、未来メッセ・蓄熱フェア2009 nikkenブース

中村　幸恵●みなと医療生活共同組合 宝神生協診療所、みなと医療生活共同組合 高畑生協 22
　　　　　　　  診療所

西川　秀樹●構想づくりから具体的な事業推進まで、各段階に応じたまちづくりの推進 23
西森　史裕●ウミノ製作所新工場、ショーエイコーポレーション大阪第 2センター 24
柱　健太郎●紀北町立相賀小学校、京都市立朱雀第四小学校（環境省「学校エコ改修と環境 25
　　　　　　　  教育事業」モデル校）、（仮称）豊田市立第2浄水小学校（ワークショップ業務）

日𠮷　良平●武蔵カントリークラブ豊岡コースクラブハウス、株式会社ニシヤマ大阪支店、26
　　　　　　　  早稲田大学本庄高等学院95号館

丸山　将彦●東京都立松沢病院 27
■構造部門―
池田　直子●兵庫県立淡路医療センター
　　　　　　　  －100m×100mの平面形状を有する免震病院の構造計画－ 28
奥野雄一郎●本瓦葺の屋根の下に透明感のある回廊が配される史料館の設計 29
佐藤　朋成●数々の新技術に挑戦したテナントビル/oak omotesando、空間イメージに 30
　　　　　　　  合わせた混合構造による全体架構計画/獨協大学学生センター

山田　祥平●ファサードデザインと一体化した構造計画 31
■設備部門―
梅本　武志●建築主の想いの具現化、メンテナンス性・操作性・更新性に優れたシステム 32
　　　　　　　  への取り組み～体感温度制御による放射空間システムの構築～

君塚　尚也●総本山知恩院 和順会館・参道整備計画「環境と共生する設備計画」、東大谷 33
　　　　　　　  高等学校泉ヶ丘校舎「使用者に配慮した環境性能の高い学び舎」

田辺　慎吾●グランフロント大阪　～高層テナントビルでのボイドを用いた自然換気～ 34
名倉　宏明●医療品製造施設における空調設備計画～目標品質を満足するシステムの実現 35
　　　　　　　  に向けた取り組み～

宮崎　裕輔●マルイト難波ビル－エネルギーセキュリティと省エネルギー技術－、小松製作所 36
　　　　　　　  テクニカルセンターアトリウム解析とタスクアンビエント空調の採用－

森山　洋平●小学校における環境配慮・防災対策の設備計画について 37
■施工部門―
市野　俊充●市街地における超短工期の居ながら大規模改修工事の計画と実施 38
佐藤　俊介●フラットビーム免震構造による次世代集合住宅の施工計画・実施と展開 39
山本　訓久●低炭素型のコンクリート「クリーンクリート®」の現場への適用 40

会告 定時総会議決のお知らせ．通常理事会議決のお知らせ．
臨時理事会議決のお知らせ．定時評議員会議決のお知
らせ．平成24年度事業報告．平成24年度決算報告．平成
25年度事業計画．平成25年度収支予算．平成25年度正
味財産増減予算．平成25年度日本建築協会役員会務分
掌．平成25年度日本建築協会評議員．平成25年度日本
建築協会支部長．平成25年度日本建築協会委員．ダイ
ビル本館見学会．
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42
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南東側からの全景：歴史を継承する赤煉瓦・煉瓦調タイルの外壁・煉瓦スクリーン・淡路瓦による構成で地域景観をリード南東側からの全景：歴史を継承する赤煉瓦・煉瓦調タイルの外壁・煉瓦スクリーン・淡路瓦による構成で地域景観をリード

中央待合：中庭テラスと連続するように待合を配置し、時間・場所・人とのつながりを重視した環境デザイン中央待合：中庭テラスと連続するように待合を配置し、時間・場所・人とのつながりを重視した環境デザイン



作
作

品
風

建　築　主　兵庫県
設計・監理　兵庫県県土整備部住宅建築局営繕課・設備課
　　　　　　安井建築設計事務所
施　　　工　（建築）戸田・村本・前川JV
　　　　　　（電気）きんでん・JFE電制・谷電気JV
　　　　　　（空調）大氣社・伊丹産業設備・堀川JV
　　　　　　（衛生）朝日・圓奈・ツダJV
　　　　　　（受変電）西部電工・カデックスJV
　　　　　　（昇降機）フジテック
　　　　　　（ガス）洲本瓦斯

兵庫県立淡路医療センター
淡路地域の急性期医療を提供する中核病院の計画である。敷地周辺は赤煉瓦の風情
ある紡績工場跡の街並みが残り、近年建築された図書館や体育館とともに洲本市の
玄関口として魅力ある景観を形成している。計画地は緑豊かな山並みや雄大な大阪
湾を望むことができ、樹齢100年を超える生命力豊かなユーカリが患者を優しく迎え
入れてくれる。今回計画ではこの歴史ある景観の継承と、公園島淡路にふさわしい
自然豊かな療養環境の提供、救命救急センターを中心とした高度先進医療の提供が
求められた。さらに着工5ヶ月後におこった東日本大震災により、計画が見直され
津波対策の強化が求められた。

高齢化社会における療養環境のあり方
高齢化が進む地域における療養環境の充実として、外来患者利用ゾーンを1階ワン
フロアに集約させ移動の軽減を図っている。中央待合とホスピタルストリートに
面して明るい中庭テラスを配置し、患者をわかりやすく誘導する。病棟は45床を
基本とした2看護単位の構成で、スタッフステーションを病棟中央に配置したダブル
コリドー型とし、患者の見守りを強化している。PCaPC構造による12.6mの大スパン
化の実現で、フレキシブル性を高めている。歴史ある景観とのつながり、地域や
人とのつながりを重視し、煉瓦や県産木材、淡路瓦など地域になじみの深い素材を
採用している。病室で提案した木の温もりのある設えは、家庭的な環境提供につな
がり、せん妄対策の一つとして患者のQOLを支える。

BCP対策を踏まえた災害に強い病院
阪神・淡路及び東日本大震災の教訓から、免震構造やヘリポートの採用をはじめと
して災害や地震に強い施設整備を徹底し、災害後ただちに自立して運営継続できる
計画を行っている。空調熱源・電源幹線・無停電電源装置の二元化など、ライフ
ライン途絶時の安全性を高めている。自家発電の強化としてコジェネや太陽光発電
（150KW）を導入し、最低限の病院機能を守る。救命救急センター前に屋根のある
広いトリアージスペースの確保やホスピタルストリート・大会議室にトリアージ用
医療ガスの設置、建物周囲に浸水防止壁や防潮扉の設置など浸水対策を実施した。
地域医療の拠点として災害時や非常時に救急を中心とした機動力を発揮し、淡路地域
の県民の健康と生命を守る医療の砦として、将来に渡って地域から信頼される病院
であることを願っている。

（寺岡宏治、楠敦士、赤川貴世友、山本善宏／安井建築設計事務所）

南東側上空から敷地全景を俯瞰南東側上空から敷地全景を俯瞰

中庭テラス：外来患者の中庭テラス：外来患者の憩いに配慮した修憩いに配慮した修景景

ホスピタルストリート：ブロック受付で構成し、集約配置した外来ホスピタルストリート：ブロック受付で構成し、集約配置した外来

SS：病棟中央に配置し、患者に近い看護を提供SS：病棟中央に配置し、患者に近い看護を提供

所 在 地―兵庫県洲本市塩屋 1丁目
敷地面積―27,792.06㎡
建築面積―11,165.11㎡
延床面積―35,333.58㎡
構造規模―PCaPC造（免震構造）、地上 8階
工　　期―2010年10月～2013年 3 月
撮　　影―エスエス大阪　津田裕之

洲本川

洲本市文化体育館

洲本市図書館

淡路医療センター淡路医療センター

旧美術館 配置図



所 在 地―兵庫県明石市硯町 2丁目
敷地面積―1,810.20㎡
建築面積― 747.85㎡
延床面積―2,940.91㎡
構造規模―S造　地上 4階 塔屋 1階
工　　期―2012年 8 月～2013年 3 月
最 寄 駅―山陽電鉄本線　西新町駅
撮　　影―エスエス大阪　内山雅人



作
作

品
風

建　築　主　株式会社 ノーリツ
設計・監理　鹿島建設
施　　　工　鹿島建設

ノーリツコンタクトセンター
「お風呂は人を幸せにする」を創業の原点とした湯まわり設備メーカーのお客さまとメーカーを繋ぐ、CS創造工場としてのビルである。
眺望の良い南北に開き東西に閉じた筒状の形は人をやさしく包み込む。東側のコアウォールは水からお湯に沸くさまを表現し、内部のボイド階段に優しい
光を差し込ませる。
電話のオペレーション業務を中心としたコンタクトセンターは、アメニティの充実を図ると共に、床滲み出し空調、ボイドにおける重力換気、高効率機器
のコージェネ、GHP、自社製太陽光発電、全館LEDやエネルギーの見える化等々、約8割を占める女性ワーカーや環境に優しい建物とした。

（吉野 博史・鶴 潔・竹安 智恵／KAJIMA DESIGN）



「京都」の玄関口、開業30年のホテルの
リノベーションプロジェクト。

様々な出会い・会話・食材・技術・情報、
そして過去・現在・未来の時間が交差
する際にうまれる新しい驚きや発見・
価値を共有できる場であればよいと考えた。

古き良きホテルとしての香りを残しつつ、
現代的なデザイン要素や伝統工芸の
技術を掛け合わせ、ノスタルジックで
かつモダンな空間構成とした。

国際観光都市京都の玄関口に建つホテル
の責務として、京都の伝統的な美術や
工芸を現代的な形で世界に発信し、未来に
繋ぐことを強く意識した。

藤井　崇司（ふじい　たかし）
1976　　　　大阪府生まれ
2000　　　　京都市立芸術大学卒業
2002　　　　京都市立芸術大学大学院修了
2003～　　　日建スペースデザイン
2006～2009　京都市立芸術大学非常勤講師
2010　　　　日本建築家協会優秀建築選／和島興産十番丁ビル
2011　　　　京都デザイン賞2011　入選／ホテル近鉄京都駅
2012　　　　京都デザイン賞2012　入選／京都センチュリーホテル

企画編集　菊池浩輔（作品作風小委員会）

Re-Branding Renovation
[Tradition×Innovation]
インテリアデザイナー

藤井 崇司

■かんじんの京灯り
かんじん（最も大事なもの）を忘れず、奢らず、伝統工芸の原点とその日々の進化や未来を伝え続ける灯り。
30mある吹抜空間をリノベーションするにあたり、空間のイメージ転換をする為に圧倒的なボリュームの光が
アイレベルにあることが必要と考えた。
何度も現地に足を運び、高さ4.8m 直径2.4m という寸法を決定した。

支柱は仏具の金工職人による銅のヘラ絞り、シェードの外周は木工職人により手作業で姫小松を 3次曲面で
切抜き、送り火のシルエットを含む京都の山並みを表現しました。シェード内側は京都の華をモチーフにした
絵地図文様を西陣織で織上げ、灯具はLEDを使って京行燈の職人の手によって造りあげた。



青年技術者選考委員会
選評

　　選考委員長　米井　寛
ず「歳以下͈優秀̈́建築技術者ͬ顕彰

̳ͥ青年技術者表彰͉Ȃ今年́第そし

回̱̹͂̈́ͤ͘ȃ齢ͬ重͇Ȃ還暦ͬ

迎え̹わ̫̳́ȃ初回̥͈ͣ受賞者

名簿͉ͅȂ関西͈Ȃい͞日本͈建築

界ͬ支え̧̹̀錚々̹ͥ顔͐ͦͬ見

̧̭̦̳ͥ͂́͘ȃ今͉́建築ͅ携

わͥ若手͈いわ͊登龍門̱͂̀定着

̧̱̹̀͂いえ̱ͥ́͡うȃ̹͘Ȃ

近年͉Ȃ受賞者̦一堂ͅ会̳ͥ表彰

式͜行̈́わͦͥ͢う̱̹̈́ͤ͘ͅȃ

̭͉ͦȂ受賞者͈栄誉ͬ称えͥ͂͂

͜ͅȂ受賞者同士͈交流͈機会ͬ設

̫̭ͥ͂͜意図̯ͦ̀い̳͘ȃ時ͅ

͉ρͼΨσ͂̈́ͥ͜若手同士̦Ȃ志

ͬ共有̳ͥ仲間̱͂̀Ȃ立場͞所属

ͬ越え̀交流̱活動̳ͥ場ͬ提供̳

̭ͥ͂͜建築協会͈重要̈́役割́あ

ͧう͂考え̀い̳͘ȃ

̯̀Ȃ第そし回͈審査̾ͅい̳̀́ȃ

今年͉Ȃ昨年ͤ͢多いすせ名͈応募̦

あ̱̹ͤ͘ȃ̷͈全員̦組織設計事

務所͞大手建設会社ͅ属̳ͥ方́あ

ͤȂͺΠς΀事務所͞大学等͈研究

機関ͅ所属̳ͥ方̦い̥̹͈͉̈́̽

残念̱̹̦́Ȃ設計・計画Ȃ構造Ȃ

設備Ȃ施工͈各分野́選考ͬ行̈́̽

̹̭͂ͧȂ最終的ͅすず名̦選出̯ͦ

̱̹͘ȃ選考上͈εͼンΠ͉Ȃ応募

者̦紹介̳ͥίυΐͿ·Π͈技術

的Ȃ計画的ȂΟΎͼン的水準̺̫́

͉̩̈́Ȃ本人̦̭̓́͘ίυΐͿ·

Πͅ主体的ͅ関与̱̀い̥ͥȂ͘

̹Ȃ本人͈建築ͅ対̳ͥ取ͤ組͙姿

勢͞将来͈͒展望̦表現̯ͦ̀いͥ

̥Ȃ͂いう点ͅあ̳ͤ͘ȃ今年͈応

募者͉Ȃ全員̦ίυΐͿ·Π͈水準

̾ͅい͉̀高̩評価̯̱̹̦ͦ͘Ȃ

本人͈関与͈̱方ͬ審査者̦十分理

解̧̹̥́̓う̥̦採否ͬ分̫̭ͥ

̱̹͂͂̈́ͤ͘ȃ

紹介̯̹ͦίυΐͿ·Π͞本人͈取組

͙姿勢ͬ見ͥ͂Ȃ防災Ȃ環境配慮Ȃ

省΀ΥȂ地域貢献͈̈́̓現在͈建築

ͅ課̵ͣͦͥΞーζ̦的確ͅ反映̯ͦ

̀い̺̫̩ͥ́̈́Ȃ設計ίυΓᾼ

̤̫ͥξーΎー͈͂対話͞協働Ȃ運

用後́͘責任ͬ̾͜意志̈́̓͜提示

̯̤ͦ̀ͤȂ̭͉ͦͣȂ建築ͬ社会

͈͂関わ͈̥̩ͤ̈́́̾̽̀い̭う

͂いう問題意識͈表̱ͦ͂̀評価́

̧̱̹͘ȃ複雑̈́社会環境͈̥̈́́

̭̥͈ͦͣ建築界ͬ支え̀い̩青年

技術者͈今後ͅ期待̱̹ い͂ 思い͘ ̳ȃ

■設計・計画部門／多様化̳ͥ時代

͈ΣーΒͬ受̫̀Ȃ都市͞建築͈企

画・計画・設計͉́一段͂多岐ͅわ

̹ͥ課題ͬ解決̳̭̦ͥ͂求͛ͣͦ

ͥ͢う̈́̽̀ͅい̳͘ȃ都市再生手

法ͬ活用̱̹企画͞΋ΑΠ΋ンΠ

υーσ͜含̹͛難度͈高い事業成立

性͈構築Ȃ環境͈͒配慮͞先進的̈́

医療͞教育͈͒対応̈́̓課題͉様々

̳́ȃ今回選出̯̹ͦ方̷͉͈ͦͣ

課題ͬ真向̥ͣ受̫͂͛Ȃ青年技術

者̱͂̀熱̩全力́立̻向̥̤̽̀

ͣͦͥ姿勢̦表現̯̤ͦ̀ͤ高̩評

価̧̱̹́͘ȃ自身͈将来展望ͬ堅

持̴̱̦̈́ͣ͘͜ίυΐͿ·Π͈目

指̧̳͓姿ͬ明確̱̀ͅ΋ンΓίΠ

ワー·ͬ行いȂ利用者͈͂密度͈濃

いワー·ΏοΛί͞建築主͈͂度重

̈́ͥ打合̵等̷̸͈ͬͦͦ分野́貫

徹̱̤̳̀ͣͦ͘ȃ残念̦̈́ͣ選̥

̹ͣͦ͜方͜十分ͅ素養͉̤持̻́

̳̦Ȃ自身͈建築ͅ対̳ͥ考え方͞

将来的展望ͬ読͙取̧̭̦ͥ͂́͘

̵̱̹ͭ́ȃ捲土重来ͬ期̱̀い̹

̧̺̹い͂思い̳͘ȃ

応募規定͉́ȶ分野ͬ特定̱̈́いȷ

͂あ̳ͤ͘ȃ上述͈通ͤ多様̈́Σー

Β̭̹ͅえ͓̩ͥ計画・設計ͅ携わ

ͥ者̦幅広い分野́活動̱Ȃ̷͈活

動成果́積極的ͅ応募̯̭ͦͥ͂ͬ

期待̱̳͘ȃȪ高梨雄二郎ȫ

■構造部門／今年度͉構造部門͈͒

応募̦ː件́あͤȂ昨年度̥ͣˍ件

増加̱̹ȃ審査͉́Ȃ応募者̦ίυ

ΐͿ·Π͈中͈́̓͢う̈́役割ͬ果

̹̱̹̥ȂίυΐͿ·Π̤̫ͥͅ問

題点͞困難点͈ͬ̓͢うͅ解決̱͢

う̱̹̥͂Ȃ̷̦ͦͣ応募書類ͅ的

確ͅ書̥ͦ̀い̥ͥ̓う̥Ȃ̾ͅい

̀Ȃ一定͈基準ͅ到達̱̀い̥ͥ̓

う̥ͬ見̹ȃい̴ͦ͜高いτασ́

審査基準ͬ満̹̱̀い͈ͥ͂結論ͅ

達̱̹̹͛Ȃ̳͓̀ͬ入選̱̹͂ȃ

応募書類͉́Ȃˍ͈̾ίυΐͿ·Π

ͅ関̱̀詳細ͅ設計͈ίυΓΑ͞特

徴ͬ述͓̹͈͂͜Ȃ複数͈ίυΐͿ

·Πͅ対̳ͥ応募者͈取ͤ組͙ͬ述

͓̹͈̦͜見̹ͣͦȃい̴͈ͦ応募

書類̤ͅい̀͜Ȃ応募者͈建築構造

ͅ対̳ͥ情熱̦感̲̹̦ͣͦȂ強い

̀言え͊前者͈ΑΗͼσ͈方̦Ȃ͢

ͤ明確ͅ応募者͈構造設計ͅ対̳ͥ

考え方̦伝わ̧̹̽̀ȃ

構造設計̤̫ͥͅ困難点ͬ克服̳ͥ

方法̱͉͂̀Ȃ既存技術͈組͙合わ

̵ͤ͢ͅ解決方法ͬ見出̳ͺίυー

Ι͂Ȃ新̱い技術ͬ積極的ͅ開発̱

̀ίυΐͿ·Πͅ取ͤ入ͦͥͺί

υーΙ̦見̹ͣͦȃ建築構造技術͈

い̷̽う͈発展͉ͅȂ̭͈両方͈ͺ

ίυーΙ̦必要́あͤȂ̭͈意味

́Ȃ本年度͈受賞者͈建築構造技術

͈今後͈発展͈͒貢献ͅȂ大いͅ期

待̱̹いȃȪ辻ȁ聖晃ȫ

■設備部門／今年度͈設備部門͈͒

応募͉そ件͂昨年ͬ大̧̩上回ͥ͜

͈̱̹́ȃ

審査͉́Ȃ示̯ͦͥ技術τασȂί

υΐͿ·Π͈中͈́応募者͈立場Ȃ

̯͉ͣͅ応募者自̦ͣ主体的̥̥ͅ

わ̽̀い͈̥ͥ͜否̥̾ͅい̀着目

̱̱̹͘ȃ

応募͈内容͉Ȃ計画̷͈͂具現化Ȃ

現場段階͈工夫Ȃ技術提案͂検証̈́

̓多種ͅわ̹͈̱̹ͥ͜ȃ

·ρͼͺンΠ͈建築̥̥ͅわͥ見方

̦Ȃ単ͅ快適性͈維持͂΋ΑΠ̺̫

̩́̈́Ȃ地球環境問題͈͒配慮ͬ重

視̳ͥͅ至ͤȂ設備ͅ従事̳ͥ方々

͈意識͂実力̦向上̱̀い̭ͥ͂͜

あ̥̽̀Ȃ̳͓͈̀応募̦一定͈水

準ͅ達̱̤̀ͤȂ͙̯̈́ͭͬ入選͂

̱̱̹͘ȃ

一方́Ȃ少々辛口͈感想ͬ付記̳ͥ

̳͂ͦ͊Ȃ΂ςΐ΢ςΞͻーͬ持̻

̦̈́ͣȂわ̥̳ͤ͞い言葉́丁寧ͅ

̹̾̿ͣͦ応募資料͜あ̱̹̦ͤ͘Ȃ

過半͉̭̥̓́見̹̭͈͂あͥ͢う

ͅ感̲̱̹̭̀̽͂͘͜事実̳́ȃ

多̩͈情報̦驚̧̩͓速̯́展開̳

ͥ昨今Ȃ独自性ͬ確立̳̭͉ͥ͂大

変難̱い̭͉͂́あ̳̦ͤ͘Ȃ技術

͈進歩ͬ図̷̹͈ͥ͛͢ͅう̈́観点

̥ͣ物事ͬ͂ͣえ̀い̧̹̺Ȃ̯ͣ

̮̈́ͥ活躍ͬ期待̱̹い͂思い͘

̳ȃȪ高山ȁ眞ȫ

■施工部門／本年͈施工部門͈応募

ず件ͬ入選τασͅ達̱̀いͥ͂評

価̱̱̹͘ȃじ件目͉べな造͈́鉄筋

͈配筋͈納͈ͤ͘整理ͥ͢ͅ施工性

͈向上ͬ図̹̽施工管理ͬ実施̱̹

͈́͜あͥȃ̭͈Ξーζ͉目新̱い

͈͉́̈́͜い̦施工性向上͈̹͛ͅ

重要̈́課題́あͤȂ本人͈取ͤ組͙

ͅ対̳ͥ熱意ͬ感̧̲̭̦ͥ͂́

ͥȃ改善策͉具体的́Ȃ改善効果͜

明確́あͤȂ他現場͒͜水平展開́

̧ͥ点̦評価̧́ͥȃす件目͉今後

̳̳͘͘増えͥ内外装ςΣνーͺσ

工事͈́ȸ居̦̈́ͣ施工ȹͅ積極的

ͅ取ͤ組̺͈ͭ́͜あͥȃ新築工事

ͅ比͓̀騒音・振動・粉塵͈͒対策

̦重要͂̈́ͥȃ本件͉汎用機械ͬ使

用方法͈工夫̱̹利用ͥ͢ͅ施工計

画͂Ȃ超短工期対策̱͂̀天候͈影

響ͬ最小限̧͂́ͥ工夫́Ȃ派手̯

͉無い̦高̩評価̧̦́ͥȃず件目

͉最近建設業界̦注力̱̀いͥ環境

ͅ配慮̱̹΋ン·ςーΠ素材ͅ関̳

͈ͥ́͜あͥȃ本件͉建設現場͂技

術研究所͂生΋ン製造工場͈間͈調

整ͅ主体的ͅ関与̱Ȃ実際ͅ試験練

̥ͤͣ現場打設͈́͘実務ͬ担当

̱Ȃ今後͈建設業界͈環境対策面́

評価̧͈́ͥ́͜あͥȃȪ山辻直樹ȫ

特集●第60回  青年技術者
■設計・計画部門─

雨宮ȁ廣明 安井建築設計事務所

伊藤ȁ昭裕 佐藤総合計画

白波瀬智幸 竹中工務店

塚島ȁȁ健 日建設計

中村ȁ幸恵 竹中工務店

西川ȁ秀樹 日建設計

西森ȁ史裕 大林組

柱ȁ健太郎 東畑建築事務所

日 ȁ良平 鹿島建設関西支店

丸山ȁ将彦 昭和設計

■構造部門─

池田ȁ直子 安井建築設計事務所

奥野雄一郎 竹中工務店

佐藤ȁ朋成 大林組

山田ȁ祥平 日建設計

■設備部門─

梅本ȁ武志 竹中工務店

君塚ȁ尚也 竹中工務店

田辺ȁ慎吾 日建設計

名倉ȁ宏明 大林組

宮崎ȁ裕輔 鹿島建設

森山ȁ洋平 昭和設計

■施工部門─

市野ȁ俊充 竹中工務店

佐藤ȁ俊介 竹中工務店

山本ȁ訓久 大林組

部門別「し音順

応募の状況と結果

部門 応募数 入選数

設計ノ計画 じじ じし

構造 せ せ

設備 そ そ

施工 ず ず

第60回青年技術者選考委員
米井　　寛／東畑建築事務所大阪事務所副所長
吉岡　聡司／ 大阪大学大学院キャンパスデザイン室
　　　　　　　  准教授

佐々木　栄／ 昭和設計執行役員建築部門
　　　　　　　  建築設計部統括

八木　康行／ステュディオエイトアーキテクト代表
高梨雄二郎／ 竹中工務店開発計画本部長
　　　　　　　  （西日本担当）

山浦　晋弘／安井建築設計事務所構造部長
辻　　聖晃／ 京都大学大学院工学研究科
　　　　　　　  建築学専攻准教授

高山　　眞／日建設計設備設計部門設備設計部長
町澤真一朗／ 清水建設関西事業本部
　　　　　　　  設備設計部グループ長

山辻　直樹／ 大成建設関西支店建築部
　　　　　　　  購買管理室課長

阪井　　聡／ 大林組大阪本店建築事業部
　　　　　　　  生産技術部部長



18

設計・計画部門

雨
あめ

宮
みや

廣
ひろ

明
あき

生年月日　1981年 7月山梨県生まれ
最終学歴　2006年日本大学大学院
　　　　　理工学研究科建築学専攻
　　　　　前期博士過程修了
業務経歴　 2006年㈱安井建築設計事

務所入社
　　　　　 現在、東京事務所設計部

主任
●担当した主なプロジェクト
2006年　東京国際大学社会福祉棟
2007年　タカラスタンダード三重支店
2007年　グロブナープレイス神園町
2008年　阪急阪神交通社HD建替計画
2012年　京橋OMビル新築工事

■青年技術者のことば

私͉建築͈設計ͅあ̹ͤ常ͅȶ世

ͅ問う建築ȷ͂いう͈ͬ͜意識̱Ȃ

日々͈設計業務ͅ取ͤ組ͭ́い͘

̳ȃ私͈目指̳ȶ世ͅ問う建築ȷ

͉͂単ͅ表層的̈́ΟΎͼン͞υ

ΉーΏοンȂίυΐͿ·ΠΑΉー

σ͂い̹͈̽͜ͅ左右̯͈ͦͥ͜

͉̩́̈́Ȃ̷͈建築ͬ通̱̀大小

問わ̴何̥じ̾́͜新̱い発見͞

社会ͅ問えͥ事項ͬ含͚͈̱͂͜

̀考え̀い̳͘ȃ

̭͉ͦ与条件ͅ左右̯͈ͦͥ́͜

͉̩̈́Ȃ設計者́あͥ本人͈意識

͞熱意̽̀͢ͅ成ͤ立͈̱̾͂͜

̀捉え̀い̳͘ȃ

̭̥ͦͣ数十年͂生̧続̫ͥ建築

ͅ対̱̀Ȃ建築主͂い̥ͅ対話ͬ

行いȂ̷͈内容ͬ建築͂いう̥̹

̻ͅ置̧換え̧̭̦̥̦ͥ͂́ͥ

重要́あͥ͂考え̳͘ȃ

̭̭ͅ紹介̳ͥȶ京橋ぶMΫσȷ́

͜上記͈Ξーζ͈追求ͅ努̱͛͘

̹ȃ建築͈設計ίυΓᾼ̤い̀

設計者͈経験͞実積ͥ͢ͅ提案ͅ

頼ͣ̈́いέρΛΠ̈́意思決定方法

͈提案ͬ行い̱̹͘ȃ結果̱͂̀

建築設計̤̫ͥͅήρΛ·δΛ·

Αͬあ̥̯̱̹ͣ͘ͅȶ設計͈見

えͥ化ȷ͂いう͈̱͂̀͜置̧換

え̱̹ͣͦ͘ȃ

̭͈設計ίυΓΑ͉建築主͈͂対

話ͬ円滑̱ͅȂ迅速̈́意思決定ͅ

̦̾̈́̽̀い̹͈͉̽́̈́い̥͂

考え̀い̳͘ȃ

̭̥͈ͦͣ設計活動̤ͅい̀͜

Ξーζ͈追求ͬ行いȂ高い意識ͬ

持̻続̫建築͂向̧合̽̀い̧̹

い͂思い̳͘ȃ

■すいせͭ者

上枝真二

安井建築設計事務所

東京事務所ȁ設計部長

京橋ＯＭビル
本計画は東京都中央区京橋 1丁目におけるオフィス
ビルの建替プロジェクトである。工事中に3.11の東日
本大震災を経験し、今後の社会における建築のあり方
を再度検証した。プロジェクトテーマである「高い環
境性能を兼ね備えたエコビル」に対し膨大な情報の収
集と検討を行い、高い知識と技術の集約によって成し
遂げられた計画である。環境技術の集約により、環境
性能指標であるPAL低減率及びERRに関し、省エネ
ルギー性能評価書制度における最高ランクに位置する
「AAA」を十分に満足し、国内最高水準と同等レベル
の「エコビル」を実現している。

この建築は私にとって分身であり、子供のような存在で
あった。常に共に歩み建築と対話をしてきた。設計のプ
ロセスを積み重ねるごとに人格が形成され、命が吹き込
まれていく瞬間に立ち合ってきた。これらの時間／プロ
セス、全てを共にしてきた存在である。工事が進むに
つれて徐々に現れてくる姿を見ながら親元を離れていく
姿に寂しさを感じていた。建築として社会に求められる
責任を果たし、立派に育ってほしいと願っている。

撮影／エスエス東京



19

設計・計画部門

伊
い

藤
とう

昭
あき

裕
ひろ

生年月日　1980年 2月兵庫県生まれ
最終学歴　 2004年神戸大学大学院自

然科学研究科建設学専攻
博士課程前期課程修了

業務経歴　 2004年佐藤総合計画入社
　　　　　 現在、同社関西事務所主

任担当
●担当した主なプロジェクト
2007年　淑徳短期大学 4・ 5号館
2008年　 大分市医師会立アルメイダ

病院
2012年　宇治黄檗学園

■青年技術者のことば
建築͈設計̳ͬͥ͂いう̭͂Ȃ̷
͉ͦ与え̹ͣͦ条件͈中́·ρͼ
ͺンΠ͂課題ͬ共有̱Ȃ新̹̈́提
案̱ͬ̀い̩̭͂́あͥ͂考え̀
いͥȃ幸い̭̈́͂ͅ設計͈仕事ͅ
携わͥ͢う̈́̽̀ͅ間̈́͜い頃̥
ͣȂ自ͣ提案̱̹内容ͬ·ρͼͺ
ンΠͅ説明̱Ȃ実施設計̱͂̀͘
͂͛Ȃ設計監理͈現場́多̩͈関
係者͂調整̦ͬ͂ͤ̈́ͣ設計意図
ͬ実現̱責任ͬ̾͜Ȃ͂いう建築
͈ίυΓΑ全体ͬ͂͛ͥ͘役割ͅ
積極的ͅ関わ̧̭̦̹ͥ͂́ȃ
̷͈̥̈́́近年͈社会͈変化͉Ȃ
̭ͦ́͘ȶあ̹ͤ͘えȷ̯͂ͦ̀
̧̹考え方・常識̦通用̱̈́い局
面ͅあͤȂ建築家͉ͅ社会̦求͛
ͥ新̱いȶ΃ΗΙȷȶ概念ȷͬ創造
̱提案̳̭̦ͥ͂求͛ͣͦ̀いͥ
͂強̩感̲̀いͥȃ
特ͅ教育・医療͈分野͉制度̷͈
͈̦͜大̧̈́転機͚̥ͬえ̀いͥȃ
小中一貫校͈取ͤ組͙͉全国一律
͉̩́̈́地域̮͂ͅ独自ͅ確立̯
̧̤ͦ̀̀ͤȂίυΐͿ·Π͈中
́様々̈́関係者Ȃ児童・生徒͈͂
ワー·ΏοΛί͞調査ͤ͢ͅ基本
構想段階̥͈ͣ課題͈共有̳ͬͥ
̧̭̦̹͂́ȃ̹͘Ȃ病院͈ίυ
ΐͿ·Π͉́Ȃ最先端͈医療環境
͂地域医療͈拠点̱͈͂̀ΣーΒ
ͬい̥ͅ実現̳̥ͥͬ共ͅ議論̳
̧̭̦̹ͥ͂́ȃ
̭̥͈ͦͣ時代̤ͅい̀Ȃ建築家
͉ͅ計画力・ΟΎͼン力͈͙̈́ͣ
̴΋ーΟͻΥーΗー̱͈͂̀役割
̤̤͜いͅ期待̯̤ͦ̀ͤȂ常ͅ
時代ͬ見据え̦̈́ͣȶ対話ȷͬ通
̲̀建築͂向̥い合̽̀い̧̹い
͂考え̀いͥȃ

■すいせͭ者
吉田諭司
佐藤総合計画関西事務所
執行役員関西事務所長

大分市医師会立アルメイダ病院（上）
医療・保健・福祉・教育を包括的に担ってきた施設群「ア
ルメイダ・メディカルセンター」の核となる医師会立病院
の建替計画である。
「人間愛の精神」に基づいたアメニティと、 3次救命救急
センター・地域医療支援病院・災害拠点病院としての機能
性を実現した、免震構造の病院である。

淑徳短期大学4・5号館（右）
建学の精神「共生」を実現のため、キャンパス全体の交流
の中心（コミュニティカレッジ）をつくり、学生同士や
教員の交流を促す仕掛けを設けた。学生ホール・食堂は、
「S構造」「膜屋根」による明るく軽やかな空間とし、実験
室・実習室は改修・リニューアルの容易なPC構法による
大スパンと、メカニカルシャフト・二重床システムを採用
した。

宇治黄檗学園
宇治市立宇治小学校・宇治市立黄檗中学校
宇治黄檗学園は、宇治市初の施設一体型小中一貫校として
平成24年 4月に開校した。
黄檗山萬福寺を背景とした風致地区の植生や山並みの風景
を活かし、高さを抑えて敷地に沿ったゆるやかな弧を描く
校舎配置とした。
本校は、小・中学校の義務教育 9年間を前期（小 1～ 4
年）、中期（小 5～中 1）、後期（中 2～ 3年）の 3つの
ステージに分け、それぞれの指導目標のもと、「きずな」
で育む9年間の学びを取り組んでいる。

小中一貫校の顔となるアプローチの空間「まなびのみち」
により正門から昇降口までのアプローチの空間を創出し、
教室やグラウンドなど日常的な生活空間からも見える関係
性とした。
交流空間「交流ホール」「スポーツストリート」を中心と
した施設構成とし、昇降口に面したカーテンウォールの吹
き抜け空間から、内外の活動の様子が感じられる構成とし
た。
子どもの発達段階に合わせた学習空間や、教師ステーショ
ン等の提案をおこなった。
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設計・計画部門

白
しら

波
は

瀬
せ

智
とも

幸
ゆき

生年月日　1978年 3月京都府生まれ
最終学歴　2002年神戸大学大学院
　　　　　自然科学研究科
　　　　　建設学専攻修士課程修了
業務経歴　2002年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在大阪本店設計部主任
●担当した主なプロジェクト
2004年　第二吉本ビルディング
2005年　竹中工務店姫路営業所
2005年　（仮称）城下町ホール
　　　　公募型エスキスコンペ
2008年　 Hyundai Motor
　　　　Manufacturing Czech
2010年　Ｅ計画
2010年　 高雄国際フェリーターミナ

ルコンペ
2013年　大阪木材仲買会館

■青年技術者のことば

私͉目͈前ͅあͥȂあͤ͏̹ͦ͜

͈・当̹ͤ前͈͈ͬ͜常ͅ斜͛͞

裏側̥ͣ見͢う͂心̦̫̀いͥȃ

あͤ͏̹͈ͦ́͜͜Ȃ条件Ȫ設計

与件ȫͬ̽̀͜向̥い合え͊Ȃ小

̯̈́変化̦生ͦ͘Ȃあͤ͏̹ͦ͜

͈̦唯一͈͈̹̳̈́̽ͤͥ͜ͅȃ

̷̱̀建物ͅ反映̱̀実現̳̭ͥ

͂́Ȃ小̯̈́変化́あ̽̀͜唯一

͈個性̹͈̦ͬ̽͜͜生ͦ̀͘い

̩͂信̲̀いͥȃ̺̥ͣȂ私͉あ

ͤ͏̹͈ͦ͜ͅ対̷̳͈ͥ小̯̈́

変化ͬ積͙重͇̀い̭う͂思うȃ

̭̥ͦͣ手̦̫ͥ建物͈規模̦大

̧̩̈́̽̀い̭う͂Ȃ用途̦多岐

ͅ渡̹̱̽͂̀͜Ȃ̷͈小̯̈́変

化͈積͙重̷͇̭̦私̱̥ͅ実現

̧́̈́い唯一͈͈̦̾̈́ͥ͜ͅ道

̺͂考え̥̺ͥͣȃ

■すいせͭ者

増田 俊哉

竹中工務店大阪本店設計部

設計第せ部長

仮設×低コスト×既製品利用
竹中工務店姫路営業所

短期間使用する事務所を、経済的かつ景観的に
も優れたものとして計画することが求められ
た。プレハブ外壁の外側を、建築資材ではなく
コンベアなどの心材に用いるガラス繊維を樹脂
コーティングした既製品のファブリックで覆っ
ている。全幅を持ったものと、カットした半分
の幅を持ったものの 2種を、前後 2つのレイ
ヤーとして建物に纏わせることで、シンプルな
素材ながら、重なりや陰影による映り込み、時
の移ろいにより、外部からも内部からも多様な
表情をもったファサードを実現した。

「都市の中の森」を創る
大阪木材仲買会館

木は人に温もりと安らぎを与えてくれ
る。鉄とコンクリートのビルがあふれる
都市に、既存の桜を囲むように生まれた
木の温もりを持ったこの耐火木造ビル
は、技術革新やエコ・木の情報発信にと
どまらず、ビルのワーカーだけでなく都
市にも安らぎを与え、これからの「都
市」と「人」と「木」の関わり方を示す
手掛かりになると考えている。
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設計・計画部門

塚
つか

島
しま

　 健
けん

生年月日　1981年 1月神奈川県生まれ
最終学歴　2005年法政大学大学院
　　　　　工学研究科建設工学専攻
　　　　　修士課程修了
業務経歴　2005年㈱日建設計入社
　　　　　現在大阪オフィス設計部
●担当した主なプロジェクト
2005年　タキロンメディカル研究所
2006年　中兵庫信用金庫
2006年　 フェスティバルタワーコンペ選定
2006年　 ベトナム歴史博物館コンペ選定
2007年　本町ガーデンシティ
2008年　田島大阪ビル
2009年　 未来メッセ蓄熱フェア日建ブース
2013年　グランフロント大阪
2013年　うめきた広場
2013年　うめきたシップ

■青年技術者のことば

物事͉ͅ原理・原則̦あͤȂ̷ͦ

̦環境・ΟΎͼン・図面͈線͞

ΟͻΞーσ̦̾̈́̽̀͜ͅい̩̭

̦͂建築́あͤȂ人͞機能͂接̳

̧̭̦ͥ͂́ͥ唯一̺͂考えͥȃ

̯ͣͅ環境ͬΞーζ̳̭ͥ͂́ͅȂ

必̴͞建築̦自然ͅ還元̧́ͥ力

ͬȂ自然̦建築ͅ還元̧́ͥ力ͬ

発揮̱̩̀ͦͥ͂信̲̀いͥȃ環

境・構造・設備・ΟΎͼン・建物

ίυΈρθ̦一体̹͂̈́̽建築ͬ

目指̱Ȃ̷ͦ̽̀͢ͅ資本̦生͙

出̯ͦ社会͒還元̧́ͥ建築ͬ残

̱̀い̧̹いȃ

̷͉ͦ機能͈融合Ȃ̾ͤ͘機能͈

排除ͬ目指̳ȃ

実作͈内Ȃ代表作ͬ並͓̹̦Ȃ細

̥̈́繰ͤ返̱͈ΟΎͼンͬ見̭ͥ

̧̦͂́ͥȃ̭͉ͦ融合̵̯̹ͥ

͈͛一͈̾手法͂考え̀いͥȃ大

̧̈́理論ͬ細̥͈̈́͜ͅ変換̳ͥ

̭͂́融合̦起̭̱̳̩̈́ͥ͂͞

考え̹̥ͣ́あͥȃ̭͉ͦͣȶ環

境͂建築ȷȶ知的創造͂消費空間ȷ

ȶ過去͂現代ȷȶ新素材͂展示ȷȶ外

装͂構造͂環境ȷ͈融合ͬ図̽̀

̧̹ȃ̭ͦ́͘融合̦反映̯̹ͦ

̧͂Ȃ̷͈部分͉社会性͈あͥ固

有͈建築作品̧̦̹́͂思うȃ次

͈ίυΐͿ·Π͉͈́̓͢う̈́融

合ͬ図̥ͥȂ̷ͦͬい̾͜自分͈

Ξーζͅ考え̀いͥȃ

■すいせͭ者

岡田耕治

日建設計ȁ設計部門部長

未来メッセ・蓄熱フェア2009 nikkenブース

うめきたシップ・うめきた広場・グランフロント大阪

田島大阪ビル

本町ガーデンシティ
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設計・計画部門

中
なか

村
むら

幸
さち

恵
え

生年月日　1981年11月新潟県生まれ
最終学歴　2007年東京理科大学
　　　　　大学院理工学研究科
　　　　　建築学専攻修了
業務経歴　2007年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在、名古屋支店設計部
●担当した主なプロジェクト
2009年　みなと医療生活協同組合
　　　　宝神生協診療所
2009年　刈谷看護学校改修
2010年　テクニカフクイ新社屋
2010年　名古屋商科大学名東寮
2010年　みなと医療生活協同組合
　　　　高畑生協診療所
2012年　加藤学園幼稚園
2013年　ナガシマ立体駐車場
●受賞
宝神生協診療所：
2009年度グッドデザイン賞
第17回愛知まちなみ建築賞
作品選集2011
高畑生協診療所：
第 7回愛知県建築士事務所協会建築
賞優秀賞

■青年技術者のことば

一見矛盾̱̀いͥ条件・要件ͬい

̥ͅ同時ͅ解決̱応え̀い̩̥ͬ

考え抜̩̭͂́Ȃ̷͈個別解̷̦

͈建築̷͈建築̱̥́実現̧́̈́

い͢う̈́魅力̈́ͥͅȃ

建築͉必̴̥͈̈́ͭͣ影響ͬ周辺

ͅ与えͥ存在́あͥȃ単体́閉̲

̀成立̳͈͉̩ͥ́̈́Ȃ積極的ͅ

周辺環境͂̓う繋̦̽̀い̩̥ͬ

模索̳̭ͥ͂́周辺環境͞地域社

会̥ͣ互いͅ影響ͬ受̫Ȃͤ͢高

次元́有効ͅ機能̱̀い̧建築͈

可能性̦拡̬͈͉ͣͦͥ́̈́い̥

͂考えͥȃ建築主͉̻ͧͭ͜Ȃ΀

ンΡξーΎー͞地域͈人̹̻̦

建̥̹̽̀̽͂͢感̲̀ͣ͜えͥ

̭̦͂重要̺ȃ

今後͈ίυΐͿ·Π̤ͅい̀͜Ȃ

建築͂人͈新̹̈́繋̦ͤ方ͬ深耕

̱追求̱̀い̭う͂思うȃ̷͈̹

͉͛ͅ設計ͅ活̵̥ͥ様々̈́経験

ͬ蓄積̱̀い̩͂͂͜ͅȂ新̹̈́

視点́問題点͞常識̯͂ͦ̀いͥ

̭̦͂重要̺͂考えͥȃ̷̱̀Ȃ

個別͈解決方法ͬ関係者͂͂͜ͅ

̩̾ͤ上̬̀い̩̭͂́問題点ͬ

付加価値ͅ変え̭ͥ͂́新̹̈́魅

力ͬ生͙出̱̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

薄田ȁ学

竹中工務店名古屋支店設計部

設計部長

みなと医療生活協同組合　宝神生協診療所　ー人のつながりを表出する診療所と街の新しい関わり方ー
敷地の向かい側のトラックターミナル等の喧騒から適度な距離を保つために正面に対しては壁を設け、斜めに開くように配置。  
断面的な隙間の開口からは自然光を内部に取り入れ、平面的な隙間の開口からは内部と外部がつながって感じられる拡がりのある空間としている。

みなと医療生活協同組合　高畑生協診療所　ー天気図の等圧線のように街に開かれた診療所ー
診療所の中心となる診察室から天気図の等圧線のような曲面壁を矩形の中に導入し、待合室と複数の諸室が自然に接点を持つことができるコンパクトで
ありながら明快で機能的なプランとして使いやすい医療施設とするとともに、限られた敷地の中で奥行と拡がり・街との繋がりが感じられる。
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設計・計画部門

西
にし

川
かわ

秀
ひで

樹
き

生年月日　1979年 5月福岡県生まれ
最終学歴　2004年九州大学大学院
　　　　　 人間環境学府 都市共生
　　　　　デザイン専攻修了
業　　歴　2004年㈱日建設計入社
　　　　　現在、大阪オフィス
　　　　　 プロジェクト開発部門
　　　　　企画開発部所属
●担当した主なプロジェクト
2007年　We Love 天神協議会
　　　　まちづくりガイドライン
2007年　中之島プロジェクト
2008年　梅田 3丁目プロジェクト
2009年　中之島西部地区調査
2010年　大阪駅周辺地区調査
2010年　岡崎地域活性化ビジョン
2011年　 熊本桜町花畑周辺地区基本

構想・基本計画
2012年　 大阪駅周辺地区等エリア防

災計画調査

■青年技術者のことば

̻̩͈̿ͤ͘Ώ΢ς΂ͬ描̩際ͅ

常ͅ心̦̫̀い̭͉ͥ͂Ȃ夢物語

́終わͣ̈́い実現性ͬ踏͘え̹͜

͈̳͂ͥ͂いう̭͂͂Ȃ逆ͅ実現

性ͅ捉わͦ過̴̨Ȃ時̷͉͈ͅ理

屈ͬ超え̀人々͈心ͬ前ͅ動̵̥

ͥ͢う̈́夢͈あ͈̳ͥ͂ͥ͜Ȃ͂

いう̭̳͂́ȃ

私͈目標͉Ȃ̷͈͢う̻͈̈́͘

ΫΐοンȪ将来像ȫȂίρンΣン

ΈȪ計画・ΟΎͼンȫȂίυΈρθ

Ȫ実現方法ȫͬΓΛΠ̱͂̀Ȃ計

画的視点͂事業的視点͈全体最適

ͬ実現̳ͥ開発事業ͬ構想̱Ȃί

υΐͿ·Πͅ仕立̀上̬Ȃ責任ͬ

持̽̀推進̧́ͥίρン΢ー͈ί

υέͿΛΏο΢σ̭̳͂̈́ͥ͂́ȃ

地域再生̧͈̥̫̩̽ͬ̾ͤȂ事

業̱͂̀動̥̱̀い̩̹͉͛ͅȂ

̷̭ͅ関わͥ多様̈́人々͈立場͂Ȃ

経済͞社会動向̈́̓͜含̹͛他分

野͈͒幅広い理解̦欠̵̵̥ͭ͘ȃ

建築・都市計画͂いう自͈ͣ拠ͤ

所͂̈́ͥ技術力ͬ高͛̾̾Ȃ関連

分野͈理解͈裾野ͬ広̬ͣͦͥ͢

うͅ意識的̥̾継続的ͅ取ͤ組ͭ

́い̧̹い͂考え̀い̳͘ȃ

■すいせͭ者

来住竜一

日建設計ȁίυΐͿ·Π開発部門

企画開発部長

構想づくりから具体的な事業推進まで、各段階に応じたまちづくりの推進

大阪駅周辺地区調査大阪駅周辺地区調査
大阪駅北地区の 2期開発区域を主な
対象とした、公民連携による魅力的
なまちづくりのあり方とそれを実現
するための民間誘導方策の検討。
開発の前提となるオープンスペース
について、配置や規模設定、立体的な
まちづくりの考え方などを整理した。
民間開発については、用途ごとの将来
需要を予測し、開発可能用途・規模に
ついて複数の開発フレームを設定した
上で、配置パターン及び地価負担力
算出による実現性の検証を行った。
あわせて民間事業者の意向にあわせ
た柔軟な都市計画制度の適用や将来
の事業コンペを想定した開発ガイド
ラインの骨子などについて提案した。

朝日新聞中之島プロジェクト朝日新聞中之島プロジェクト
四つ橋筋沿道のホール、朝日新聞社等
を順次複合ビルとして建て替える計画
に伴う都市計画・関連コンサルティン
グ業務。
公共的空間を民間投資で整備充実さ
せ、地区の機能更新を含めて地域の環
境改善を実現させながら、不動産事業
として成立させる都市再生特別地区を
活用した事業の枠組みを策定した。

梅田3丁目プロジェクト梅田3丁目プロジェクト
大阪中央郵便局等の再開発に伴う都市
計画・関連コンサルティング業務。都
市再生特別地区や地区計画、都市施設
など 4つの都市計画を成立させるた
め、都市計画スケジュールを踏まえた
関係者のマネジメントや関係部局・地
元との協議、必要な図書等の作成、交
通・風害などの影響検討などを総合的
に行い、事業推進を支援した。

都市再生特別地区（大阪駅西地区）※計画図に公共貢献内容を加筆

敷地内の公共的歩行者空間

開発イメージ

先行開発された東地区（撮影：竹中工務店）

京都岡崎地域活性化ビジョン京都岡崎地域活性化ビジョン
様々な施設や資源を一体的に活性化
に活用し、岡崎地域を京都が世界に
誇る文化・交流ゾーンとしてブラン
ド化していくための再整備に向けた
将来像と推進方策の策定。
公園区域指定（都市公園法）を踏まえ
た新たな賑わい施設整備等の施策の
立案を行うとともに、一部施設の文化
財指定や高度地区、風致地区の指定状
況を踏まえ、老朽化が進む各施設の更
新時に支障をきたさないよう都市計
画的対応（地区計画、特別修景地域の
指定）を検討した。また、総合特区制
度と連携した戦略の提案や、ポータル
サイト立ち上げによるエリアマネジ
メント組織の設立支援を行った。

開発イメージ（検討パターンのひとつ）

賑わい施設を配した二条通沿いのイメージ

散策路を整備した琵琶湖疏水沿いのイメージ

都市計画等を通して事業推進
を支援し、“まちの将来像を実
現していく”段階

地区の機能更新による良好なス
トックの整備、民間投資による公
共施設の整備や更新、建設活動を
通じた地域経済への寄与など、地
域社会にプラスになる事業につい
て、都市計画手法等の適用により
事業環境を改善し、事業の円滑な
推進をサポート。
公共と民間事業者のWin-Winの関
係を念頭に置きつつ、事業者が公
共貢献としてなすべきことと、そ
の対価となる容積割増しなどのイ
ンセンティブを定め、その枠組み
を都市計画として担保する。

基礎的な調査や検討を通し、
“まちづくりの可能性を探る”

段階

地区の現状や課題、ポテンシャル、
民間需要／投資意欲、社会動向等
の情報を収集・整理分析し、地区
整備の具体的な方針を検討。
戦略的なシナリオを持って個々の
課題に取り組むとともに、民間投
資を促す都市計画等による規制誘
導のあり方などの処方箋もあわせ
て提案し、まちづくりの可能性を
探求する。

関係者の想いをひとつにし、
“まちの将来像やまちづくりの
戦略を定め共有する”段階

行政や住民、地権者や民間事業者
などの関係者が、具体的なまちの
方向性や将来イメージを共有する
ことが出来る指針や、事業化に向
けた方策などを検討。
委員会などの検討組織を設置し、
関係各方面との細やかな協議や合
意形成のプロセスを積み重ねなが
ら、関係者が納得できる夢のある
ビジョンや、多様な立場を踏まえ
た現実的かつ実効性があるアク
ションプランを提案する。

 

都市再生特別地区の区域

高層部
190ｍ

中層部
②70ｍ

歩行者用立体通路
歩行者用通路 
地下接続 
多目的空間（1 階）

壁面の位置（高層部） 
壁面の位置（中層部①）
壁面の位置（中高層②）
高さの最高限度 

JR 高架下の歩行者用通路

多目的通路

地下通路 
東端部の拡張

都市計画通路 
（歩行者用立体通路） 

地上多目的広場（南東角） 
地下多目的広場（南東角） 
立体多目的広場 歩行者専用通路地上多目的広場（南西角）

文化機能（劇場）の導入 
商業・業務機能の導入 
歩行者動線のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化
地下通路との接続 
環境負荷の低減 
敷地の共同化 
駐輪場の整備 
防災面への配慮 

計画図

凡例
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設計・計画部門

西
にし

森
もり

史
ふみ

裕
ひろ

生年月日　1979年 5月香川県生まれ
最終学歴　2005年大阪大学大学院
　　　　　工学研究科建築工学専攻
　　　　　博士課程前期修了
業務経歴　2005年㈱大林組入社
　　　　　現在、大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2007年　台場ガーデンシティ
2011年　ショーエイコーポレーション
　　　　大阪第 2センター
2012年　久御山物流センター
2013年　ウミノ製作所新工場
2014年　大阪機工新Ｍ工場（予定）
2015年　イシダ滋賀事業所（予定）

■青年技術者のことば

－素直́寄ͤ添うΟΎͼン－

建築̩ͬ̾ͥ͂いう̭͉͂Ȃ風景

̩̭ͬ̾ͥ͂́͜あͥȃ人ͬ惹̧

̫̾ͥ建築͉Ȃ記憶͈風景̱͂̀Ȃ

人͈心ͅ残ͥȃ

̱̥̱̦̈́ͣȂ建築̷͈͈̦͜記

憶͈対象͈͉̩̈́ͥ́̈́ͅȂ̷͈

建築̦記憶͈中͈背景͂̈́ͤȂ生

活ͅ彩ͬ与えͥ存在́あ̽̀欲̱

い͂わ̹̱͉願うȃ

建築͉主役̩́̈́Ȃ脇役́良いȃ

脇役͈建築̩͈̦ͬ̾ͥȂわ̹̱

͈仕事̺ȃ̷͈為ͅȂわ̹̱͉́

̧̺̫ͥ素直́あ̹ͤい͂考えͥȃ

建築̦建̾場所ͅ対̱̀

建築̦果̹̳機能ͅ対̱̀

建築̦表現̳ͥ美̱̯ͅ対̱̀

建築̦持̾経済性ͅ対̱̀

素直́無理͈̈́いΟΎͼンͬ追及

̳̭ͥ͂́Ȃ建築̦Ȃ̷͈時代・

̷͈環境・̷͈人々ͅ寄ͤ添う存

在̈́ͦͥ͂ͅ信̲̀いͥȃ

遠い昔̷̥͈ͣ建築̦あ̹̥͈̽

͢う̈́感覚・̷͈建築̦不思議͂

身体ͅ馴染͚感覚

風景͞生活ͅ建築̦溶̫込͚Ώー

ンͬ夢見̦̈́ͣȂ図面ͅ記̯ͦͥ

ˍ本ˍ本͈線ͅ想いͬ込͛̀Ȃ素

直́寄ͤ添えͥ建築・風景ͬ作̽

̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

刃金国雄

株式会社大林組大阪本店

建築事業部建築設計部部長

ショーエイコーポレーション大阪第2センター

ウミノ製作所新工場
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設計・計画部門

柱
はしら

　健
けん

太
た

郎
ろう

生年月日　1978年 8月大阪府生まれ
最終学歴　2004年大阪大学大学院
　　　　　工学研究科地球総合工学
　　　　　専攻建築工学コース修了
業務経歴　 2004年㈱東畑建築事務所

入社
　　　　　 現在、名古屋事務所設計

部主任技師
●担当した主なプロジェクト
　（WSはワークショップ業務）
2008年　紀北町立相賀小学校
2009年　富山県広域消防防災センター
2010年　京都市立朱雀第四小学校
2011年　 （仮称）豊田市立第 2浄水小

学校（WS）
2012年　 （仮称）豊田市立第 2梅坪台

中学校・交流館（WS）
●受賞
2011年　 中部建築賞入選（紀北町立

相賀小学校）
2012年　 中部建築賞入選（富山県広

域消防防災センター）
2013年　 京都市京環境配慮建築物一

般建築物改修部門優秀賞
　　　　（京都市立朱雀第四小学校）

■青年技術者のことば

今日Ȃ設計者ͅ対̱͉̀Ȃ建物͂

̱͈̀設計能力ͅ加え̀Ȃ様々̈́

要望͞条件ͬ総合的ͅ判断̱͂͘

͛ͥȶ΋ーΟͻΥーΠ力ȷ̦求͛

ͣͦ̀いͥ͂感̲ͥȃ建築̷̭͂

ͅ関連̳ͥȂ環境Ȃ文化Ȃ生活Ȃ

人͈̈́̓͂結̧͍̦̾ͤ͢重要視

̧̯ͦ̀̀いͥȃ設計時̯̰͘ͅ

̈́͘主体͈͂΋ηνΣΉーΏοン

ͬ図ͤȂ場所̱͈͂̀条件͂合わ

̵̀形ͅ落̱͂込͚̭͂́Ȃ̷͈

場͈̾͜εΞンΏλσͬ最大限ͅ

引̧出̷̳͈設計ίυΓΑ̦重要

̩̈́̽̀ͥͅȃ

私͈設計ίυΓΑ͈特徴ͅワー·

ΏοΛί̦挙̬ͣͦͥȃ建築ͬ̾

̩̭ͥ͂ͅ合わ̵̹ίυΓΆ͉Ȃ

̹̺͈ΕέΠ̩͉̿ͤ͂違いȂ建

築͈理解力̦重要͂考えͥȃ設計

ͬ知̽̀い̷̥̭͈ͥͣ専門的ͺ

ΡΨͼΑ͞ȂΧーΡ͂ΕέΠͬ結

͍̫̹̾提案・発想̧̦́ͥȃ建

築̩̿ͤͬΑΗーΠ̱͂̀Ȃ̯͘

̰̈́͘人͞活動Ȃ̻̦̦̾̈́ͥ͘

ȶ̧̥̫̽ȷ̩̭ͬ̾ͥ͂Ȃ̷ͦͣ

͈活動͞想いͬ͂͛̀͘建築́表

現̳̭ͥ͂Ȃ̷͈΅λΛΙδーσ

͈姿勢̦私͈設計ͅ対̳ͥ΂ςΐ

΢σ̈́ΑΗンΆあͥȃ

■すいせͭ者

瓦田伸幸

東畑建築事務所

名古屋事務所ȁ設計部長

紀北町立相賀小学校
まちとつながる路地・縁側空間を校舎に沿ってつなげ、屋内と屋外、学校とまちの連続性を意識した。校舎は中庭を中心
として回遊性を持たせ、小規模校の特性を活かした密度の高い空間構成となっている。衝突防止マークは児童作成の押し
花を用いた手づくり。

京都市立朱雀第四小学校 （環境省「学校エコ改修と環境教育事業」モデル校）
老朽化した校舎に環境配慮技術を付加して蘇らせ、さらには環境教育との連携を図る、ソフトとハードが一体となった
設計プロセス。一部増築したシンボル空間「あかしやホール」は屋外と連続した環境学習の場になる。設計段階から教職員
とのワークショップを重ねた。

（仮称）豊田市立第2浄水小学校 （ワークショップ業務）
人口増加による分離新設校の計画。設計者とは別の「ワークショップ担当」として、設計プロセスと連動し、学校と地域
をつなぐ新たな関係づくりを目指して地域住民とのワークショップを重ねる。活動を通じて地域の意識を高め、住民主体
の任意団体の設立へとつなげた。
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設計・計画部門

日
ひ

𠮷
よし

良
りょう

平
へい

生年月日　 1978年 4月京都府生まれ
最終学歴　 2005年早稲田大学大学院

理工学研究科建築学専攻
修士課程修了

業務経歴　2005年鹿島建設㈱入社
　　　　　 現在、鹿島建設㈱関西支

店建築設計部
●担当した主なプロジェクト
2003年　前橋の住宅
2005年　武蔵カントリークラブ
　　　　高坂カントリークラブ
2006年　醤油会館
2007年　小岩北澤ビル
2010年　 早稲田大学本庄高等学院95

号館
2012年　 ㈱ニシヤマ大阪支店
　　　　IDEC本社研究所

■青年技術者のことば

初͛̀設計ͅ携わ̥̽̀ͣじし年Ȃ

設計者̱͈̭͈͂̀ͦ́͘経験͉

ȶ建築行為͉人͈͂関係ͬ構築̳

ͥȷ・ȶ人͈͂関係̦建築ͬ生͚ȷ

̭͈͢う̈́貴重̈́価値観ͬ私ͅ与

え̩̱̹̀ͦ͘ȃ

建築͈世界͉̪̱̩͛ͥ͘進化̱Ȃ

設計行為ͅ様々̈́高度技術̦必要

̧̈́̽̀̀ͅい̳͘ȃ̷ͦͣͅ対

応̳̹͈ͥ͛環境͉大̧̩変化̱

͢う͂͜Ȃ根幹ͅ根付̩価値観́

あͥȶ人͈͂関係ȷ̦Ȃ建築͈͂

関係性͈中́͜私͈設計行為͈中

核ͅ位置̳ͥ͢う̱̹̈́ͤ͘ͅȃ

今͈́͘設計行為̤ͅい̀Ȃ施

主・施工者・業者・官公庁関係者・

構造設備設計者̈́̓Ȃ̴͘ȶ人͂

͈関係ȷͬ構築̱Ȃ̷͈関係性͈

中̥ͣ建築̦育̻Ȃ̷̱̀建築完

成後͉ͅ建築̦人ͬ育̩̀̀͠ȃ

̷͈͢う̈́Ȃͤ͢良い循環̦生͘

ͦͥ場面ͬ目͈当̧̹̱ͤ̀͘ͅ

̱̹ȃ

̷͉ͦ͂̀͜衝撃的́貴重̈́経験

̱͂̀Ȃ私͈目指̳̭͂ͧͬ照ͣ

̱̩̹̀ͦ͢うͅ思い̳͘ȃ

ȶ人͈͂関係ȷͬ中核ͅ設計̤ͬ

̭̈́う私͉ͅȂ設計者̱͈͂̀人

格͜必要́あͤȂい̾͜誠実ͅȂ

謙虚ͅȂ確実ͅȂ̷̱̀新̱い͜

͈͒挑戦̳ͥ姿勢͜持̻合わ̵ͥ

͢う̱̹ͅい͂思̽̀い̳͘ȃ

■すいせͭ者

菅野忠司

鹿島建設 関西支店

設計部長

早稲田大学本庄高等学院 95号館

株式会社 ニシヤマ 大阪支店

武蔵カントリークラブ 豊岡コース クラブハウス 撮影：齋藤さだむ

撮影：福澤昭嘉

撮影：解良信介
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設計・計画部門

丸
まる

山
やま

将
まさ

彦
ひこ

生年月日　1979年 2月大阪府生まれ
最終学歴　2004年大阪大学大学院
　　　　　工学研究科建築工学専攻
　　　　　博士前期課程修了
業務経歴　2005年㈱昭和設計入社
　　　　　現在、建築設計部
●担当した主なプロジェクト
2007年　スペインバレンシア
　　　　国際コンペ
　　　　丹波市立柏原中学校
2008年　東京都立松沢病院
2010年　耳原総合病院

■青年技術者のことば

建築設計͈業務ͅ携わͤȂた年̦

経過̱̱̹͘ȃ業務ͅ携わͥ中́

ȶͼιーΐ̳ͥȷ̭͈͂重要性ͬ感

̲̀い̳͘ȃ

私̹̻̦設計̧̳ͥ͂ͅȶͼιー

ΐ̳ͥȷ͈͉建築ͬ形̩̿ͥ物͂

物Ȃ物͂人Ȃ人͂人͈͂関係性̺

͂思い̳͘ȃ̷̱̀ȶͼιーΐ̳

ͥȷ中́見え̩̀ͥ課題ͅȂ丁寧

ͅ一̾͌͂̾向̧合いȂ対話ͬ重

͇Ȃ設計ͬ進͛̀い̩ȃ̷͈積͙

重͇̦Ȃ建築̩͈̺ͬ̾ͥ͂思い

̳͘ȃ

業務ͅ携わͥ様̹̈́̽ͅ当初͉Ȃ

知識͈不足̥ͣ不安ͬ感̲̭ͥ͂

͜あ̱̹ͤ͘ȃ̳̦́Ȃ今͉Ȃȶ知

ͣ̈́いȷ̭͂ͬȂ過度ͅ不安ͅ感

̲̭͉ͥ͂̈́い͂考え̀い̳͘ȃ

̷͉ͦȂ業務ͬ通̱̀ȶ知̽̀い

ͥȷ̭͂ͤ͢͜ȶͼιーΐ̳ͥȷ

̷̭̭̦͂Ȃ重要͈̺̈́͂実感́

̧̹̥̳ͣ́ȃ

̭̥ͦͣȂ研鑽ͬ重͇Ȃ技術者͂

̱̀経験ͬ積͙Ȃ人間性ͬ磨い̀

い̧̹いȃ̷う̳̭ͥ͂́ȶͼ

ιーΐ͈精度ȷͬ高͛Ȃ真摯ͅ建

築ͅ向̧合̽̀い̧̹い͂考え̀

い̳͘ȃ

■すいせͭ者

千種幹雄

昭和設計

専務取締役

東京都立松沢病院
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建物͉Ȃ兵庫県洲本市ͅ計画̯̹ͦ

災害拠点病院́あͥȃ検査・診療部

門̦入ͥ低層部͈平面形状͉じじぞさしm

×だたさぞmȂ ず階以上͈病棟部分͉

ずしさしm×たそさじḿあͤȂ建物北側͉ͅ

΀ΥσΆーΓンΗー̦計画̯ͦ̀い

ͥȃ平面形状͈έτ΅ΏΫςΞͻͬ

確保̳̹ͥ͛Ȃみ方向͈ΑΩン長͉

じすさそmȂむ方向͈ΑΩン長͉じすさしmͬ基

本ΈςΛΡ̱̹͂ȃ̹͘Ȃ上部架構

͈応答ͬ減少̵̯̹ͥ͛Ȃ建物周期

ͬせ秒以上程度ͅ伸̳̭̦͊͂有効́

あͥ͂予備応答解析ͤ͢ͅ判明̱̀

い̹̹͛ȂΑΩンͬ拡̬免震装置ͬ

集約̳̭ͥ͂́免震層͈水平剛性ͬ

小̯̩̱Ȃ建物͈長周期化ͬ図̹̽ȃ

上部構造͉ίτ΅λΑΠίτΑΠτ

ΑΠ鉄筋΋ン·ςーΠ造̱͂Ȃ圧着

工法ͤ͢ͅ両方向共純ρーιン架構

ͬ構成̳̭ͥ͂́じすｍ程度͈υンΈ

ΑΩンͬ可能̱̹͂ȃ敷地周辺ͅ·

υーρー·τーン̦設置̧́ͥ施工

μーΡ̦あ̭ͥ͂͜Pなよ化̳ͥ上́大

変重要̈́εͼンΠ́あͥȃPなよ部材

͈圧着工法ͬ採用̳ͥͅあ̹ͤȂ各

方向͂͜全長̦じししm程度͂長̩ȂPな

Ήーήσ͈緊張力ͤ͢ͅȂ柱͉̦ͤ

強制変形ͬ受̫付加応力̦発生̳ͥ

懸念̦あ̹̽ȃ̷͈̹͛Ȃみ方向͉́

中央ΑΩンͬ挟̺ͭ両側́二次緊張

ͬ行い̷͈後中央ΑΩン部分ͬ架設

̱三次緊張ͤ͢ͅ全体ͬ一体化̱̹ȃ

む方向̾ͅい͉̀Ȃ重機̦走行̳ͥΑ

Ωン͈梁ͬあ͂施工͈鉄骨造̱͂Ȃ

収縮͈緩衝帯ͬ設̫̭ͥ͂́解決ͬ

図̹̽ȃ

̹͘Ȃ免震装置͉ͅȂ環境ͅ配慮̱

錫ίρΈ入ͤ積層Όθ支承Ȃ天然Ό

θ系積層Όθ支承Ȃ̤͍͢直動転̦

ͤ支承ͬ採用̱Ȃ じ階柱下͂基礎͈

間ͅ配置̱̹基礎免震構造̱̹͂ȃ

錫ίρΈ入ͤ積層Όθ͉鉛ίρΈ入

ͤ積層Όθ͂比較̱̀Ȃ初期剛性̦

高̩減衰能力̦じさぞ倍程度高い̹͛

台数ͬ削減̧̳̭̦ͥ͂́΋ΑΠι

ςΛΠ̦生̲ͥȃτασ す͈地震動

ͅ対̳ͥ建物む方向͈地震応答解析結

果ͬ右下図ͅ示̳ȃ免震層͈変形͉

せじりm程度́あͤȂ耐震性能目標͈性

能保証変形以内ͅあͥȃ̹͘Ȃ最大

応答層̵ͭ断力係数͉Ȃ主剛床・副

剛床͂͜ͅ部材͈許容応力度確認用

ͅ用い̹層̵ͭ断力係数以下͂̈́̽

̤̀ͤȂ十分̈́免震効果̦発揮̯ͦ

̭ͥ͂ͬ確認̱̹ȃ病室階͈応答加

速度̾ͅい̀͜Ȃ医療機器等͈転倒

ͬ防̪̹͛Ȃす「しgよん以下ͅ抑え̭ͥ

̱͂͂Ȃ応答解析͈結果Ȃ最大応答

加速度͉τασす͈地震動ͅ対̱̀Ȃ

み・む方向共すすしgよん程度́あ̭ͥ͂ͬ

確認̱̹ȃ̯ͣͅȂ津波ͤ͢ͅ免震

άΛΠ̦浸水̳ͥ可能性ͅ対̱͉̀Ȃ

設計時͈現状地盤ͤ͢じｍζ;ンΡ

ͺΛί̳̭ͥ͂ͅ加えȂ免震άΛΠ

͈浸水ͤ͢ͅ免震機能ͬ失̹̽場合

́͜震度 「強͈余震ͅ対̱̀上部架

構̦弾性限内͂̓ͥ͘͢ͅうͅ配慮

̱Ȃ部材断面ͅ余裕̵̹ͬ̀͜いͥȃ

構造部門

池
いけ

田
だ

直
なお

子
こ

生年月日　1983年 1月京都府生まれ
最終学歴　2008年京都工芸繊維大学
　　　　　 大学院工芸科学研究科造

形工学専攻前期博士課程
修了

業務経歴　 2008年㈱安井建築設計事
務所入社

　　　　　現在、大阪事務所構造部
●担当した主なプロジェクト
2010年　京都工芸繊維大学
　　　　KITHOUSE
2010年　近畿大学 総合社会学部校舎
2010年　近畿大学BLOSSOM CAFÉ
2010年　光華女子学園70周年記念棟
2011年　和歌山大学観光学部校舎 
2012年　大阪総合保育大学 新棟
2013年　兵庫県立淡路医療センター
2013年　近畿大学 記念会館別館

■青年技術者のことば

大学͉́構造力学͞鉄筋΋ン·

ςーΠ造Ȃ鉄骨造̈́̓ͬ教科書͞

実験ͬ通̱̀学ͭ́い̱̹͘ȃ社

会人̥͉̈́̽̀ͣ͌͂͞ͅ街͈安

心・安全Ȃ̷ͦͅ日常生活͈場͂

̈́ͥ空間̾ͅい̀日々考え学̭͐

̦͂多い͂感̲̳͘ȃ現実ͅ建物

͈計画ͬ行う̭͂́Ȃ̳̳͘͘具

体的́身近͈̱̈́͂̀͜建築ͬ感

̲ͥ͢う̱̹̈́ͤ͘ͅȃ

構造設計͂いう立場̥ͣ建築ͅ向

̧合う̧͂Ȃ̴͉͘ȶ安全ȷ́あ

̭̦ͥ͂第一͂考え̀い̳͘ȃ̷

͈上́Ȃ個別͈条件ͅ合わ̵̹

ȶ魅力ȷ̺̫ͬ̓ͦ実現̵̯̭ͥ

̧̦͈̥͂́ͥȂ̷̦ͦ構造設計

͈醍醐味́あͥ͂私自身͉感̲̀

い̳͘ȃ̷̸͈ͦͦ建物͈魅力ͬ

最大限活̥̱̦̈́ͣȂ͌͂͞街͈

命・財産ͬ守ͥ͂いう重責ͬ担̽

̀いͥ意識ͬ常̻̦̈́ͣ͜ͅȂ一

̾͌͂̾丁寧ͅίυΐͿ·Πͬ進

͛̀い̧̹い͂思い̳͘ȃ

先人͈知恵͞経験͉大事̱̦̈́ͅ

ͣȶ新̱い̭͂ͅ挑戦̳ͥȷ̭͂Ȃ

̷ͦ͂ȶ本質ͬ見失わ̈́いȷ̭͂

ͬ心̦̫̀設計ͅ取ͤ組ͭ́い̭

う͂思̽̀い̳͘ȃ

■すいせͭ者

山浦晋弘

安井建築設計事務所ȁ構造部長

兵庫県立淡路医療センター
－100ｍ×100ｍの平面形状を有する免震病院の構造計画－

撮影／エスエス大阪

 

免震装置 

場所打ち鋼管
ｺﾝｸﾘｰﾄ拡底杭 

液状化対策
静的締固め砂杭工法 

PCaPC造

S造

RC造

鉄骨造 

鉄骨造

ヘリポート(鉄骨造)
ﾌﾞﾚｰｽ付ﾗｰﾒﾝ架構 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ･ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ･ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

エネルギーセンター

ＰＣa圧着工法 ＰＣa圧着工法

 (収縮緩衝帯)  (収縮緩衝帯)

ＰＣa圧着工法

700φ＠2200×2200 
計 約 3000本 

 

 

 

 

 
大庇支持柱 
基礎(PHC杭)

大庇 (鉄骨造) 
柱頭部ﾛｰﾗｰ支承

ＰＣa圧着工法ＰＣa圧着工法 

 (収縮緩衝帯)

ヘリポート(鉄骨造)
ﾌﾞﾚｰｽ付ﾗｰﾒﾝ架構 

杭頭鋼管巻き  
場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ拡底杭 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ･ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ造梁 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ･ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ造柱

免震装置 オイルダンパー

PCaPC造

S造

RC造

 性能保証変形
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X方向架構断面図

Y方向架構断面図

振動解析モデル 時刻暦応答解析結果
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生年月日　1979年 8月兵庫県生まれ
最終学歴　2004年京都大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻
　　　　　修士課程修了
業務経歴　2004年㈱竹中工務店入社
　　　　　2005年大阪本店設計部
　　　　　2013年同設計部主任
●担当した主なプロジェクト
2005年　イオン奈良北登美が丘SC
2006年　たけびし本社増築
2007年　産経新聞社美原印刷工場
2007年　神戸松蔭女学院 5号棟
2008年　清荒神清澄寺史料館
2009年　GSユアサ長田野工場
2010年　三洋電機徳島工場技術棟
2011年　（仮称）JR姫路駅NKビル
2011年　天一食品スパリゾート雄琴
2012年　日本GT龍野工場
2012年　（仮称）梅田Mタワー

■青年技術者のことば

魅力あͥ建築空間ͬ創造̳̭ͥ͂

͉Ȃ構造設計者͂̽̀ͅ大̧̈́

Ξーζ́あͥȃ意匠・設備͂調和

̱Ȃ単純明快̧̳̱̹́̽ͤ͂構

造計画̷̦ͦͬ可能̳ͥ͂ͅ考え

ͥȃ多種多様̈́技術͙̩ͬ͜͞ͅ

用い͈͉̩ͥ́̈́Ȃ洗練̯̹ͦ技

術ͬ適材適所ͅ用い̭̦ͥ͂重要

́あͥȃ 

紹介̳ͥ建築͉Ȃ内部ͅ構造体΋

ͺͬ設̫Ȃ跳出梁́屋根ͬ支持̳

ͥ͂いうΏンίσ̈́架構̥ͣ成ͤ

立̾ȃ美̱い屋根͈反ͤͬ実現̯

̵̹ͥ͛ͅȶ丸桁ȷ͂いう伝統木

造͈考え方ͬ抜粋̱̀取ͤ入ͦ̀

いͥȃ伝統木造͈架構技術͈一部

ͬ現代͈べな造ͅ組͙込͙Ȃ浮遊̳

ͥ屋根建築ͬ生͙出̧̳̭̦͂́

̹ȃ

昨今̤ͅい̀Ȃ解析手法̦高度化

̱複雑̈́解析͜可能̹̦͂̈́̽Ȃ

私͉単純明快̈́ΕςνーΏοンͬ

目指̱̀構造設計ͬ行う̭͂ͬ意

識̱̀いͥȃ意匠設計者・設備設

計者・施工管理者͂͂͜ͅ発想͂

工夫ͬ凝̱ͣȂ建築主͈想いͬ具

現化̳ͥȂ魅力あ͈̩ͥ̿ͤͬ͜

̭̥ͦͣ͜行̽̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

村上陸太

竹中工務店大阪本店

設計部構造部門統括部長

本瓦葺の屋根の下に透明感のある回廊が配される史料館の設計

1．建築計画
本ίυΐͿ·Π͉Ȃȶ宗美一体͈理
念ȷͅ基̧̿Ȃ歴史͞文化ͅ親̱͚
場ͬ提供̳ͥ͂いう΋ンΓίΠ͈͜
͂Ȃ端正̈́本瓦葺屋根͈下ͅ透明感
͈あͥ回廊ͬ有̱Ȃ屋根̦浮̥͍上
̦ͥ外観ΟΎͼン̱̹͂史料館́あ
ͥȃ中央ͅ配置̯̹ͦ展示室͉Ȃ恒
温恒湿空調̦必須́あͤȂ展示室周
囲͈回廊̾ͅい͉̀Ȃ外壁ͬ高透過
複層΄ρΑ̱͂̀Ȃ庭͈͂一体感ͬ
高͛̀いͥȃ

展示室

回 廊
軒 下

意匠計画

恒温恒湿空調

一般空調
外 部

設備計画

構造計画

構造体の集約

透明感のある回廊
重量のある本瓦葺屋根

2．構造設計におけるテーマ
のブレイクダウン

本建築計画ͬ実現̵̯̭̦ͥ͂構造
設計̤̫ͥͅΞーζ́あ̹̦̽Ȃ̷
͈ήτͼ·Θ;ン̱͂̀Ȃ以下͈ せ
͈̾命題̦挙̬̹ͣͦȃ
① 外壁ラインをすっきりと開放的に
見せる。
② 本瓦葺屋根の水平荷重をどう処理
するか。
③ 本瓦葺屋根の鉛直荷重をどう支持
するか。
④ 外壁の変形に対する安全性を確保
する。

3．各命題を解決する技術的
アプローチ 

　命題① 「外壁ラインをすっきりと
開放的に見せる」

　　⇒柱不要の中央集約型構造体コア
上記命題ͬ実現̳̹ͥ͛Ȃ中央ͅ耐
力壁ͬ集約̱̹べな造壁式構造̱͂̀
計画̱Ȃ外壁ρͼン͉ͅ柱̦不要́
あ̭ͥ͂ͬ意匠設計者ͅ提案̱̹ȃ
̭͈壁͉構造体͈΋ͺ̈́ͥ͂͂͜ͅ
ͅȂ展示室内͈気密性ͬ維持̳̭ͥ
͂͜ͅ利用̯ͦͥȃ

展示室を利用した構造体コア

外壁ラインには柱を設けない

17.1m

12
.3
m

１階見上図

　命題② 「本瓦葺屋根の水平荷重を
どう処理するか」

　　⇒ 転倒を防止する設備融合アウ
トリガー基礎梁 

本建物͉壁͈ΑΗンΑ̦短い̹͛Ȃ
耐力壁ͥ͢ͅ地震時͈転倒κーιン
Π̦大̧̩Ȃ転倒ͅ対̳ͥ安全性͈
確保̦不可欠́あͥȃ̷̭́Ȃ空調
機械室ͬ じ階床下άΛΠͅ配置̳ͥ
̭͂́基礎構造͈ΑΗンΑͬ大̧̩
確保̱Ȃ転倒κーιンΠͅ抵抗̳ͥ
計画̱̹͂ȃ

外周ピット
(DSとして利用)

空調機

ダクト

アウトリガー基礎梁

ダクト

展示室
中央ピット

(機械室として利用)

断面図

　命題③ 「本瓦葺屋根の鉛直荷重を
どう支持するか」 

　　⇒ 伝統木造の架構を応用したRC
屋根構造

浮遊̳ͥ屋根ͬ実現̳̹ͥ͛Ȃ伝統
木造͈考え方ͬ取ͤ入̹ͦべな屋根構
造ͬ計画̱̹ȃ本建物͈深い天井懐
͂展示室周͈ͤ鉄筋΋ン·ςーΠ造
壁ͬ利用̱̀じすししmm成͈跳出梁ͬじす
本設̫ͥ͂͂͜ͅȂ先端̥ͣ約すm控
え̹位置ͬȶ丸桁ȷ́繋̪̭͂͢ͅ
ͤȂ軒先͈変形ͬ抑制̳̭ͥ͂́優
雅̈́反ͤͬ表現̱̹ȃ

12本の跳出梁に
より屋根を支持

丸桁により軒先
の変形を抑制

屋根伏図

　命題④ 「外壁の変形に対する安全
性を確保する」 

　　⇒ 安全・安心ガラスファサード
の実現 

本建物͈外観ΟΎͼンͬ実現̵̯ͥ
̹͉͛ͅȂ構造体͈変形ͬ予測̱Ȃ
΄ρᾼ影響ͬ与え̈́い·ςͺρン
Αͬ確保̳ͥ必要̦あͥȃ軒先̤
͍͢丸桁͈弾性̹わ͙ͬ算出̱Ȃ·
ςーί等ͥ͢ͅ長期̹わ͙ͬ予測̳
̭ͥ͂́外装材͈·ςͺρンΑͬ適
切ͅ設定̱Ȃ安全・安心̥̾ΟΎͼ
ン性ͅ優̹ͦ΄ρΑέ͹΍ーΡͬ実
現̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ

予測値(mm) 実測値(mm)

軒先 2.6 15※ 15 25 10

丸桁 1.4 6※ 5 10 5

サッシ取付け前のたわみ弾性たわみ
解析値(mm)

サッシ取付け後に起こると
予測されるたわみ(mm)

最終たわみ
予測値(mm)

長期たわみの予測と実測値

清荒神清澄寺史料館
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佐
さ

藤
とう

朋
とも

成
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生年月日　1980年11月神奈川県生まれ
最終学歴　2006年東北大学大学院
　　　　　都市建築学専攻博士課程
　　　　　前期課程修了
業務経歴　2006年㈱大林組入社
　　　　　 2006年大森共同住宅新築

工事工事事務所
　　　　　2007年本店建築設計部
　　　　　2010年東京本社構造設計部
　　　　　2012年大阪本店構造設計部
●担当した主なプロジェクト
2008年　梅田阪急ビル
2009年　グランフロント大阪南館
2010年　大久保三丁目西地区開発計画
2010年　oak omotesando
2011年　獨協大学学生センター
2011年　PROUD船橋
2012年　 神戸製鋼所加古川製鉄所内

建屋

■青年技術者のことば
構造設計者͉Ȃ重力͈͂戦いȂ̯
ͣͅ日本̤ͅい͉̀地震力͈͂戦
い̥͉ͣ逃̧̭͉ͦͥ͂́̈́いȃ
特ͅȂ東京͞大阪͈直下型地震͞
南海・東南海地震͈̈́̓発生̦叫
͊ͦͥ昨今Ȃ構造設計者ͅ求͛ͣ
ͦͥ技術者̱͈͂̀安全性͈͒
ΧーΡσ͉日々高̽̀͘いͥȃ一
方́ͤ͢魅力的̈́Ȃ環境͞人ͅ優
̱い建築ͬ目指̱̀い̧̹い͂い
う社会的要求͜あͤȂ如何̱̀ͅ
建物͈安全性ͬ確保̱̾̾͜質͈
高い空間ͬ設計̱̀い̩̥̦重要
̈́Ξーζ͂̈́̽̀いͥȃ̭͈す̾
ͬ両立̳̹ͥ͛Ȃ構造設計者̱͂
͈̀能力̱̫ͬ̽̀̈́ͦ͊͜出来
̈́い新̱い発想͞ͺͼΟͺȂ進͚
̧͓方向性ͬ示̱̀い̩̭̦͂重
要̺͂感̲ͥȃ̷͈̹͛ͅ構造設
計者͉Ȃ自͈ͣ専門分野́あͥȂ
力学的̈́感覚ͥ͢ͅ判断͈Α΅σ
͞Ȃ振動̈́̓動的̈́ͼιーΐȂ法
的̈́理解͂い̹̽部分ͬ日々高͛
̀い̩͂͂͜ͅȂ̷͈Α΅σ̦あͥ
̷̥̭ͣ実現可能̈́構造ͺͼΟͺͬ
磨̩̹͛ȂΟΎͼン͞環境Ȃ今社
会̦何ͬ求͛̀い͈̥ͥ͂い̹̽
部分ͅ対̳ͥ見識ͬ広̬Ȃ自̦ͣ
提案者̱͂̀建築͈可能性ͬ広̬
̀い̩役割ͬ担̽̀い̩必要̦あ
ͥ͂思うȃ私̷͉ͭ̈́構造設計者
͂̈́̽̀い̧̹い͂考え̀いͥȃ

■すいせͭ者
安井雅明
大林組ȁ大阪本店
建築事業部構造設計第三部ȁ部長

数々の新技術に挑戦したテナントビル／oak omotesando
本建物͉Ȃ東京都港区͈表参道ͅ面
̱̹複合Ξ΢ンΠΫσ́Ȃ店舗́
あͥ じ～ す階͈基壇状͈低層部͂΂
έͻΆあͥ ず階以上͈高層部͈構
成͂̈́̽̀いͥȃ地下 す階͉́東京
地下鉄表参道駅͂Eァpさぱͬ介̱̀連結
̱̀いͥȃ

●全体構造計画
じ こ す階͈低層部͉階高̦高い̹͛Ȃ
なねほ柱ͬ用い̀剛性͂耐力ͬ確保̱̀
いͥȃ比較的ΑΩン̦短い東西方向
͈大梁ͅ対̱͉̀梁端部ͬ拡幅̱̹
形状͈;ͼンΈΫーθͬ用いȂ現場
溶接部͈安全性͈確保Ȃ鉄骨数量͈
削減ͅ努͛̀いͥȃ基礎͉地下階͈
耐震壁ͬ利用̱̹布基礎形式̱͂̀
いͥȃ̹͘Ȃ ず階以上͈事務所部分
͉環境負荷低減͈̹͛ΘήσΑ΅ン
͂太陽光ΩΥσ・緑化壁外装έτー
θͬ設̫Ȃ̭ͦͣͬ新̱い制振ΏΑ
Ξθ̱͂̀採用̱̹はMSȪはuんよ Mよss 
るよmpれr Sアstれmȫ͈付加質量̳̭͂ͥ
͂ͥ͢ͅ制振構造̱͂̀耐震性能ͬ
高͛̀いͥȃ

●クリーンクリートの利用
地下部分͉ͅ通常͈΋ン·ςーΠ͂
比較̱̀硬化͈́͘二酸化炭素発生
量ͬたしが低減̧́ͥ低炭素型΋ン·
ςーΠȪ＝·ςーン·ςーΠȫͬ初
͛̀躯体ͅ利用̱̹ȃ

●スリムクリートの利用
表参道ͅ面̱̹΂έͻΑ΀ンΠρン
Α庇͉ͅ超高強度繊維補強΋ン·
ςーΠȪ＝Αςθ·ςーΠȫͥ͢ͅ
先端厚͙「しmm͈Ώλーί̈́形状͈庇
ͬ実現̱̹ȃ

● HMS（Hula Mass damper 
System）

はMS͉Ȃ外装材ͬ高減衰Όθͬ介̱̀
水平方向ͅ動̩͢うͅ建物ͅ取ͤ付
̫̭ͥ͂́Ȃ建物͈揺ͦͬ打̻消̳
ȶ̤ͤ͜ȷ̱͂̀ほMに効果ͬ持̵̹̹
新̱い制振ΏΑΞθ́あͥȃ
環境性向上͈̹͈͛装置͞έ͹΍ー
ΡΟΎͼン͈̹͈͛外装材͈重̯̦
耐震性能͈向上͜ͅ融合̳ͥȃ̹͘Ȃ
建物内部͈͒制振ΟΨͼΑ͈設置̦
不要̭͂̈́ͥ͂̽̀͢ͅ建築計画͈
自由度̦向上̳ͥȃ̯ͣͅȂ通常͈
ほMに͉屋上階ͅ錘ͬ設置̳͈ͥͅ対̱
̀Ȃ大̧̈́見付̫面積͈あͥ外壁ͅ
分散̱̀ほMに̱͈͂̀錘ͬ配置̧́ͥ
̭̥͂ͣȂ地震ͅ対̱̀͜有効͂̈́ͥ
大̧̈́重̯ͬ確保̳̭̦ͥ͂出来ͥȃ

空間イメージに合わせた混合構造による全体架構計画／獨協大学学生センター
本建物͉Ȃ埼玉県草加市͈松原団地
ͤ͢徒歩 「分͈立地ͅあͥ獨協大学
͈敷地内ͅ建̾地上 そ階Ȃ塔屋 じ階
͈学生ΓンΗー́あͥȃ建物͉南棟
͂北棟͈ す棟構成́Ȃ南棟͉主ͅ部
室͞ΑΗΐ΂・事務室Ȃ北棟͉ ず層
吹̧抜̫͈΀ンΠρンΑγーσ・
すすm無柱͈多目的γーσ̷͈͂上部
ͅ武道場Ȃ練習室́構成̯ͦ̀い
ͥȃ
建物用途̦北棟͂南棟́大̧̩性格
̦異̭̥̈́ͥ͂ͣȂ̷͈空間ͼιー
ΐͬ強調̧́ͥ͢う̈́全体構造計
画ͬ考え̹ȃ北棟͉鉄骨柱φずじたさ「
ͬずさ「mάΛΙͅ配置̱̹開放的̈́空
間̱͂Ȃ南棟͉べな架構͂外装べなσー
Ψーͤ͢ͅ落̻着い̹空間ͬ表現̱
̹ȃ̭͈空間ͼιーΐͬ成立̵̯ͥ
̹͛Ȃ両棟ͬ構造的ͅ一体̱͂̀Ȃ
開放的̈́鉄骨架構部分ͬび型͈べな架
構́囲͚̭͂ͤ͢ͅ構造的安定性ͬ
͂ͤȂ鉄骨架構部分͈地震力ͬべな架
構部分́負担̳ͥ計画̱̹͂ȃ多目
的γーσ上部͉すすmΑΩン͈両端ά
ン接合͈ΠρΑ梁̱͂Ȃ耐震要素͂
̈́ͥ͜両端͈べな架構̽̀͢ͅ応力ͬ
処理̱̀いͥȃ̹͘Ȃ直交小梁͈方
杖ͬ利用̳̭ͥ͂́鉛直̹わ͙͈制
御Ȃ床振動͈抑制Ȃ外装材̥ͣ下弦
材͈͒風荷重͈͒抵抗要素̱͂̀利
用̱̹ȃ

可動方向 

南面： 
PCa フレーム,緑化壁,太陽光パネルを質量として利用 

東西面： 
ダブルスキン外側フレームを質量として利用 

可動方向 

ダブルスキン外皮＝「おもり」

ダブルスキン外皮＝「おもり」

例えば、斜め方向に地震が生じると「おもり」が
動いて高減衰ゴムが地震力を吸収する

ダブルスキンに「HMS」を適用した場合

高減衰ゴム

高減衰ゴム

建物

建物 建物

水平方向可動支承

HMS（南面：PCaフレーム、緑化壁、太陽光パネル） 

HMS（東西面：鉄骨フレーム、ダブルスキンCW） 

可動方向 

可動方向 

可動方向 

北側ファサード（表参道より）

スリムクリート庇

鉄骨架構部分 

RC架構部分 

RC架構部分 RC架構部分 

トラス梁 

（鉄骨柱φ318.5@3500）

スラブにより鉄骨架構部分 
の地震力を RC架構部分に伝達させる

RC架構によりトラスの安定性を図る
と共に、北棟の地震力を負担する 

繊細な鉄骨架構部分を L型にRC架構
で囲うことで構造的安定性を図る 

南棟

北棟

22mトラス梁 

多目的ホール 

武道場 

3 層吹き抜けのエントランスホール 

RC架構部分 RC架構部分 

鉄骨柱φ318.5@3500により開放的空間を実現

北棟

エントランスホール 

多目的ホール 

北東側より（2棟の対比）南側より（多目的ホールと武道場） エントランスホール（鉄骨架構部分）
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本建物͉Ȃ大阪市内ͅ計画̯̹ͦ事務所
́あͥȃ建物͈έ͹΍ーΡ͉Ȃ三角形͈
外装΍ΛΏν͂構造躯体ͬ一体化̵̯̹
΂ςΐ΢ςΞͻ͈あͥ外観̱͂Ȃ柱・梁
ͬ三角形ͅ組͚̭͂́柱断面ͬ小̯̩
̱Ȃ奥行̧͈浅い敷地平面形状ͬ最大限
活用̧́ͥ͢う̱̀ͅいͥȃ
架構計画͉Ȃみ方向Ȃむ方向共ͅήτーΑ
付̧ρーιン架構̱͂Ȃ建物南側͈΋ͺ
部ͅ配置̱̹制振部材Ȫ座屈拘束ήτー
Α：びむすす「使用ȫ̤͍͢耐震ήτーΑ͂Ȃ
外周͈斜͛柱・梁έτーθȪ以下ȂΘͼ
ͺΌ΢σέτーθ͂呼͐ȫͬ耐震要素
̱̹͂制振構造̱͂̀いͥȃ建物͈外
観ͬ特徴̫̿ͥΘͼͺΌ΢σέτーθ͉Ȃ
まはごす「しmm×じ「しmm͈溶接組立は形鋼ͬ三
角形ͅ編͙込͚̭͂́長期荷重͂地震力
ͬ負担̱̾̾Ȃ外装΍ΛΏν受̫͂̈́͜
ͤέ͹΍ーΡΟΎͼンͬ形成̱̀いͥȃ
έτーθ͈一部͉ͅȂ制振部材ͬ組͙込
͚̭͂́局所的̈́柱ͅ軸力̦集中̨̱̳
͈ͥͬ避̫̾̾Ȃ建物全体̱͈͂̀制振
効果ͬ高͛̀いͥȃ

●構造計画
長期荷重͂地震力ͬ負担̳ͥ構造部材́
あͤ̾̾Ȃ三角形͈外装΍ΛΏν͂如何
ͅ一体化̵̯̀΂ςΐ΢ςΞͻ͈あͥ空
間ͬ創̥̦ͥ建築計画・構造計画͈Ξー
ζ́あ̹̽ȃ̷͈中́Ȃ構造設計者̱͂
̀最初̥ͣ最後́͘取ͤ組̺͈͉ͭȂ構
造部材ͬ細̥̩編͙込͚̭͂́Ȃ柱͈断
面̭ͬ̓́͘ΑτンΘーͅ見̵̭̦ͥ͂
̧̥́ͥ͂いう̭͂́あ̹̽ȃ
ΘͼͺΌ΢σέτーθ͈柱͉長期軸力部
材́あ̹ͥ͛Ȃ設計͈当初̥ͣ大地震時
̤ͅい̀͜塑性化̵̯̈́い͂いう方針ͬ
持̽̀い̹ȃ̱̥̱一方́Ȃ建物全体͂
̱͉̀大地震時̭̥͈̓ͅ部位́΀Υ
σΆー吸収̧́ͥ構造計画̱̹ͅい͂考
えȂ制振構造ͬ採用̱̹ȃ

●構造設計の課題
ӱ．ΘͼͺΌ΢σέτーθ接合部͈検討
本建物͈三角形έτーθ͈形状͈特徴
͉Ȃȶ縦ͅ長いȂΑτンΘー̈́三角形ȷ
̱ͬ̀いͥ͂いう̭̦͂挙̬ͣͦͥȃ͘
̹Ȃ΍ΛΏν͂構造部材ͬ一体化̵̯ͥ
͉ͅȂ΍ΛΏν͂構造部材͈角度ͬ合わ
̵ͥȂ̾ͤ͘Ȃ部材ͬじ点́交差̵̯ͥ
必要̦あ̹̽ȃ̭͈す点ͬ踏͘えȂ初期
段階͈検討̤ͅい̀Ȃい̩̥͈̾接合部
形状͈検討ͬ行いȂ最終的͉ͅ右上図͈
͢う̈́納ͤͬ͘提案̱̹ȃ接合部͈溶接
施工性̥ͣȂ柱・梁共ͅＨ形鋼ͬ基本͂
̱Ȃそ枚͈;Ϳή̦取合̩̽̀ͥ交点ͅ
έρΛΠΨーͬ入ͦ̀軸力ͬΑθーΒͅ
流̳̭͂ͬ考え̹ȃ
Ӳ．ΘͼͺΌ΢σέτーθ柱͈座屈ͅ対
̳ͥ検討
ΘͼͺΌ΢σέτーθ柱͈中間部͉ͅȂ
柱弱軸方向͈座屈ͬ抑え̹ͥ͛ͅ座屈止
͛材Ȫ「しφ͈無垢材ȫͬ入ͦ̀い̦ͥȂ
̭͈座屈止͛材͉Ȃ家具衝突防止͈手摺
͂兼用̳̹ͥ͛ȂΘͼͺΌ΢σέτーθ
͈交点τασͬねび̥ͣぞす「mm̯̬̭ͥ͂
́Ȃ両者͈目的ͬ達成̱̹ȃΘͼͺΌ΢
σέτーθ柱͈断面͉大地震時͈応力ͅ
ͤ͢断面̦決ͤ͘Ȃ大地震時ͅ弾性限耐
力以下̥̾軸力比しさそ「以下͂̈́ͥ͢うͅ
決定̱̹ȃ設計̤ͅい͉̀Ȃ柱͈軸力͂
座屈耐力͈関係̾ͅい̀慎重ͅ設計ͬ
行̹̽ȃ
ӳ．各種接合部詳細͈検討
ΘͼͺΌ΢σέτーθ͈設計ͅあ̹̽̀
͉Ȃ一般部以外ͅ特殊̈́接合部Ȫ稜線
部Ȃ隅角部̈́̓ȫ̦出̧̹̀ȃ̷͈接合
部͈課題ͅ対̱Ȃ一̾͌͂̾解決策ͬ模
索̱Ȃ詳細ͬ詰͛̀い̹̽ȃ

構造部門

山
やま

田
だ

祥
しょう

平
へい

生年月日　1982年 9月静岡県生まれ
最終学歴　2007年京都大学大学院
　　　　　工学研究科
　　　　　建築工学専攻修了
業務経歴　2007年㈱日建設計入社
　　　　　東京オフィス構造設計室
　　　　　 2008年大阪オフィス構造

設計室
　　　　　現在、構造設計部門
　　　　　構造設計部
●担当した主なプロジェクト
2009年　インフォコム新横浜事業所
2009年　 京都産業大学14号館・第 5

研究室棟
2010年　京都府医師会館
2011年　創価学会阿南文化会館
2013年　赤坂センタービル
建設中　北播磨総合医療センター
建設中　医療法人須藤会　土佐病院
建設中　広島修道大学新3号館
建設中  大塚製薬　大阪本部新ビル

■青年技術者のことば

構造設計者̱͂̀歩̧始̹͛新人

͈頃Ȃあͥ上司̦言̽̀い̹言葉

ͬ時々思い返̳ȃȶ山田君Ȃ構造設

計者͉ͅ必要̈́三͈̾学̦あͥȃ

̷͉ͦȂȸ数学ȹȸ哲学ȹȸ美学ȹ̺

͢ȃȷ当時̭͈言葉ͬ聞い̹時͉Ȃ

何͂͜υζン͈あͥ格言̺͂感̲

̹̦Ȃ一方́Ȃ自分̦歩̧始̹͛

道ͅ対̱̭̥̓心̦躍̹̭̽͂ͬ

覚え̀いͥȃ構造設計ͅ携わ͉ͤ

̲͛今年́ぞ年目͂̈́ͤȂ色々̈́

建物͂巡ͤ合う̧̭̦̹͂́ȃ̷

̱̀Ȃ̭̥ͦͣ͜様々̈́ίυΐͿ

·Πͅ巡ͤ合̽̀い̧̹い͂思う

̦Ȃ̭͈言葉ͬ反芻̱̦̈́ͣ設計

ͅ取ͤ組ͭ́い̧̹い͂思̽̀い

ͥȃ

一͈̾建物ͬ創ͤあ̬͉ͥ́͘ͅȂ

実ͅ多̩͈人達͈協働̦必要́あ

̭ͥ͂ͬ実感̳ͥȃ良い建物ͬ創

ͤあ̬͉ͥͅȂ̷̭ͅ携わͥ人

達͂想いͬ共有̳̭̦ͥ͂何ͤ͢

大切̺͂思̽̀いͥȃ色々̈́人達

͂想いͬ共有̧́ͥ構造設計者ͅ

̈́̽̀い̧̹い͂思̽̀いͥȃ͘

̹Ȃ近年構造設計者͈果̹̳役割

͉多岐ͅ広̦̽̀いͥȃ̷͈社会

的要請ͅ応えȂͤ͢良い建物ͬ創

ͤあ̬ͣͦͥ͢うȂ̧̹͚͌ͅ設

計ͅ取ͤ組ͭ́い̧̹いȃ

■すいせͭ者

吉澤幹夫

日建設計ȁ構造設計部長

ファサードデザインと一体化した構造計画
33.7m 

制振部材・耐震ブレース

ダイアゴナルフレーム

11.4m 

稜線ライン

制振部材 

49.8m

フラットバー 80mm 

座屈補剛用棒鋼（50φ） 
（家具衝突防止手摺兼用）

FL 

WH-250×150×16×28 
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長期許容応力度
短期許容応力度
1.1×短期許容応力度
告示材料強度
柱の応力度

全ての柱の応力度をプロット 

告示式 材料強度 

短期許容応力度 

オフィス階代表床伏図（7階）

ダイアゴナルフレーム接合部一般部

稜線部の検討模型 隅角部の鋳鋼形状

三次元CADによる隅角部
の検討ダイアゴナルフレーム北面軸力図（Ds=0.50相当）
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設備部門

梅
うめ

本
もと

武
たけ

志
し

生年月日　1982年 1月奈良県生まれ
最終学歴　2005年関西大学工学部
　　　　　建築学科卒業
業務経歴　2005年㈱竹中工務店入社
　　　　　2006年大阪本店設計部
　　　　　2007年大阪本店設備部
　　　　　2008年大阪本店設計部
　　　　　2009年大阪本店設備部
●担当した主なプロジェクト
2007年　 大阪第一生命ビル・新大阪

第一生命ビル設備更新
2009年　淀屋橋ガーデンビル
2010年　関西大学堺キャンパス
2011年　関西大学国際交流会館
　　　　白鷺特殊鋼桜島工場
2012年　ボージェスト中央漁具本社
　　　　 遠藤照明東大阪テクニカル

センター
2013年　関西大学北陽高中体育館
　　　　大塚製薬大阪本部新ビル

■青年技術者のことば

設備施工担当者̱͂̀Ȃȶ設計

段階̥͈ͣ計画Ȫ建築主Ȫξー

Ύーȫ͈想いȫ͈確認ȷ→ȶ具

現化͈͒取ͤ組͙・検討・改善ȷ

→ȶ引̧渡̱ȷͬ実践̱̀い̩͂

いう当̹ͤ前͈̭̦͂Ȃ建築主

ȪξーΎーȫ͈立場ͅ立͈̽̀͜

͈̩͈̿ͤ原点́あͥ͂思うȃ

̭ͦ́͘担当̵̯̀い̹̺い̹ί

υΐͿ·Π̤ͅい̀Ȃ͈̩̿ͤ͜

͈原点͂いう当̹ͤ前͈̭̦͂Ȃ

い̥ͅ難̱い̥ͬ学̵͊̀い̹̺

い̹ȃ

設備施工担当者͉計画内容̷͈ͬ

͘͘施工̱Ȃ品質ͬ確保̳̺ͥ

̫͉̩́̈́Ȃ設計段階̥͈ͣ計画

ͬ何度͜繰ͤ返̱確認̱Ȃ建築主

ȪξーΎーȫ͂共有̱ȂιンΞ΢

ンΑ性・操作性・更新性ͬ向上̱

̀い̩̭̦͂重要́あͥ͂思うȃ

今後͜設備施工担当者̱͂̀Ȃ今

́͘以上ͅ建築主ȪξーΎーȫ͈

立場ͅ立̽̀Ȃ̧ͤ͛͢細̥͞ͅ

ίυΐͿ·Πͬ進͛̀い̫ͥ͢う

ͅ自己研鑚ͬ図ͤȂ社会ͅ貢献̱

̀い̫ͥ͢うͅ努力̳ͥ所存́あ

ͥȃ

■すいせͭ者

吉川ȁ淳

㈱竹中工務店大阪本店設備部長

建築主の想いの具現化、メンテナンス性・操作性・更新性に優れたシステムへの取り組み
～体感温度制御による放射空調システムの構築～

当ίυΐͿ·Π͉Ȃ釣具業界ͬςー

Ρ̱続̫ͥ老舗企業́あͥ中央漁具

㈱Ȃく有ぐ΀ΨーΈςーンͼンΗー΢

Ώο΢σ͈ȶ更̈́ͥ飛躍͈͒決意ȷ

ͬ表現̳ͥΏλーί̈́ΟΎͼン͈新

社屋́あͥȃ新社屋͉商品͈荷捌̧Ȃ

商品企画ΑβーΑ・事務所・倉庫・

住宅͂い̹̽用途̦ じ̹̾̈́̽͜ͅ

͈́あͥȃ設計段階ͤ͢Ȃ環境ͅ対

̳ͥ新̹̈́取ͤ組͙Ȫ省΀Υȫ͞従

業員͈職場環境Ȫ快適性ȫͬ考慮̱

̹計画́あ̹̽ȃ̷ͦͣ建築主͈想

いͬい̥ͅ具現化̳̥ͥȂ̯ͣͅι

ンΞ΢ンΑ性・操作性・更新性ͅ優

̹ͦΏΑΞθͬ構築̱̀い̩̭̦͂

設備施工担当者̱͈͂̀私͈役割́

あ̹̽ȃ̷͈中͈一環́あͥȶ体感

温度制御ͥ͢ͅ放射空調ΏΑΞθ͈

構築ȷ͈中́私̦取ͤ組̧̹ͭ́内

容̾ͅい̀説明̳ͥȃ

・外観写真

・執務空間全景写真

●体感温度制御による
　放射空調システムについて
αΛΡέ΁ーΡ͈体感温度͈式ͬ用

い̀体感温度及͍風速Ȃ平均放射

温度ͤ͢ͅȂ最適室温͈演算ͬ行う

体感温度制御͈採用ͬ行う̭͂́省

΀Υ制御ͬ行̹̽ȃ̭ͦͤ͢ͅ快適

性ͬ損̈́わ̴Ȃ実際͈室温̦すた℃́

あ̽̀͜Ȃ体感温度̱͂̀すそ℃ͅ感

̲ͥ͢う̈́温度制御ͬ目指̱̹ȃ͘

̹執務空間Ȫ常時座͈̽̀業務ȫ́

͉天井吹出口ͤ͢気流̦直接身体ͅ

当̹͈ͥͬ避̫̹いȂ空間ͬ均一ͅ

空調̱̹い͂いう快適性͈͒要望̦

あ̹͈̽́放射空調ΏΑΞθ͈採用

ͬ行う̭͂́快適性ͬ図̹̽ȃ

●体感温度制御における取り組み
設計者͂協議͈上Ȃ下記内容͈検討・改善ͬ行う̭͂́ιンΞ΢ンΑ性・操作

性・更新性͈向上ͬ行̹̽ȃ

ӱ 設定器͈設定値Ȫ体感

温度・窓面補正温度̈́

̓ȫͬ可変型ͅ変更

ȁ →ιンΞ΢ンΑ性・操

作性͈向上

Ӳ ΀ͺ΋ン͈改造ͬ̈́い

͢うͅ直流εΞンΏο

ιーΗ変換機ͬ設置

ȁ→更新性͈向上

ӳ 体感温度制ぶふざぶねねȂ季

節切替ΑͼΛΙ追加

ȁ →ιンΞ΢ンΑ性・操

作性͈向上

Ӵ制御Ζーン͈集約

ȁ →ιンΞ΢ンΑ性・操

作性͈向上

●放射空調システムにおける取り組み
空調吹出口͈性能検証Ȫ実際͈天井納ͤͬ͘再現̱Ȃ工場̀ͅ温度気流条件ͬ

試験ȫͬ行う̭͂́ΏΑΞθ͈具現化・快適性͈検証ͬ行̹̽ȃ

・ΩΥσ面風速ͬしさし「mざs程度́天井内́広̩拡散̳ͥ形状͈検討

・吹出口直下͈́気流ͬ抑えͥ形状͈検討

ȁ→ 試験用̱͂̀ΩンΙンΈΈςσ΍ͼΒȪすΩΗーン：せしし×せしし͂「しし×「ししȫȂ

ΩンΙンΈΈςσ開口率ȪすΩΗーン：じだ％͂すださそがȫȂ遮蔽板΍ͼΒȪず

ΩΗーン：無͂φじ「し͂φすししȫȂ合計じすΩΗーンͬ作成̱検証̱Ȃ吹出口͈

選定ͬ行̹̽ȃ

 

・放射空調性能検証モデル全景および空調吹出口の試験体写真

●体感温度制御による放射空調システムにおける取り組み
体感温度制御ͥ͢ͅ放射空調ΏΑΞθ͈動作検証ȪΕέΠ内容͂実際͈空間ͅ

̤̫ͥ比較検証ȫͬ行う̭͂́Ȃ実際͈空間̤̫ͥͅ温湿度計測・風量測定͂

制御内容͈比較ͬ行う̭͂́計画内容͈具現化̧̦́̀い̥ͥ確認ͬ行̹̽ȃ

̷͈結果Ȃ体感温度設定値すそ℃͈演算室温すぞさず℃͂同等͈室内温度ͬ計測̧́Ȃ

風量・風速͈測定̤ͅい̀͜事前検証内容͂同等́あ̭̦ͥ͂確認̧̹́ȃ

体感温度制御・空調吹出口形状併̵͈̀性能検証ͤ͢ͅȂ体感温度制御ͥ͢ͅ

放射空調ΏΑΞθ͈構築̧̦̹́確認̦行え̹ȃ

体感温度̱͉͂̀すそ℃́あ̦ͥȂ実温度͉すぞさず℃́あ̭̥ͥ͂ͣ約じし％͈省΀

Υ̦図ͦͥ͂͂͜ͅȂ不快͉̩́̈́快適̈́温度条件̹͂̈́̽ȃ

取ͤ組͙ͤ͢ͅΏΑΞθ͈具現化・省΀Υ性能・快適性͈検証ͬ行え̹̭͂́Ȃ

我慢̱ͬ̀省΀Υ̳͈͉̩ͬͥ́̈́Ȃ快適̈́省΀Υ̧ͬ́ͥ空間́あ̭ͥ͂͂Ȃ

今後͉体感温度͈値ͬ変更̳̭ͥ͂́Ȃ更̈́ͥ省΀Υͬ図̭ͦͥ͂ͬ建築主

ȪξーΎーȫ͂共有̧̹́ȃ

●成果と将来的展望
ȶ体感温度制御ͥ͢ͅ放射空調ΏΑΞθ͈構築ȷ͈͒取ͤ組͙ͤ͢ͅȂ環境ͅ対

̳ͥ新̹̈́取ͤ組͙Ȫ省΀Υȫ͞従業員͈職場環境Ȫ快適性ȫͬ考慮̱̹新社

屋ͬ具現化̧̹́ȃ̹͘Ȃ汎用品̳́͞ͅあͥΏΑΞθͬ組͙合わ̵̀構築̱

̹体感温度制御ͥ͢ͅ放射空調ΏΑΞθ͉Ȃ今後いͧいͧ̈́空間́͜水平展開

̧́ͥ内容́あͥ͂思わͦͥȃ

※ エアコンは温度制御信号の4～20mAのアナログ信号を直接取り込めないの
で汎用変換機（直流ポテンショメータ変換機にて信号を変換器）を採用。 

※ベッドフォードの体感温度の式
 teq ＝ 0.522 * ta + 0.478 * MRT - 0.21 * √ va * ( 37.8 - ta )
 ta：最適室温度 、teq：体感温度（シーズン固定値） 、MRT：平均輻射温度 、va：風速（固定値） ・放射空調シュミレーションモデル

e

g

f!

g

h

風速（固定値）　［シーズン毎］

OP（QY5100W）

SW（夏 /中間期 /冬）

直流ポテンショメータ変換器

SW（制御 入 / 切）
RY

EHP

TED1
（TY7803ZOP）

TED1
（TY7803ZOP）

［エリア構成］
 エリア 1：ゾーン①～③
 エリア 2：ゾーン④～⑥
 エリア 3：ゾーン⑦～⑩
 エリア 4：ゾーン⑪～⑭

外気温度
［屋上］

（×4）
［計 4エリア］

R.A S.A

（CVR1-AAM2）

DDC
（WY5111）

・体感温度制御概略系統図
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君
きみ

塚
づか

尚
なお

也
や

生年月日　1978年 7月千葉県生まれ
最終学歴　 2003年早稲田大学大学院
　　　　　 理工学研究科建設工学専

攻修士課程修了
業務経歴　2003年㈱竹中工務店入社
　　　　　2004年～大阪本店作業所
　　　　　設備担当
　　　　　2008年～大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2009年　東洋製罐滋賀工場
2009年　 パナソニック液晶ディスプ

レイ姫路工場
2011年　 総本山知恩院和順会館・参

道整備
2011年　南禅会館建替計画
2012年　 神戸女学院 メアリー・アン

ナ・ホルブルック記念館
2012年　相愛大学本町学舎 1号館
2013年　東大谷高等学校泉ヶ丘校舎

■青年技術者のことば

現代建築̤ͅい̀設備設計者̦担

う役割͉͂Ȃ高度̈́専門知識・技

術ͬ駆使̱̀建築主͈ΣーΒͬ具

現化̳̭͉̻͈̭ͥ͂ͧͭ͂͜Ȃ

室内環境・景観・地域環境・地球

環境͂い̹̽Ȃあͣͥ͠ȶ環境ȷ

͈͂共生ͬ図ͤȶ環境建築ȷͬ創

造̳̭ͥ͂́あͥ͂考えͥȃ

私͉ȶ総本山知恩院和順会館・参

道整備ȷȶ東大谷高等学校泉ヶ丘

校舎ȷ͂いうす͈̾ίυΐͿ·Π

ͬ通̱̀Ȃ様々̈́建築主͈ΣーΒ

ͅ応え̾̾Ȃȶ環境ȷ͈͂共生ͬ

目指̱̹設備設計ͬ実践̳̭ͥ͂

̧̦̹́ȃ

ȶ環境ȷ͈͂共生ͬ目指̳̭͉͂Ȃ

設備設計者͈永遠͈Ξーζ͉́̈́

い̥͂感̲̀いͥȃ高度̈́技術・

専門知識͈習得͉̻͈̭ͧͭ͜

͂Ȃ様々̈́建築主͈ΣーΒ͞年々

深刻化̳ͥ環境問題Ȃ刻々͂変化

̳ͥ社会情勢等Ȃあͣͥ͠ȶ環

境ȷͅ対̱̀Ȃ敏感̥̾柔軟̈́設

備設計者͂̈́ͦͥ͢うȂ日々精進

̱̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

隅ȁ和弘

㈱竹中工務店大阪本店設計部

設備部長

総本山知恩院　和順会館・参道整備計画　「環境と共生する設備計画」
すしじじ年ͅ迎え̹浄土宗宗祖法然上人

たしし年大遠忌記念事業̱͂̀Ȃ知恩院

道͈参道整備͂Ȃ信徒施設和順会館

ͬ広̩一般客͜利用̧́ͥ開̥̹ͦ

宿泊施設̱͂̀再生̳ͥ計画́あͥȃ

浄土宗͈教義́͜あͥȶ共生Ȫ͂͜

い̧ȫȷͬ΅ーΞーζ̱͂Ȃȶ自然͈͂

共生Ȃ社会͈͂共生ȷͬ基本΋ンΓ

ίΠ̱͂̀Ȃ設備設計ͅ取ͤ組̺ͭȃ

● 多種多様な使用状況にも
フレキシブルに対応できる
設備計画

信徒会館Ȫ宿坊ȫ͂いう特性上Ȃ多

数͈信徒̦訪ͦͥ法要等͈催事͉ͅȂ

一時的ͅ一般͈γΞσ͉͂比較̈́ͅ

ͣ̈́い急激̈́άー·日͈発生̦予想

̯̹̹ͦ͛Ȃ通常期ͬαーΑ̱͂̈́

̦ͣ͜変動̳ͥ負荷ͅ合わ̵̀έτ

΅Ώήσͅ対応̧́ͥ計画̱̹͂ȃ

圧力ΑͼΛΙͥ͢ͅ受水槽水位可変

制御Ȃ 「台͈κΐνρー式δͼρー

ͥ͢ͅ給湯熱源͈群管理制御・υー

ΞーΏοン運転制御ȂなぶP͈高い個別

分散΀ͺ΋ンȪEはPȫ͈全面採用等ͅ

ͤ͢Ȃ負荷追従性͂同時ͅȂ省΀Υ

性・信頼性向上͜ͅ貢献̱̀いͥȃ

● 豊富な地下水脈を生かした
井水の有効活用

法然上人̥͈ͤ͠ȶ吉水ȷ͈地ͅ因

ͭ́Ȃ旧和順会館͉́活用̯ͦ̀い

̥̹̈́̽井水ͬ活性利用̳̭ͥ͂ͬ

考え̹ȃ水脈͂周辺井戸͈調査Ȃ͘

̹現地͈́試掘ͤ͢ͅȂ水質͈良い

地下じししｍͤ͢取水̱Ȃ敷地内水景・

屋外散水・Πͼτ洗浄水ͅ活用̱̀

いͥȃ更ͅ夏期͈電力άー·΃ΛΠ

ͬ目的̱̹͂空調室外機͈͒散水ͅ

̭͈͜井水ͬ活用̱Ȃ環境負荷低減

ͅ貢献̱̀いͥȃ

● 参道を優しく照らす環境
共生照明計画

歴史あͥ参道ͬ現代ͅ蘇̵ͣͥ整備

計画͈中́Ȃ歩行者空間̱͈͂̀

安全性・景観͈͒配慮・省΀Υ͈両

立ͬ目指̱̹ȃ色温度ずしししひ͈びEにͬ

全面採用̱省΀Υͬ図ͥ͂共ͅȂ生

垣͞植栽ͬ効果的ͅρͼΠͺΛί̳

̭ͥ͂́Ȃ華美͉́̈́い柔̥ͣ̈́光

́空間͈明̯ͥ感ͬ演出̱̹Ȫ写真

ご じȫȃ歩道͈水平面照度͉Ȃ今回新

規́製作̱̹車止͛兼用͈びEに参道灯

ͤ͢ͅ確保̱̀いͥȃ

●地球環境との共生
前述以外͜ͅȂ北山杉間伐材͈木製

΅ーΗΈ差込͙式省΀ΥΑͼΛΙ採用

ͥ͢ͅ電力消費抑制ȂΓン΍ー照明制

御等Ȃ高効率機器・ΏΑΞθͬ積極的

ͅ導入̱Ȃ環境負荷低減ͅ努̹͛ȃ

開館初年度Ȫすしじじ年度ȫ͈΀Υσ

Άー消費実績̱͉͂̀Ȃ各種文献値

͈「割程度͂非常ͅ低̩抑え̭̦ͥ͂

̧́̀いͥȪ図ご じȫ

私立高校͈共学化ͅ伴う移転ίυ

ΐͿ·Π́あͥȃ

建物使用者́あͥ生徒͞教職員͈視点

ͬ重視̱Ȃ利便性・快適性・安全性・

信頼性͈͒配慮ͬ心掛̫ͥ͂同時ͅȂ

建物環境性能͈向上̦環境教育・啓

発活動ͅ繋̦ͥ͂考えȂ計画ͬ行̽

̹ȃ一般͈方̦容易ͅ扱えͥ汎用

品・標準品ͬαーΑ̱̹͂ΏΑΞθ

構成̱̦͂̈́ͣ͜Ȃ環境要素技術͈

積極採用ͤ͢ͅȂ平成すず年た月ͤ͢新

設̹͂̈́̽ȶなとSどEE堺ȷ̤ͅい̀初͂

̈́ Sͥ·ρΑͬ取得̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ

● 芝生グラウンド散水への
雨水利用

約「こたしし㎡͈Έρ;ンΡ͈͒自動散水

͈̹͛Ȃ雨水利用ΏΑΞθͬ導入̱

̀いͥȃ年間散水量͈約 ず割ͬ雨水

̀ͅ賄う̭̦͂可能͂試算̱̀いͥȃ

●講堂空調方式の検討と実施
高天井͈講堂Ȫ写真ご じȫ͈空調方式

͉ͅȂͺンΘーέυͺ空調ͬ採用̱̹ȃ

導入ͅ際̱͉̀Ȃ気流Ώηντー

Ώοンͥ͢ͅ検証Ȫ図ご すȫͤ͢ͅȂ

風量・吹出口配置等͈調整ͬ行̹̽ȃ

べとΨͼΩᾼͥ͢吹出温度制御Ȃ外

気冷房制御Ȃなぶす制御ͬ導入̱快適性

͂省΀Υ͈両立ͬ図̹̽ȃ

写真- 2　講堂内観写真

東大谷高等学校泉ヶ丘校舎　「使用者に配慮した環境性能の高い学び舎」

写真- 1　LEDによる参道の照明計画

ECCJ
規模別平均 2,915

2,657

-45%

-50%
1,461

0 500 1,000 1,500
エネルギー消費原単位（MJ/㎡・年）

2,000 2,500 3,000

DECC
ホテル・旅館
全国平均

和順会館
2011年度実績

図- 1　和順会館と各種文献のエネルギー消費原単位比較

図- 2　気流シミュレーションによる検証
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田
た

辺
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しん

吾
ご

生年月日　1979年 6月大阪府生まれ
最終学歴　大阪大学大学院
　　　　　建築工学科　修了
業　　歴　2005年㈱日建設計入社
　　　　　設備設計室所属
●担当した主なプロジェクト
2006年　日本生命／淀屋橋計画
2006年　百十四銀行新研修会館
2006年　出雲市新庁舎
2007年　田島ルーフィング大阪支店
2007年　アキムラCIX／南船場
2007年　グランフロント大阪
2009年　新見市立思試小学校
2010年　 Infosys E&R、SDB10、

SDB11
2010年　広島修道大学　講堂改修
2010年　ベトナム国立歴史博物館
2011年　富田林医師会館休日診療所
2012年　三井住友銀行大阪本店改修

■青年技術者のことば

近年Ȃ省΀ΥσΆー・低炭素化͞

·ρͼͺンΠ͈多岐ͅわ̹ͥ要

望͂内容͈深度化̦進͙Ȃ設備設

計者͈役割̦増え̾̾あͥȃ̷͈

͢う̈́中́͜Ȃ私͉以下͈せ͈̾

Ξーζͬ持̽̀担当̳ͥίυΐͿ

·Πͬ進͛Ȃ·ρͼͺンΠ̤͍͢

社会͈要求ͅ合致̱̹建築設計ͬ

目指̱̀いͥȃ

じ：·ρͼͺンΠ͈ȶ思いȷͬ正

̱̩理解̳̭ͥ͂Ȃす：·ρͼͺ

ンΠ͈ȶ思いȷͬ超えͥ提案ͬ行

う̭͂Ȃず：一般ͅ建物ͬ使う居

住者ͅわ̥̳̩ͤ͞容易̈́ΏΑΞ

θ̳̭͂ͥ͂Ȃせ：建物ͬ運営̳

ͥ管理者͉ͅ多少複雑́͜΃ΑΗ

ζͼΒ̧́ͥΏΑΞθ̳̭͂ͥ͂

́あͥȃ

̭う̱̹考え͈͂͜Ȃ空調・衛

生・環境技術者̱͂̀主体的̈́立

場́実践̱̹ȶΈρンέυンΠ大

阪ȷ͉́自然換気ΏΑΞθ͈̈́̓

施主͈思い̥̹̻ͬͅȂ＋α͈提

案Ȃ̷͈実証実験ͬ確実ͅ行いȂ

考えうͥαΑΠ̈́計画͂検証̦́

̧̹͂考え̀いͥȃ

今後̭̭́͜得̹ͣͦ経験͂知見

ͬ基ͤ͢ͅ良い設備計画ͬ提案́

̧ͥ設計者́あ̹ͤいȃ

■すいせͭ者

本多ȁ敦

株式会社ȁ日建設計

設備設計部門副代表

ΈρンέυンΠ大阪͉Ȃ西日本最大

͈交通拠点́あͥ大阪駅北΀ςͺͅ

魅力あͥ都市環境ͬ創造̱Ȃ関西経

済再生͈一躍ͬ担うίυΐͿ·Π́

あͥȃ複数͈街区ͬ一体的ͅ開発̳

ͥιςΛΠͬ活̥̱̹管理・運営組

織͈設立͞持続可能̈́省なぶす活動͈

推進̈́̓ΕέΠ面͈́新̹̈́取ͤ組

͙͜検討̯ͦ̀いͥȃ建築計画̤ͅ

い̀͜機能・ΟΎͼン的ͅ工夫̱̹

ΩΛΏή手法͞実効性͈高いͺ·

Ξͻή技術ͬ積極的ͅ導入̱Ȃ広̩

社会ͅ環境意識ͬ高͛ͥ情報発信ͬ

続̫Ȃ関西圏̤̫ͥͅȶ環境Ώοー

ΉーΑȷͬ目指̱̹ȃ

～自然換気の取り組み～
提案
自然換気͉近年多̩͈Ϋσ́採用̯ͦ

̀い̦ͥȂ本社機能͈建物͞低層͈

建物́採用̯̭̦ͦͥ͂多いȃ̭ͦ

͉Ȃȶ自然換気ȷ̦安定̱̹効果̦得

̩ͅい̭͂Ȃ大̧̈́平面ͬ持̾Ξ΢ン

ΠΫσ͉́έυͺ貸̱͉̩́̈́分割̯

̭̦ͦͥ͂多い̭͂Ȃ高層̈́ͦ͊ͅ外

部風速̦大̧̩扱い̿ͣい̭͂͢ͅ

ͥȃ̭ͦͣͅ対̱̀Ȃ以下͈方針́

解決策ͬ提案̱Ȃ高層͈Ξ΢ンΠ΂

έͻΑΫσ́あ̦ͤ̈́ͣ安定̱̹自

然換気̦行えͥΏΑΞθͬ作̹̽ȃ

じ：δͼΡͬ用い̹重力換気̳̭͂ͥ

͂́外部風͈小̯い条件́͜自然換

気ͬ可能̳͂ͥȂ す：δͼΡͬ想定

Ξ΢ンΠ割̮͂ͅ用意̱Ȃ風͈ȶ入

口ȷ͂ȶ出口ȷͬ設̫ͥ計画̳͂ͥȂ

ず：自然換気口ͅ十分̈́·ρン·ͬ設

̫Ȃ突風対策ͬ行いȂ自然換気可能

時間ͬͤ͢長̩̳ͥȃ̯ͣͅȂせ：自

然換気͈可能条件͈一̾́あͥΞ΢

ンΠ̦最低取入ͦ外気温ͬ選択可能

̱͂快適性͂省なぶすͬ両立̳ͥȪ΃

ΑΗζͼΒȫȂ「：自然換気排気装置

Ȫ΋ー΢ーδͼΡȫ͉周辺̥ͣ見えͥ

形̱͂環境配慮建築ͬͺάーσ̳ͥȃ

以上͈͢う̈́重要̈́種々仕掛̫͢ͅ

ͤȂ自然換気ͬ有̳ͥΞ΢ンΠΫσ͈

ȶκΟσȷ̭̦͂̈́ͥ͂期待̯ͦͥȃ

計画・設計
Ξ΢ンΠ内͈ΩΕ΋ンͤ͢ͅȶ自然

換気κーΡȷ͂ȶ空調κーΡȷ͈ す

κーΡͬ週間・日ΑΉΐνーσ́設

定̧́ͥΏンίσ̈́構成̱̹͂ȃ空

調κーΡ͉ȶ完全空調ȷȶ外気冷房ȷ

ȶΧͼήςΛΠ空調ȷȪ自然換気行い

̦̈́ͣ空調͜行うΏΑΞθȫ́構成

̯ͦȂΫσ側́自動判断̱̽͂͜͜

省なぶす͂̈́ͥ͢うͅ運転̯ͦͥȃ͘

̹ȂΞ΢ンΠ͉ͅΩΕ΋ン上́自身

͈消費̱̹電力・冷暖房熱量・なぶす排

出量͈̈́̓推移ͬΈρέ化Ȃ本ίυ

ΐͿ·Π内͈平均値͈͂比較ͬ確認

̧́ͥΏΑΞθ̳͂ͥȃ̭ͦͣ見え

ͥ化ͤ͢ͅ現状把握͂比較ͥ͢ͅ競

争意識ͬ促̱ȂΞ΢ンΠ͈省なぶす意識

向上͈͒足掛̥ͤ͂̈́ͤȂ̷̦ͦΫ

σ全体͈省なぶす̦̾̈́ͥͅ仕組͙作ͤ

ͬ行̹̽ȃ

実証実験
自然換気取入れ部の形状
自然換気̦行わͦͥ中間期̤ͅい̀Ȃ

一般ͅ冷房̦必要͈͉͂̈́ͥ室内͈

中央付近͈人口密度̦高̩Ȃ内部負

荷͈大̧いͼンΞςͺΖーン͂̈́ͥȃ

自然換気取入ͦ口͉天井面̥ͣ一段

下̬̹構造́横吹̧出̱̱͂Ȃ΋ͺ

ンΘ効果ͤ͢ͅȂ天井面ͅ沿̽̀͢

ͤ遠̩到達̳ͥ形状̱̹͂ȃ

実験室͈́計測Ȃ現地͈́可視化Ȃ

風速等͈測定ͬ行いȂ実験室͂現場

͂͜ͼンΞςͺ́͘十分気流̦到達

̳̭ͥ͂Ȃ居住域͈́風速͉小̯い

ȪΡρέΠέςーȫ̭̦͂検証̧̹́ȃ

自然換気効果検証手法の確立
̭͈ͦ́͘建物͉́自然換気時ͅ各

Ξ΢ンΠͅ流入̳ͥ新鮮外気量ͬ常

時測定̳̭͉ͥ͂困難́あ̦ͥȂ本

ίυΐͿ·Π͉́各方位͈室内外差

圧͈記録ͬ行いȂ̷͈差圧͂自然換

気装置͈換気性能曲線̥ͣ新鮮外気

流出量ͬ算出̱Ȃ年間ͬ通̱̀自然

換気͈効果検証ͬ行う̭̱̹͂͂ȃ

̤̈́Ȃ竣工前ͅ条件別Ȫ強風時Ȃ弱

風時ȂδͼΡ有ͤȂ無̱̈́̓ȫͅΠ

τー΍ー΄Α法ͥ͢ͅ自然換気量͈

計測ͬ行いȂ差圧̽̀͢ͅ算出̯ͦ

̹自然換気量͈͂間ͅ差異̦̈́い̭

͂ͬ確認̱̹ȃ

ボイドを有する効果
差圧法ͥ͢ͅ換気量算出̥ͣδͼΡ

͈有無ͥ͢ͅ差異ͬ じ̥月分͈実績

ΟーΗͤ͢分析ͬ行̹̽ȃ換気量̮

͈͂頻度分布̥ͣδͼΡͬ設̫̭ͥ

͂́換気量͈底上̬Ȫ外部風̦小̯

い場合͜ͅ安定̱̹換気̦得ͣͦͥȫ

͂同一開口量̱̹͂場合́͜換気量

͈増大̦見込̭̦͛ͥ͂検証̧̹́ȃ

今後の展望
今回́自然換気量ͬ定量的ͅ求͛ͥ

手法͈確立͂自然換気量͈予測̦可

能̭͈͂̈́ͥ͂証明̧̦̹́ȃ今後

運用̦開始̯ͦȂ自然換気͈効果及

͍空調設備͈͂関係ͬ明確̱ͅȂ̷

̸ͦͦ要望͈異̈́ͥΞ΢ンΠͅ合わ

̵̹自然換気ΏΑΞθ͈使い方・設

定条件ͬ確立̵̯̹いȃ

グランフロント大阪　～高層テナントビルでのボイドを用いた自然換気～

建物外観（多くの緑化と自然換気装置の見える化）

基準階平面図と差圧測定点
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名
な

倉
ぐら

宏
ひろ

明
あき

生年月日　1980年 3月愛知県生まれ
最終学歴　 名古屋大学大学院環境学

研究科修士課程修了
業務経歴　2005年㈱大林組入社
　　　　　 2006年本店CS南芦屋JV工

事事務所
　　　　　 2007年本店明石医療セン

ター工事事務所
　　　　　2008年本店設備部
　　　　　 2008年コーニング堺工事

事務所
　　　　　2008年本店設備設計部
　　　　　2010年本社設備設計部
　　　　　2012年大阪本店設備設計部
●担当した主なプロジェクト
・某無菌製薬工場（新築）
・某シリコン製造工場（新築）
・某工場クリーンルーム（改修）
・大阪美術倶楽部収蔵庫（改修）
・御堂筋センタービル（改修）
・双日堺筋本町ビル（改修）

■青年技術者のことば

医薬品製造施設͈計画͉́ȂのMP

͂呼͊ͦͥ指針ͅ基̿い̀Ȃい̾

誰̦作業̱̀͜ȶ常ͅ同̲品質ȷ

̥̾ȶ高い品質ȷ͈医薬品ͬ製造

̧́ͥ環境ͬ提供̳̹ͥ͛ͅȂあ

ͣͥ͠外乱͞人的ηΑͬ排除̳ͥ

ΏΑΞθͬ構築̳ͥ必要̦あͥȃ

̱̥̱̦̈́ͣのMP͉ͅ概念的̈́記

載̦多̩Ȃ個々͈ΏΑΞθͅ対̳

ͥ明確̈́答え͉示̯ͦ̀い̈́いȃ

̷͈̹͛設備͈計画͂いう狭い範

囲͂ͣͅわ̭̩ͦͥ͂̈́ȂȨ施設̦

安全・品質ͅ対̱̀̓うあ̧͓ͥ

̥ȩͬ総合的ͅ考えȂ最適解ͬ模

索̱̦̈́ͣ設計̳ͥ必要̦あͥȃ

今回Ȃ無菌製剤ͬ製造̳ͥ某製薬

工場͈設備設計͈主担当ͬ務͛ͥ

機会ͬ得̀Ȃ計画̥ͣ引渡̱́͘

͈全期間́ίυΐͿ·Πͅ携わͥ

̧̭̦͂́Ȃͤ͢論理的・体系的

ͅ課題ͬ解決̧́ͥ͢う̹̈́̽ͅ

͂感̲ͥȃ̭̭́得̹数々͈貴重

̈́経験̦生̵̥ͥ͢うͅȂ今後͈

設計業務ͅ従事̱̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

樫原和男

大林組 大阪本店

建築事業部 設備設計部長

医薬品製造施設における空調設備計画　～目標品質を満足するシステムの実現に向けた取り組み～
外乱ͅ強い室圧制御ΏΑΞθ͈実現
ͅ向̫Ȃ通常運転中͞起動時Ȃ外
風圧ͬ受̫̹場合Ȃ̤͍͢扉͈開閉
ͅ対̳ͥ制御安定性̾ͅい̀Ȃ様々
̈́状況ͬ想定̱̦̈́ͣΏΑΞθ͈検
討ͬ行いȂ給気・還気Θ·Π内圧力
͈最適化制御͞電気錠͈͂Ρͺͼン
ΗーυΛ·制御ͬ用い̀ΏΑΞθͬ
構築̱̹ȃ

●要求条件（客先・GMP）
・ 清浄区域͉外部ͅ対̱̀常時陽圧
ͬ保持̳ͥȃ

・ 異̈́ͥΈτーΡ͈室間差圧͉い̥
̈́ͥ状況́͜逆転̱̈́いȃ

・ έͻσΗ͈目詰ͤ̈́̓͘経年変化
ͥ͢ͅ室圧変動ͬ引̧起̭̯̈́いȃ

・ 品質確保ͬ優先̱Ḁ̑̾工期͈短
縮ͬ図ͥȃ

●目標設定
・ 室圧ͬ安定的ͅ制御̱Ȃ室間差圧
͈逆転ͬ防̪ȃ

・ 外乱͈影響ͬ整理・評価̱̀ΏΑ
Ξθͬ構築̳ͥȃ

●対策検討
室圧制御͈安定化͈̹͛ͅȂ循環型
空調Θ·Πέυーͬ す案立案̱Ȃ室
圧制御ΏΑΞθͬ計画̳ͥ上́最͜
重要͂̈́ͥ外乱͈影響ͬ検討̱̹
Ȫ表ご じȫȃȪ どȫ空調機＋τΗンέ͹
ン方式͉Ȃ給気・還気Θ·Π内圧力
͈最適化制御ͬ組͙込͚̭͂́室圧
制御͈安定化̦図ͦͥȃ設備費͉高
̩̦̈́ͥ試運転̥̥ͥͅ工期ͬ圧縮
̧̹́ͥ͛Ȃ品質・工期・経済性͈
面́客先要求ͅ合致̳ͥ͂判断̱Ȃ
̭͈方式ͬ採用̳̭̱̹ͥ͂͂ȃ
運転モード移行時の室圧制御性
一般的ͅ無菌製薬施設͉́Ȃ生産期
間中Ȃ施設ͬ常ͅ清潔ͅ保̹̾͛ͅ
定期的̈́清掃͞除染̦行わͦͥȪ表
ご すȫȃ除染中Ȃ空調ΏΑΞθ͉一旦
停止̳̦ͥȂ除染完了後͉ͅȂ清浄
化̯̹ͦ室内環境ͬ維持̱̦̈́ͣȂ
室間差圧̦逆転̳̭̩ͥ͂̈́ΏΑΞ
θͬ立上̬ͥ必要̦あͥȃ本施設́
͉室圧・室間差圧͉除染後͈空調Ώ
ΑΞθ起動中̥ͣ厳格ͅ管理̯ͦ̀
̤ͤȂΏΑΞθ起動等͈κーΡ移行
中͉Ȃέ͹ン͂室圧制御装置ȪPなにȫ
̦同期̱̀Ȃ互い͈制御̦干渉̱合
わ̈́い͢うͅ緩̥͞ͅ立̻上̬̀い
̩必要̦あ̹̽ȃȪとȫ͈方式͉̭́
うい̹̽制御̧̦́̈́い̹͛不適当
͂判断̱̹ȃ
フィルタ目詰まりによる経年変化
室͈排気έͻσΗ̦目詰ͤͬ͘起̭
̳͂Pなに͉開方向ͅ動作̱Ȃ室圧ͬ
΋ンΠυーσ̳ͥȃέͻσΗ͈目詰
̦ͤ͘進行̳ͥ͂ȂPなに͈制御可能域
ͬ外̹ͦͥ͛室圧̦成ͤ行̧̈́ͥͅȃ
ΏΑΞθ̦経年変化͈影響ͬ受̫̈́
い͢う̳̹ͥ͛ͅͅȂ通常運転中͜
Pなに͈開度情報ͬέͻーΡΨΛ·̱Ȃ
έ͹ン͈回転数ͬ調整̳ͥ制御ͬ行
う必要̦あ̹̽ȃȪ とȫ͈方式͉̭
͈制御̧̦́̈́い̹͛不適当͂判断
̱̹ȃ
外風圧の影響
外気取入口͞排気口͈͒外風圧͈影
響ͬ最小限̳͂ͥ対策̱͂̀Ȃ͈̓

方角̥͈ͣ風́͜開口部͈͒風圧̦
一定͂̈́ͥ͢うͅȂ給気塔͉ͅ全周
΄ρςͬ設̫Ȃ排気塔͉屋上ͅ設置
̱̀上向̧排気̱̹͂ȃ̹͘Ȃ吸込
面風速̦小̯い外気取入口͉ͅ強風
時͈対策̱͂̀周囲ͅ防風壁ͬ設置
̱̹ȃ
扉開閉時の室圧変動
扉͈開閉͉人̦行う操作͈̹͛Ȃ作業
員ͅ対̳ͥ教育訓練̦重要́あ̦ͥȂ
本施設͉́室間差圧ͬ乱̳͢う̈́人
的̈́行為・行動̧̺̫ͬ́ͥ排除̳
ͥ͢う̈́ΏΑΞθ̳̹͂ͥ͛Ȃ電気
錠͂連動̱̹制御ͬ行̹̽Ȫ図ご じȫȃ
差圧ͬ設定̱̹室Ȫ図中どこな室ȫ͈扉
͉全̀電気錠̱͂̀Ȃ同時開放̧́
̈́い͢うͼンΗーυΛ·ͬ設̫Ȃͼン
ΗーυΛ·͈解除͉ͅ室圧͈回復時
間ͬ考慮̱̀遅延Ηͼζーͬ設̫̹ȃ
差圧ͬ設定̱̹室間͈扉Ȫ図中扉Ӳȫ
͈開放時͉ͅȂ両室͈室間差圧͉実
質Δῦ̈́ͤȂ圧力͈高い室̥ͣ低
い室ͅ向̥う気流Ȫ図中な室→ど室ȫ
́汚染防止ͬ図̭̦ͥ͂͂̈́ͥȂ扉
͈開放時間̦長̫ͦ͊Pなに͉元͈室圧
ͬ維持̱͢う̱͂̀全開・全閉状態
͂̈́ͥȃ̭͈状態́急激ͅ扉ͬ閉͛
ͥ͂Ȃ室圧̦過剰ͅ変動̱̀負圧ͬ
引̧起̭̱̹ͤȂ系全体͈室圧͈序
列ͬ崩̳̹͛Ȃ扉͈開放時間ͬ制限
̳ͥ警報ͬ設置̳ͥ͂͂͜ͅȂPなに
͈全開・全閉ͬ防止̳̹͈ͥ͛ͼン
ΗーυΛ·ͬ設̫̹ȃ

●機能確認
施工期間中͉Ȃ現場事務所ͅ常駐̱
̀ΨςΟーΏοンͬ実施̳̭ͥ͂́Ȃ

設計́意図̱̹機能̦確実ͅ確保̯
ͦ̀い̥ͥͬ検証̱̹ȃねとほȪ工場
出荷試験ȫȂばへȪ据付時適格性評価ȫȂ
ぶへȪ運転時適格性評価ȫ͈計画書作
成時͉ͅ検査項目ͬ立案̱Ȃ検査実
施時͉ͅ現地立会いͬ行̹̽ȃ
発見̧̹́不具合͈中͉ͅ設計時ͅ
予測̧̥̹͈́̈́̽͜͜あ̹̽ȃ不
具合͉ȂΏΑΞθ起動時͈Ȃ空調機
廻͈ͤΘンΩーͬ開̫̥̀ͣέ͹ン
̦回転ͬ始͈͛ͥ́͘わ̴̥̈́時間
ͅ室圧̦負圧̭̺̹͂̈́ͥ͂̽ȃ̭
͉ͦ屋上ͅ給排気塔ͬ設置̱̹̭͂
́Ȃ煙突効果̽̀͢ͅΘ·Π内ͬ室
内側̥ͣ屋上͒向̥う気流̦発生̱
̹̭̦͂原因́あ̹̽ȃ
対策̱͂̀制御υΐΛ·ͬ見直̱Ȃ
ΘンΩー͂έ͹ン起動͈ΗͼηンΈ
ͬ調整̳̭ͥ͂́要求条件ͬ満̹̳
̧̭̦̹͂́ȃ
現場ͅ常駐̧̹̭́͂́早期͈不具
合発見Ȃ迅速̥̾確実̈́対策̦実施
̧́Ȃ目標品質ͬ満足̳ͥ室圧制御
ΏΑΞθͬ実現̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ

（表-1）室圧制御の安定性検討

ダクトフロー

・給気ダクト内圧力：インバータによる一定制御 ・給気ダクト内圧力：インバータによる一定制御
・還気ダクト内圧力：インバータによる一定制御

・排気ダクト内圧力：インバータによる一定制御 ・排気ダクト内圧力：成り行き
・給排気風量バランスを重視したシステム ・給気・還気ダクト内圧力制御を重視したシステム
・還気ダクト内圧力は成り行き ・給排気風量バランスはCAVで調整する
・排気ファン風量を小さくできる ・還気ファン風量＝空調機風量となる
・問題なし ・問題なし

・給気ダクト内圧力の最適化制御を行うと還気側が ・給気側はCAV開度情報により、還気側はPCD開度
　つられて変動する 　情報により、それぞれ給気・還気ダクト内圧力の
・制御パラメータの調整に時間を要する 　最適化制御を行いながらシステム起動が可能
・還気ダクト内圧力が成り行きのため、フィルタが ・フィルタが目詰まりを起こしても還気ダクト内圧力
　目詰まりを起こすと制御不能となる恐れあり 　の最適化制御によりPCDの安定的運転が可能

・外気取入口や排気口の形状による ・外気取入口や排気口の形状による

・ドアインターロックシステムとの連動有無による ・ドアインターロックシステムとの連動有無による

・排気ファン風量が小さく、設備費・運転費が小 ・還気ファン風量＝空調機風量となり、設備費・
・経年変化に応じて都度調整を行う必要があり、 　運転費は大
　維持管理費が膨らむ恐れあり ・ダクト内圧力最適化制御を組み込むことで調整

　期間が圧縮でき工事費の圧縮が期待できる
・通常運転時は問題ないが、外乱の影響を考慮
　すると制御安定性に不安がある
・試運転調整に相当な時間を要する恐れがある △

・通常運転時、外乱発生時ともに安定的な制御が
　期待できる
・ダクト内圧力最適化制御を組み込むことで工期
　圧縮が期待できる

◎総合評価

外風圧の
影響 ― ―

扉の開閉時 ― ―

制
御
安
定
性

そ
の
他

経済性 ○ ○

フィルタ目詰
まり時

（経年変化）
△ ◎

通常運転時 ○ ○

システム
起動時 △ ◎

方式 （A）空調機＋排気ファン方式
（給気ダクト内圧力制御）

（B）空調機＋レタンファン方式
（給気・還気ダクト内圧力制御）

シ
ス
テ
ム
概
要

概要

特徴 評価 評価

INV

PIC

INV

PIC

EA

OA
CAV

PCD

室圧制御
対象室

CAV

PCD

室圧制御
対象室

CAV

PCD

室圧制御
対象室

PIC

INV

：ダクト内圧力指示調節計

：インバータ

：CAV(定風量装置)

：PCD（室圧制御装置）

CAV

：モーターダンパー

INV

PIC

INV

PIC

EA

OA
CAV

PCD

室圧制御
対象室

CAV

PCD

室圧制御
対象室

CAV

PCD

室圧制御
対象室

CAV

PIC

INV

：ダクト内圧力指示調節計

：インバータ

：CAV(定風量装置)

：PCD（室圧制御装置）

：モーターダンパー

長期 停止期間（準備期間）

生産 休止 生産 休止 停止

日常清掃実施 除染実施 日常清掃実施 除染実施 設備点検、性能検証

通常運転 停止 通常運転 停止 停止、試運転

停止 除染運転 停止 除染運転 停止、試運転

生産状況

生産期間

短期

空調運転モード

除染運転モード

・還気ダクト内圧力：成り行き

（表-2）無菌製薬施設の運用サイクル

E E E
50Pa
（D室）

50Pa
（C室）

30Pa
（B室）

30Pa
（A室）

ドアインターロック
（同時開放防止）

0 Pa

30 Pa

室圧

PCDインターロック
（全閉防止）

50 Pa

B-C室間の扉②開時の室圧挙動

扉① 扉② 扉③

その後、急激に扉を閉とした場合
の室圧挙動

：電気錠E

：PCD（室圧制御装置）

PCDインターロック
（全開防止）

（図-1）ドアインターロック制御概念図
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ζσͼΠ難波Ϋσ͉γΞσȂ貸事務所Ȃ商
業施設͈大規模複合用途Ϋσ́あͥȃ設計
当初̥ͣ΀ΥσΆーΓ΅νςΞͻȂ省΀Υ
σΆーȂ΀ΥσΆー΍ーΫΑ利用͈ず本柱
̦Ξーζ̹͂̈́̽ȃ竣工後Ȃ̷͈ͦͣ内容
̾ͅい̀評価ͬ頂̧Ȃ第すそ回空気調和・衛
生工学会ȁ振興賞技術振興賞ͬ受賞̱̹ȃ

【マルイト難波外観】

●エネルギーセキュリティ
΀ΥσΆーΓ΅νςΞͻͬ高̹͛ͥ͛Ȃ
すすをぽとΑεΛΠΥΛΠワー·Ȃ非常用発電
機Ȃ΋ΐͿΥτーΏοンͬ利用̱̹ΨΛ·
ͺΛίΏΑΞθͬ構築̱̹ȃ΀ΥσΆー͈
危機管理ͬ行う̭͂́Ȃ災害時帰宅難民͂
̹̈́̽人々ͬ収容̳ͥγΞσ機能ͬ維持́
̧ͥ計画̱̹͂ȃ

●エネルギー利用バランス
電気͂中圧΄Αͬ熱源̱͂Ȃ΂έͻΑȂγ
ΞσȂ物販͈空調͞給湯ͅ利用̱̀いͥȃ
計画段階́電気・΄ᾼ͂͜使用量ͬΏ
ηντーΏοン̱Ȃ料金体系́ιςΛΠ͈
あͥ大口契約̧̦́ͥ͢う配慮̱̹ȃ

●厨房温熱環境改善
γΞσ部分͈厨房̤ͅい͉̀Ȃ既存施設͈問
題点ͬΏͿέ̥ͣΪͺςンΈ̱Ȃ特ͅ問題͂
̈́̽̀い̹΋ーσΡ΅ΛΙン͈温熱環境安定
ͅ務͛設計ͬ行̹̽ȃ換気έυーͬ改善̱Ȃ
竣工後͈性能検証͉́改善状況ͬ確認ȃ͘ ̹
ΏΑΞθ͈省΀Υ性̾ͅい̀͜検証̧̹́ȃ

設備部門

宮
みや

崎
ざき

裕
ゆう

輔
すけ

生年月日　1979年 3月大阪生まれ
最終学歴　2003年京都大学大学院
　　　　　工学部環境工学科修了
業務経歴　2003年鹿島建設入社
　　　　　設備設計部所属
　　　　　2009年
●担当した主なプロジェクト
2004年　タカラトミー本社ビル
2005年　マルイト難波ビル
2006年　サンルートホテル有明
2007年　ウィンザーホテル洞爺
2008年　アパホテル成田
2009年　小松製作所大阪ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀ
2010年　CHASKA茶屋町
2011年　立命館中高一貫校
●受賞
2012年　 空気調和衛生工学会振興賞

技術振興賞（マルイト難波）

■青年技術者のことば

社会͈ΣーΒ͉変化ͅ富̤ͭ́

ͤȂ省΀Υ͞節電Ȃ΀ΥσΆーΓ

΅νςΞͻ̈́̓幅広い分野̤ͅい

̀Ȃ施主ͤ͢様々̈́要望ͬ受̫

ͥȃ̷͈中́設備設計̱͂̀最適

̈́方針ͬ決定̱Ȃ仕様ͬ積͙上̬

̀い̩必要̦あͥȃ設備͉運用後

ˍ年間ͬ経験̱̈́い͂わ̥ͣ̈́い

̭̦͂多̩存在̳̭̥ͥ͂ͣȂ私

̦各物件́心掛̫ͥ͢う̱̀ͅい

̭͉ͥ͂Ȃ竣工後͈計測͞Ϊͺς

ンΈͬ行いȂ設計時点͈回答̦運

用面̤ͅい̀͜正解̺̹̥̽ͬȂ

施主͂関わͤ確認̳ͥ姿勢́あ

ͥȃ施設ͬ利用̳ͥ側͈意見ͬ取

ͤ込͙Ȃ自分̦築い̹ΑβΛ·͒

͈έͻーΡΨΛ·ͬ行う̭͂́Ȃ

技術͉磨̥ͦ新̱い技術ͅ結͍̾

̩͂考えͥȃ環境配慮技術ͬ導入

̱̦̈́ͣȂ運用後́͘責任ͬ持

̻Ȃ顧客͂最適̈́運用̾ͅい̀話

̱合えͥȂ̷ͭ̈́設計者ͬ目指̱

̀いͥȃ

■すいせͭ者

菅野忠司

鹿島建設株式会社

建築設計部長

マルイト難波ビル　－エネルギーセキュリティと省エネルギー技術－

小松製作所Ξ·Σ΃σΓンΗー͉重機ιー
΃ー͈小松製作所大阪工場ͅ計画̯̹ͦ΂
έͻΆあͥȃ世界ΠΛί·ρΑ͈会社ͅ
͏̯わ̱い省΀ΥσΆー手法ͬ採用̳ͥ͢
う建築設備計画ͬ効果的ͅ融合̵̯̹ȃ

【小松製作所外観】

●ファサードエンジニアリング
外部έτーθ͈構造躯体ͬ利用̱̹日射遮
蔽ͬ計画ȃ夏至・冬至̤̫ͥͅ太陽高度̥
ͣȂ遮蔽効果ͬ検討ȃ躯体̺̫̩́̈́水平
σーΨー͈ρͼΠΏͿσέ効果ͬ含̹͛最
適形状ͬ建築・構造・設備̦協力̱̀追究
̱̹ȃ̹͘ΑςΛΠ状ͅ自然換気窓ͬ設置
̳̭ͥ͂́Ȃ窓廻͈ͤ快適環境ͬ創造̱̀
いͥ

●自然換気アトリウム
省΀ΥσΆー技術̱͂̀ȂͺΠς;θ
ͬ介̱̹自然換気ͬ計画̱̹ȃ重力換気́
͉Ȃ上層階ͅ下層階͈熱気̦逆流̳̭ͥ͂
̦̩͢問題̈́ͥͅȃ̹͘Ȃ吹̧抜̫部͈位
置̦各階異̭̈́ͥ͂͜検討ͬ必要̱̹͂ȃ
可視化ΏηντーΏοンͬ用い̀Ȃ各階͈
換気開口͂ΠΛίρͼΠ部分͈開口面積ͬ
調整̳̭ͥ͂́Ȃ気流̦意図通ͤͅ流ͦͥ
換気計画ͬ行̹̽ȃ

●タスクアンビエント空調
休日͞時間外Ȃ離席率͈高い΂έͻΑ等́
͉離席場所́͜空調ͬ行̽̀いͥ場合̦あ
ͥȃ̷͈͢う̈́状況́省΀Υ効果͈あͥȂ
ΗΑ·ͺンΫ΀ンΠ空調方式ͬ採用̱Ȃ省
΀ΥσΆーͅ務͛̀いͥȃ各季節̤̫ͅ
ͥȂ外調機ͺンΫ΀ンΠ空調͈温度設定値
͂Ȃ人感Γン΍ー連動͈ΗΑ·空調室内機
配置ͬ検討̱Ȃ下記͈͢うͅίυΛΠ̱
̹ȃ
竣工後Ȃ夏冬͈環境性能調査ͬ行いȂΗΑ
·ͺンΫ΀ンΠ͈効果ͬ実証ȃ空調υΑͬ
極力無̩̱̹Ȃ無駄͈無い空調計画͂̈́̽
̀い̭ͥ͂ͬ確認̱̹ȃ

小松製作所テクニカルセンタ－アトリウム解析とタスクアンビエント空調の採用－

電気

ガス

発電
系統連係

ルームエアコン

冷房負荷

エネルギー

電気

ガス

冷水（冷熱）

温水（温熱）

冷房・暖房負荷

EHP・ルームエアコン

ジェネリンク冷水利用空調

GHP

CGS排熱利用

給湯負荷

瞬間給湯器

CGS排熱＋瞬間給湯器

ホテル客室

ホテル共用部（ポディウム）

ホテル外調

事務所

物販店舗

暖房負荷

給湯負荷

ホテル客室

ホテル共用部（ポディウム）

ホテル外調

事務所

物販店舗

ホテル客室

ホテル厨房

EHP

排熱

ガスエンジン
815kW

ジェネリンク
250RT×2

GHP

熱交換器
685kW

給湯予熱槽

給湯器・温水ボイラ

【熱源エネルギー利用計画】

従来型

提案型

コールドキッチン
ポイントB

ホット
キッチン

生外気

洗浄室

外調外気
コールド
キッチン

洗浄機（壁区画なし）

空調機レタン
ポイントA

外気28～33℃

外気温（℃）

ホットキッチン
コールドキッチン
外気

空調吹出し
洗浄室

ポイントB

ポイントA

ポイントC

コールド28～33℃
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コールド22～23℃
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【厨房改善計画】

"

CGS
815kW

CGS
815kW
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安
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安
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G G G

非常用
発電機
1750kW

非常用
発電機
1750kW

22kV スポットネットワーク 22kV スポットネットワーク

自家発で電力供給中に
建屋内ガス配管点検

負荷制限＋コージェネ
で電力供給

【電源供給フロー】

キャブコン外観 キャブコン閉 キャブコン開

吹抜けを抜ける空気の流れ

【外壁の自然換気ガラリ】

各スパンからの
自然吸気

エコボイド

トップライトによる自然採光

自然換気
（暖まった空気を屋外へ）

【自然換気イメージ】

C
H
=
2
,9
0
0

1,600
700

15：00

【ファサード断面】

【自然換気シミュレーション】

【タスク&アンビエントの空調ゾーニング】 【凡例】 ：タスク空調機

：アンビエント空調機（外調機）

：タスク範囲

：アンビエント範囲

【タスクアンビエント空調イメージ】
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設備部門

森
もり

山
やま

洋
よう

平
へい

生年月日　1979年 6月神奈川県生まれ
最終学歴　 2002年日本大学理工学部

土木工学科卒業
業務経歴　 2002年株式会社西原衛生

工業所入社
　　　　　 2009年株式会社昭和設計

入社
●担当した主なプロジェクト
東京駅JR東海改良工事
以上、西原衛生工業所での主な担当
業務
世田谷区立上北沢小学校改築工事
仙台少年鑑別所新築工事
特別養護老人ホーム　ル・ソラリオ
ン西新井新築工事
みどり園改築等PFI事業
都立江戸川と区別支援学校増築工事
都立足立都税事務所改築工事
石巻港湾合同庁舎新築工事
以上、昭和設計での主な担当業務

■青年技術者のことば

大学ͬ卒業̱Ȃ΍ή΋ン́ ぞ年Ȃ

設計事務所́せ年経過̱̹ȃ̭͈

計画͉設計事務所ͅ転職̱Ȃ初͛

̀関わ̹̽ίυΐͿ·Π́あͤȂ

基本設計̥ͣ竣工́͘関わ̭ͥ͂

̧̦̹́ȃ̭͈ίυΐͿ·Πͬ通

̱̀Ȃ様々̈́貴重̈́経験ͬ得ͥ͂

共ͅ設備施工業者͈設計部͂設計

事務所͈ΑΗンΑ͈違いͬ感̲̈́

̦ͣ仕事ͬ行う̧̭̦̹͂́ȃ

設備設計者͈役割͉今後更ͅ多岐

ͅわ̹ͥ͂共ͅ責任̦大̧̩̈́ͥ

͂考え͈ͣͦͥ́Ȃ̭͈経験ͬ活

̥̱Ȃ利用者等̦省΀ΥσΆー́

͜快適ͅ過̮̱ȂιンΞ΢ンΑ性

͈優̹ͦ長期間使用̯ͦͥ建物ͅ

数多̩関わͦͥ͢う̈́技術者̈́ͅ

ͦͥ͢うͅ今後͜精進̱̀い̧̹

い͂考え̀いͥ

■すいせͭ者

谷口勝則

株式会社昭和設計

設備設計部ȁ部長

小学校における環境配慮・防災対策の設備計画について
本計画͉ȶ世田谷区教育Ϋΐο

ンȷͅ基̩̿学校改築計画͈一

環̱͂̀行わ̹ͦȃ

設備設計者̱͂̀以下͈ ず点ͅ

配慮̱̀設計ͬ行̹̽ȃ

・ 生徒̦快適ͅȂ̷̱̀安全ͅ

過̧̮̳̭̦͂́ͥ設備̳͂

ͥ͂共ͅȂ環境配慮及͍環境

教育͈推進ͅ配慮

・ 災害時͈避難所機能͈確保及

͍水害͈防止等͈災害防止拠

点̱͂̀計画

・ 管理者̦簡単ͅ機器・配管ͬ

維持管理̧́ͥ͢うͅιンΞ

΢ンΑ性ͅ配慮

■環境配慮への取り組み

ӱ 建物͈使用用途ͅ合わ̵̀Ȃ

EはP͂のはPͬαΑΠηΛ·Ά

組͙合わ̵̭ͥ͂́省΀Υσ

Άーͬ図̹̽

Ӳ 全熱交換器ͬ用い̀教室͈還

気ͬ΃ΑΉーΡ利用̳̭ͥ͂

́廊下等͈共用部͜快適͂̈́

ͥ͢うͅ配慮̱̹

ӳ 体育館͉床吹出̱・天井吸込

͙ͥ͢ͅ全般換気ͬ行う̭͂

́体育館上部͈熱溜̩ͤͬ̈́

̱Ȃ快適̈́生活環境ͬ確保̱

̹

Ӵ 雨水ͬͧ過・消毒̱Ȃ便所洗

浄水̱͂̀再利用̳ͥ͂共ͅȂ

各便所ͅ表示ͬ行いȂ生徒͒

͈啓発ͬ行̹̽

ӵ 厨房用έ͹ンͬ使用時間͈異

̈́ͥ調理系統͂洗浄系統ͬ分

̫̭ͥ͂́΀ΥσΆー͈無駄

ͬ無̩̳計画̱̹͂機械設備

以外͈環境配慮

Ӷ ρͼΠΏͿσέ＋昼光利用Γ

ン΍ー

ӷびEに照明͈一部採用

Ӹ人感Γン΍ー制御

ӹ太陽光発電

Ӻ屋上緑化

■ 設備による防災・減災
対策

ӱ 受水槽ͅ災害用緊急遮断弁ͬ

設置̱Ȃ受水槽ͅ水栓ͬ設置

̳̭ͥ͂́災害時͈際͈飲料

用水ͬ確保̱̹

Ӳ 避難場所́あͥ体育館͈横ͅ

災害用井戸付͈ζンγーσΠ

ͼτͬ設置̳̭ͥ͂́災害時

́͜使用̧́ͥ水洗式͈Πͼ

τͬ確保̱̹

ӳ Έρ;ンΡ下部ͅ約せそしt͈容

量͈ίτ΅λΑΠ΋ン·ςー

Π͈雨水貯留槽Ȃ̹͘Ȃ校舎

周辺ͅ約ずししm͈浸透管ͬ設置

̳̭ͥ͂́そしmmざmす͈雨水ͬ貯

留・浸透̱Ȃ敷地周辺͈͒雨

水ͬ流出防止̳̭ͥ͂́浸水

被害͈軽減ͬ図̹̽

■ メンテナンス性に優れた
設備

ӱ 空調機器等͉汎用品ͬ使用̳

̭ͥ͂́維持・更新ͅ配慮̳

ͥ͂共ͅ天井点検口͈位置͉

έͻσΗー交換̦簡単ͅ行え

ͥ͢うͅ配慮̱̹

Ӳ 配管͉天井内・άΛΠ内配管

̳̭͂ͥ͂́ιンΞ΢ンΑ・

更新ͬ行い̳͞い͢う̳ͥͅ

͂͂͜ͅȂ水漏ͦ等̦起̧̹

際̳̪͜ͅ気付̩͢うͅ配慮

̱̹

ӳ 雨水再利用及͍ίーσ́使用

̳ͥͧ過機͉ΏΑΞθͬ比較

̱ȂιンΞ΢ンΑ性・ρンΣ

ンΈ΋ΑΠͅ優̹ͦΏΑΞθ

ͬ採用̳̭ͥ͂́維持管理ͅ

容易性ͅ配慮̱̹

外観

災害用井戸 マンホールトイレ
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本工事͉大阪͈ιͼンΑΠςーΠ

ͅ面̱̹築せせ年͈΂έͻΑΫσ͈ς

Σνーͺσ工事́あͥȃ建物ͬ使用

̱̦̈́ͣ内外装͈改修工事ͬ行う̹

͛Ȃ建物利用者ͅ迷惑ͬ掛̴̫̤ͅ客

様最大͈ΣーΒ́あͥȶ早期営業開

始ȷͅ応えͥ超短工期͈́施工̦課題

́あ̹̽ȃ計画段階̥ͣ参画̱Ȃ̭ͦ

͈́͘経験ͬ活̥̱Ȃ作業員͈意見͜

取ͤ入ͦ̀ͤ͢効率的́安全̈́施工法

ͬ検討̱様々̈́工夫ͬ行̹̽ȃ̭̭́

͉解体工事͂外壁改修工事͈́課題͂

対策・工夫̾ͅい̀述͓ͥȃ

●工事条件と課題
本工事͉ˎ̥月͈工期短縮͂工期中

͈Ξ΢ンΠ先行入居ͬ実現̳̹ͥ͛

工事中͜当社΀ςͺ外́別工事会社

̦内装工事ͬ行えͥ͢う配慮̦必要

̯̹͂ͦȃ先行入居後͉建物利用者

͈安全͂快適性͜ͅ配慮̳ͬͥ必要

̦あ̹̽ȃ

● 工程・周辺環境に配慮した
解体工事計画

■工程を考慮した解体ガラ搬出方法
外壁解体͉足場上͈狭いΑβーΆ

͈΄ρ搬出方法͈効率化̦工期短縮

͈要͂̈́ͥ͂考え̹ȃ検討͈結果Ȃ

足場τασ́͘ηΣ΋ンΞ΢ͬ持̻

上̬̀΄ρͬ投下̳̭ͥ͂́揚重効

率ͬ向上̵̯Ȃ受̫̹΄ρͬ再生専

用΋ンΞ΢ͅ直接投入̳̭ͥ͂́水

平運搬͈効率化͜図ͦͥ回転έ΁ー

·ςέΠͬ採用̱̹Ȫ図じȫȃ採用ͅ

当̹̽̀έ΁ー·ςέΠ͈爪̦挿̵

ͥ専用ηΣ΋ンΞ΢ͬ製作̱ȂηΣ

΋ンΞ΢ͅ目印ͬ入̭ͦͥ͂́最大

荷重以下̧͂́ͥ͢うͅ見えͥ化ͬ

図ͤ安全ͅ配慮̱̹ȃ

■環境に配慮した粉塵対策
作業΀ςͺ毎̦半外部͈̹͛ͅ集塵

機͉́周囲ͬ負圧ͅ出来̴効果̦

̈́い͂考えȂ熱中症対策用͈ηΑΠ

έ͹ンͬ採用̱̹ȃ微粒子͈水ͬ噴

霧̳̭ͥ͂́空気中͈粉塵ͬ吸着̱

沈下̵̯̭̦ͥ͂出来Ȃ粉塵低減͈

効果̦得̹ͣͦȃ

● 工期短縮とテナントに配慮
した外壁改修工事計画

■ 高層部・低層部同時施工を可能に
する外部足場計画

外壁改修工事͉当初工期͈約「さ「̥月

̥ͣ約 す̥月短縮̳̹ͥ͛高層部͂

低層部͈́異̈́ͥ工事ͬ同時ͅ施工

̳̭ͥ͂́工期短縮ͬ図̹̽ȃ

高層部作業͈΄ρ落下等ͥ͢ͅ低層

部͈͒影響̩̳̹ͬ̈́͛Ȃ仕上̬切

ͤ替え位置ͬ΋ンΩΎ養生̱Ȃ足

場͈各段ͅ水平ΥΛΠͬ設̫Ȃ̹͘

作業毎ͅ個別ͅ養生̳̭ͥ͂́落下

危険性ͅ配慮̱̹Ȫ図すȫȃ̹͘上下

同時作業̦生̲̈́い͢うͅ工区ͬ分

̫̭ͥ͂́ͤ͢安全性ͅ配慮̱̹ȃ

最上段ͅ足場ͬ覆う仮設ΞンΠͬ設

置Ȃ作業΀ςͺ毎ͅ個別͈雨養生ͬ

行う̭͂́天候ͅ左右̴̯ͦͅ工程

ͬ消化可能̈́環境ͬ整備̱̹ȃ

■ 作業性を考慮した外装パネルの検
討と提案

設計段階̥ͣ検討ͅ参画̱Ȃ当初軽

鉄δーΡ貼́あ̹̽仕様ͬ耐風圧・

耐候性上͈問題͂作業員不足ͬ考慮

̱Ȃ耐力的ͅ優ͦ作業性͜良い下地

鉄骨＋ΑΙーσΩΥσͬ提案̱採用

̯̹ͦȃΩΥσ͉工場́ξΣΛΠ化

̳̭ͥ͂́現場͈́作業効率向上ͬ

図̹̽ȃȪ写真ずȫ

■テナント従業員の快適性への配慮
外壁改修工事͉臭気ͬ伴いȂΞ΢ン

Π部͈外壁͈́作業̹͂̈́ͥ͛ȂΞ

΢ンΠ休業日͈͙ͅ実施̱Ȃ作業開

始前ͅ窓͈閉鎖状況͈全箇所確認ͬ

徹底̱̹ȃ̹͘送風機ͬ作業場所ͅ

設置̱下階工事΀ςͺͅ排気̳̭ͥ

͂́給気口̥ͣ臭気͈吸込͙̦̈́い

͢う配慮̱̹ȃ

共用部͉́改修工事͈経験ͬ活̥̱

養生ͬ工夫̱Ȃ工事完了後͜綺麗ͅ

使用̱̀い̹̺̫ͥ͢う配慮̱̹ȃ

̹͘定期的ͅ養生ͬͤ͞替え̭ͥ͂

́清潔ͅ保̻Ȃ工事中͜建物利用者

̦快適ͅ利用̧́ͥ͢う配慮̱̹ȃ

Ȫ写真せȫ

●まとめ
工事条件ͬ的確ͅ把握̱Ȃ協力会社

͂協力̳̭ͥ͂́Ξ΢ンΠ先行入居

͂ す̥月͈全体工程短縮ͬ実現̱Ȃ

無事故・無災害・Φー·τーθ́工

事ͬ完了̵̯̹ȃ̹͘Ȃ̤客様̥ͣ

͜高い評価ͬ得̭̦ͥ͂出来̹ȃ

施工部門

市
いち

野
の

俊
とし

充
みつ

生年月日　1983年 9月埼玉県生まれ
最終学歴　 東京工業大学大学院情報

理工学研究科情報環境学
専攻

業務経歴　 2008年㈱竹中工務店入社。
同年大阪本店設計部構造
設計を経て大阪本店技術
部

●担当した主なプロジェクト
2008年　 堂島 1丁目プロジェクト作

業所
2009年　 堂島 1丁目プロジェクト作

業所ホテル棟
2010年　大阪中部ＦＭセンター
2011年　 パソナ大阪オフィス改修工

事

■青年技術者のことば

入社̱̀初͛ͅ担当̱̹物件ͬ新

築̥ͣιンΞ΢ンΆ͘行う̭͂

́Ȃ様々̈́観点̥ͣ建物̾ͅい̀

考え̭̦ͥ͂出来̹ȃ̤客様͈想

いͬ竣工後ͅ·τーθ̦̈́いτα

σ́͘施工中ͅ汲͙取ͤȂ反映̯

̵̀い̩̭͈͂難̱̯͂重要性ͬ

学͍Ȃ当社͈経営理念́あͥȶ最

良͈作品ͬ世ͅ遺̱Ȃ社会ͅ貢献

̳ͥȷ̦我々͈満足͈̹͈͛言葉

͉̩̤́̈́客様͈̹͈͛言葉́あ

̭ͥ͂ͬ改͛̀認識̱̹ȃ

「年間͈経験͉私͂̽̀ͅ大̧̈́

財産͂̈́ͤȂ今回͈改修工事̤ͅ

い̀͜大いͅ役ͅ立̹̽ȃ担当͂

̱̤̀客様͂接̳̭̦ͥ͂多い中

́ȶ̤客様̦求̭͛ͥ͂ȷͬ常ͅ

感̲ͥ͢う意識̱Ȃȶ̤客様͈想

いȷͬ形̧́ͥ͢ͅう技術者̱͂

̀様々̈́提案̱ͬȂ努力̳̭ͥ͂

̤́客様͈͂信頼関係͜築̩̭͂

̦出来̹ȃ̷͈結果̤客様ͅ満足

̱̀い̹̺̫ͥ建物̦出来上̦ͤȂ

一͈̾最良͈作品ͬ完成̵̯Ȃ社

会ͅ貢献̧̹͈͉́́̈́い̥͂思

うȃ

今後͉̯ͣͅ知識͂経験ͬ身ͅ付

̫̀Ȃȶ̤客様͈想いȷͬͤ͢良い

形̱̀ͅい̩̭̦͂出来ͥ技術者

ͬ目指̱Ȃ社会ͅ貢献̧́ͥ͢う

ͅ精進̱̀い̩所存́あͥȃ

■すいせͭ者

青木利信

㈱竹中工務店ȁ大阪本店ȁ技術部

ίυΘ·ΠΈσーί

ΈσーίςーΘー

市街地における超短工期の居ながら大規模改修工事の計画と実施

写真1　建物全景（改修前）

写真 2　建物全景（改修後）

図 1　ガラ搬出方法概略図

回転フォークリフト 

ガラ投下 ミニコンテナ

フォークリフト
の爪を挿入可能に

図 2　落下養生概略図

コンパネ養生

水平ネット

間柱 サッシ

外部足場

ブラケット 水平ネット

中間落下養生
コンパネ（上部）

写真 3　ユニットパネル取付状況

下地鉄骨

スチールパネル
（工場でユニット化）

写真 4　共用部養生状況

養生 
（定期的に更新）

工期：11か月 
仮設工事 外部足場解体 

先行躯体解体 躯体補修 

タイル調査 剥落対策工事 別工事会社 
取合調整 

別工事会社 
取合調整 

外装パネル 

擬石吹付 

トップライト・外部ＳＤ 

エントランスタイル 

ウッドデッキ 

工期：9か月 
外部足場組立 外部足場解体 

先行躯体解体 躯体補修 

タイル調査 剥落対策工事 
別工事会社
取合調整 

下地鉄骨建方 

別工事会社
取合調整 擬石吹付 

パネル取付 

トップライト・外部ＳＤ 

エントランスタイル 

ウッドデッキ 

解体工事
20日短縮

外壁改修工事
2か月短縮

全体工期
2か月短縮

先行入居
開始

計画工程

外部足場組立 

解体工事

ﾀｲﾙ補修工事

外装工事 

建具工事 

タイル工事

デッキ工事

仮設工事 

解体工事 

ﾀｲﾙ補修工事 

外装工事 

実施工程 

建具工事 

タイル工事 

デッキ工事

防水工事 

図 4　工程短縮の結果
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Ύ・千里τΐΟンΑίυΐͿ·Π

Ȫすしじじ年竣工ȫ͉Ȃすしし「年̥ͣ始̽͘

̹一連͈千里中央再整備事業͈最終

ίυΐͿ·Π́あͥȃ北側ͅS造͈商

業施設Ȃ南側ͅべな造じぞ階͈免震構造

͈住宅棟ͬ配置Ȃべな造͂S造͈異種構

造ͬEみPさぱ́繋̪複合免震集合住宅́

あ̹̽ȃ新築後͈車輌動線͉敷地高

低差ͬ生̥̱Ȃ国道せすず号線̥ͣず階

͈͒ͺίυーΙ計画̤͂̈́̽̀ͤȂ

施工μーΡ確保͂共ͅ工事車両̦課

題͂̈́ͥ難̱い工事́あͥ͂感̲̹ȃ

住戸͉開放的́眺望͈͢い計画̳͂

̹ͥ͛梁̵い̦小̯いέρΛΠΫー

θ構造́Ȃ角住戸͈柱͉丸柱ͬ採用

̱̀いͥȃ着任̱̀初͛̀図面ͬ見

̹時Ȃ躯体͈品質確保͈̹͉͛ͅ過

密́変則的̈́配筋ͬい̥̱̀ͅ納͛

̀い̩̥̦鍵́あͥ͂感̲̹ȃ

● 課題の設定と課題解決計画
の立案と実行

本工事計画͈問題点͞躯体品質͈確

保͈̹͈͛施工計画上͈問題点͈内Ȃ

躯体͈品質確保ͅ直結̱̀いͥ鉄筋

工事̾ͅい̀課題解決ͬ図̹̽点ͅ

̾い̀Ȃ以下Ȫじȫ～Ȫずȫͅ示̳ȃ

Ȫじȫ基礎配筋̦過密́柱筋位置精度

͈確保̦困難

Ȫすȫ柱主筋位置͈改善断面̦大̧̩

変わͥ柱筋͈施工

Ȫずȫ屋上階柱頭͂έρΛΠΫーθ梁

筋͈納͛方

（1）免震装置と基礎配筋の納まり検
討と柱主筋位置の改善

基礎鉄筋量͂免震装置͈種類・数̦

多̩Ȃ柱主筋͈位置精度͈確保̦課

題̹͂̈́̽ȃ柱主筋ͬ正確ͅ検討̱

̹位置ͬ施工時確実ͅ実施̳̹ͥ͛Ȃ

柱位置固定用架台ͬ用い̀柱筋ͬ納

̭͛ͥ͂ͬ考え̹ȃ施工時͉Ȃ柱位

置̯̫ͬͥ͢うͅͺン΃ー͂基礎梁

ͬ配筋̱̀Ȃ最後ͅ柱ͬ梁上̥ͣ差

̱込͙固定̳ͥ計画̳̭͂ͥ͂́Ȃ

柱筋͈位置精度ͬ確保̱̹ȃ

 

柱位置 免震装置

固定用架台 

基礎配筋納まり図

（2）断面が大きく変わる柱筋の施工
せ階̥͈ͣ住戸階͈柱筋断面͉Ȃ下

階͈柱寸法̥ͣȂ断面寸法̦小̯い

矩形Ȃ丸柱̦採用̯ͦ̀いͥȃ柱主

筋͉径Ȃ位置͂͜ͅ異̹̈́ͥ͛Ȃ主

筋͉͕͖全̀差筋͂̈́ͥȃ柱筋ͬ正

規͈位置ͅ差筋̱Ȃ打設時ͅ柱筋̦

΋ン·ςーΠͅ流̯ͦ̈́い固定方法

̦必要̹͂̈́̽ȃ̷̭́έーί筋ͬ

利用̱̀円形差筋΄ͼΡͬ製作̱Ȃ

梁筋施工前ͅ仕口内ͅ取付̫Ȃ梁組

͙後ͅ差筋ͬ΃ͼΡͅ固定̵̯ͥ方

法́問題͈解決ͬ図̹̽ȃ

差筋ガイド

番線固定柱筋

梁底

4 階床コンクリート施工状況

（3）屋上階の柱頭と梁筋の納まりの
改善

基準階͈梁͉Ȃ幅広̵́い̦極端ͅ

小̯いέρΛΠΫーθȪじせししｍｍ×

せししｍｍȫ́あ̹̽ȃ̭͈梁͈施工

͉ͅ非常ͅ苦労̱̹ȃ̺̦施工上最

͜頭ͬ悩̵̹͈͉͘Ȃ最上階͈柱頭

έΛ·͂梁筋͈͂納ͤ́͘あͥȃあ

͊ͣ筋͉柱断面内͜配筋̳̹ͥ͛Ȃ

柱͈形状及͍主筋本数͉̽̀͢ͅ

έΛ·͈向̧ͬ̓う変え̀͜梁主筋

̦通ͥ隙間̦̩̈́̈́ͥȃ̭͈課題ͬ

解決̳̹ͥ͛Ȃ柱頭͈納ͤ͘ͅ後付

̫͈定着ίτーΠͬ使用̳̭ͥ͂͂

̱̹ȃ必要̈́定着ͬ確保̳̹ͥ͛ͅ

͉Ȃ柱頭鉄筋ͬあͥτασͅ正確ͅ

施工̱̫̈́ͦ͊̈́ͣ̈́いȃ最上階͈

柱継手͉ͅなど溶接ͬ採用̱Ȃ異形鉄

筋̥ͣΥΐ鉄筋ͅ変え̀Ȃ柱頭͈τ

ασͬ管理̳̭ͥ͂́必要̈́定着ͬ

確保̧̹́ȃ

柱頭の納り 

最上階配筋納り図（断面）

柱頭と梁筋の施工状況

● 現場での施工計画通して見
えた川上での計画の作り込
みの大切さ

本ίυΐͿ·Π͈躯体͈品質確保ͅ

直結̱̀いͥ鉄筋工事͈各課題Ȫじȫ

～Ȫ ずȫ̾ͅい̀Ȃ事前ͅ十分̈́検

討͂綿密̈́実施計画ͬ立案̱Ȃ精度

͈要求̯ͦͥ施工ͬ確実ͅ実行̳ͥ

̭͂́課題ͬ解決̱Ȃ躯体͈要求品

質ͬ確保̳̭̦ͥ͂出来̹ȃ̱̥̱

̦̈́ͣȂ躯体͈生産性効率͈面͉́

課題̦残̽̀いͥ͂感̲̹ȃ̷̭́Ȃ

品質͈確保・向上ͬ図ͥ͂共ͅȂ施

工生産性ͬ高̹͛ͥ͛ͅȂ川上͈計

画段階͈作ͤ込͙ͅ注力̳̭ͥ͂͂

̱̹ȃ現場管理̤ͅい͉̀へなにSEȪ品

質，΋ΑΠ，工期，安全，環境ȫ͈

「͈̾要素ͬ全̀要求τασͅ到達

̳̭̦ͥ͂求͛ͣͦͥȃ現場品質ͬ

確保̳̹ͥ͛Ȃ施工管理ͅ全精力ͬ

注̨Ȃ良い躯体ͬ構築̳̹ͥ͛ͅȂ

生産段階̤̫ͥͅθς・θΘ̩ͬ̈́

̱̹効率的̈́生産ίυΓΑͬ計画̳

̭ͥ͂ͬ推̱進͛̀いͥȃ

現在配属̱̀いͥ技術部͉́Ȃ集合

住宅͈́施工経験ͬ活̥̱Ȃ生産͈

川上段階́生産性ͬ設計͒織ͤ込͚

̹͈͛構工法͈検討͞施工計画͈立

案ͬ行̽̀いͥȃ特ͅPなよ工法͞鉄筋

͈先組工法※じͬ中心ͅ構工法技術͈

水平展開͞技術開発Ȃ改善ͬ行̽̀

いͥȃ̹͘Ȃ集合住宅͈施工経験ͬ

活̥̱Ȃȶ集合住宅Ιーθȷ͂いう集

合住宅分野ͅ特化̱̹Ιーθ͈技術

担当̱͂̀生産性向上͈̹͈͛計画

͈作ͤ込͙͞Ȩ集合住宅ίυζΣν

ͺσȪίυ仕様͈業務ζΣνͺσȫȩ

͈品質確保͈̹͈͛技術資料͈作成

ͬ行̽̀いͥȃ現部署͈́私͈課題

͉Ȃ建築生産ͬ通̱̀培̧̹̽̀技

術͞Φ;Χ;ͬ設計ͅέͻーΡΨΛ

·̱Ȃ川上段階Ȫ企画Ȃ設計段階ȫ

́生産性向上目的̱̹͂最適̈́施工

計画ͬ設計͒織ͤ込͚̭͂́あͥȃ

※じȁ 地上́鉄筋ͬ地組̱̀揚重̳

ͥ鉄筋先組工法͈例

●今後の展望
技術者̱͈͂̀専門性̯ͬͣͅ高͛Ȃ

従来͈施工方法͈改善ͅ力ͬ入ͦͥ

͂共ͅȂ高効率Ȃ高生産性ͬ実現̳

ͥ新̱い構工法͈技術開発͜ͅ積極

的ͅ取ͤ組ͭ́い̧̹いȃ

施工部門
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生年月日　1978年11月長崎県生まれ
最終学歴　 2003年山口大学大学院理

工学研究科・感性デザイ
ン工学専攻修了

業務履歴　 2003年㈱竹中工務店入社、
大阪本店作業所、大阪本
店設計部、広島支店生
産統括部、広島支店作業
所、大阪本店作業所、東
北支店災害対策本部、現
在大阪本店技術部主任

●担当した主なプロジェクト
2005年　 住友生命中之島セントラル

タワー
2006年　天理市聖苑
2008年　ダイキンアレス青谷
2008年　日東電工尾道事業所N1棟
2010年　ザ・千里レジデンス　
2011年　震災復旧東洋製罐仙台工場
2012年　大淀北１丁目計画（施工中）
2013年　 JR高槻駅北東地区開発事業

複合B棟（施工中）

■青年技術者のことば

現場̤̫ͥͅ品質͈確保͉Ȃ施工

管理ͬ行う人間͈誠実́地道̈́努

力͂正̱い施工ͬ行うίυ͈技術

者̱͈͂̀確̥̈́技量̦求͛ͣͦ

ͥȃ本ίυΐͿ·Πͬ通̱̀Ȃ品

質̩ͬ̾ͤ込͚̹͈͛技術者̱͂

͈̀気構え͂能力̦向上̱Ȃ̷͈

後͈自分͈糧͂̈́̽̀いͥȃ技術

者̱͂̀じし年以上̦経̻Ȃ施工管

理業務ͬ中心ͅ様々̈́ίυΐͿ·

Πͅ従事̧̱̹̀ȃ作業所͉建築

主Ȃ設計者͉̲ͬ͛工事ͬ担当̳

ͥ元請会社͞協力会社̳͓͈̀人

͈思い̦結集̯ͦȂ建築̱̥͂̀

̹̻̈́ͥͅ場́あͥȃ直面̳ͥ困

難̈́課題ͬ乗ͤ越えȂ̤客様ͅ満

足͈い̩建物ͬ引̧渡̳̭͂ͬ信

念ͅȂ今後͜自己研鑽ͬ行い̦̈́

ͣȂ̦ͤ͞い͂誇ͤͬ̽̀͜仕事

ͅ従事̱̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

菅原敏晃

㈱竹中工務店ȁ大阪本店

技術部課長ȁ計画じΈσーί長

フラットビーム免震構造による次世代集合住宅の施工計画・実施と展開
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生年月日　1978年 4月奈良県生まれ
最終学歴　 大阪大学大学院工学研究科
　　　　　建築工学専攻　修了
業務経歴　 2004年株式会社大林組入社
　　　　　 2011年大阪本店建築事業

部生産技術部計画第 2課

●担当した主なプロジェクト
2004年　 キヤノン㈱宇都宮新工場新築
2005年　キヤノン下丸子新開発棟新築
2006年　キヤノン下丸子ホール棟新築
2008年　 OSSプロジェクトガラス工

場新築
2009年　淀屋橋共同ビル計画
2009年　 社会医療法人愛仁会リハビ

リテーション病院新築

■青年技術者のことば

建築生産技術部計画課主任̱͂

̀Ȃ当社技術研究所生産技術研究

部̦開発̱̹ȶ低炭素型͈΋ン·

ςーΠ：·ςーン·ςーΠȷͬ実

際͈現場̤ͅい̀適用̳̹ͥ͛Ȃ

技術研究所͂共同ͥ͢ͅ試験練ͤ

͈計画Ȃ̤͍͢実施ͬ担当̱̹ȃ

新̱い΋ン·ςーΠ͈適用ͅ際̱

̀Ȃ通常͈計画業務͂全̩異̈́

ͥ΋ン·ςーΠ͈調合検討͞材料

̾ͅい͈̀知識ͬ習得̳ͥ必要̦

あ̹̦̽Ȃ適用ͅ伴うせ͈̾課題

Ȫӱ使用材料͈検討ȂӲ強度発現Ȃ

ӳ施工性ȂӴ調達体制͈整備ȫͬ

明確̱ͅȂ個々͈課題͈解決ͅあ

̹̹̽ȃ

環境配慮̦切望̯ͦͥ現在Ȃ混

和材ͬ高含有̱̹΋ン·ςーΠ

͉Ȃ二酸化炭素排出量削減͈観点

̥ͣȂ環境ͅ優̱い材料̷̱͂̀

͈利用̦期待̯ͦͥȃ·ςーン·

ςーΠͅ限̴ͣȂ今後͜新̱い取

ͤ組͙ͅ対̳ͥ挑戦意欲͂熱意ͬ

持̽̀建築施工技術͈向上ͅ寄与

̱̀い̧̹い͂考えͥȃ

■すいせͭ者

笹田秀幸

大林組大阪本店建築事業部生産技

術部

計画第ず課長

低炭素型のコンクリート「クリーンクリート®」の現場への適用
地球温暖化ͅ影響ͬ及͖̳二酸化炭
素Ȫなぶすȫ排出量͈削減͉Ȃ全産業ͅ
課̵̹ͣͦ重要̈́課題͂̈́̽̀いͥȃ
΋ン·ςーΠ分野̤ͅい̀͜Ȃ土木
学会ͤ͢ȶ΋ン·ςーΠ͈環境負荷
評価ȷȂ日本建築学会̥ͣȶ鉄筋΋ン
·ςーΠ造建築物͈環境配慮施工指
針Ȫ案ȫ・同解説ȷ̷̸̦ͦͦ刊行̯
ͦȂ環境問題̦注目̯ͦ̀いͥȃ̭
̭́Ȃ΋ン·ςーΠ分野͈なぶす排出量
͈削減対策̱͂̀ȂΓιンΠ製造͈
観点̥͉ͣȂ省΀Υ設備͈導入Ȃ΀
ΥσΆー代替廃棄物͈使用拡大͢ͅ
ͥ化石由来΀ΥσΆー͈低減̦挙̬
ͣͦͥȃ使用材料͈観点̥͉ͣȂ高
炉ΑρΈ微粉末͞έρͼͺΛΏν̈́
͈̓副産物ͬ使用̱̹混合ΓιンΠ
͈利用Ȃ混和材ͬ高含有̱̹΋ン·
ςーΠ͈検討̦あͥȃ̹͘Ȃ΋ン·
ςーΠ製造ȪτΟͻーη·ΑΠ΋ン
·ςーΠ工場ȫ͈観点̥͉ͣȂ生産
ΏΑΞθ͈効率化ͥ͢ͅ電力消費量
͈低減Ȃ運搬効率͈向上͞低燃費化Ȃ
車両͈軽量化ͥ͢ͅ積載量͈ͺΛί
̦̈́̓検討̯ͦ̀いͥȃ

●クリーンクリートの概要
低炭素型͈΋ン·ςーΠ：·ςーン
·ςーΠ͈概要ͬ下記ͅ示̳ȃ
（1）低炭素型社会の構築
地球温暖化対策̱͂̀Ȃ各分野́二
酸化炭素くなぶすぐ排出量͈削減͈取組͙
̦進͛ͣͦ̀いͥȃすしした年͈世界͈
΀ΥσΆー起源͈なぶす排出量͉すだせ億Π
ン͂推計̯̤ͦ̀ͤȂ̷͈う̻日本
͈なぶす排出量͉約じじさ「億Πン̯͂ͦ̀
いͥȃ̭̭́Ȃ日本͈なぶす排出量͈内
訳 Ȫ図ご じȫͬ見ͥ͂Ȃ建設関連͢ͅ
ͥなぶす排出量̦全体͈約せず％͂非常ͅ
高い割合͂̈́̽̀いͥȃ̹͘Ȃ図ご じ
ͅ示̳資材生産時ͅ排出̯ͦͥなぶすͅ
着目̱Ȃ̷͈内訳ͬ図ご すͅ示̳ȃ̭
͈結果̥ͣȂΓιンΠ製造時͈なぶす排
出量̦全体͈約そし％͂非常ͅ高い割
合ͬ示̱̀いͥȃ̭͈͢うͅȂ低炭
素型社会͈構築͈̹͉͛ͅȂ建設分
野̦果̹̳役割͉極͛̀大̧い͈͜
͂考えͥȃ
（2）建設分野における低炭素型のコ
ンクリート
΋ン·ςーΠじmずあ̹͈ͤなぶす排出量
く材料起源ぐ͉Ȃ調合̽̀͢͜ͅ異̈́
̦ͥȂす「し̥ͣずししをg程度̯͂ͦͥȃ
̭̭́Ȃ΋ン·ςーΠͅ起因̳ͥなぶす
排出量͈総計͉すこたしし万Πンざ年程度
́あͤȂ日本全体͈年間なぶす排出量͈
約すさすがͬ占͛̀いͥȃ大林組͉́Ȃ
普通εσΠρンΡΓιンΠ͈͙ͬ使
用̱̹΋ン·ςーΠͅ比͓̀Ȃなぶす排
出量ͬ最大たし％低減̱̹低炭素型͈
΋ン·ςーΠく·ςーン·ςーΠ®ぐͬ
開発̱̀いͥく図－ˏ参照ȫ
（3）低炭素化および低発熱化のポイ
ント・ポルトランドセメントの使用
量低減
一般ͅȂ΋ン·ςーΠ͉ȂΓιン
ΠȂ水Ȃ骨材̤͍͢化学混和剤́構
成̯ͦ̀いͥȃ̭͈中́Ȃ製造時ͅ
高温́燃焼̱̀生産̯ͦͥΓιンΠ
͈なぶす排出量͉極͛̀大̧い̭̦͂わ
̥ͥȪ図ご せ参照ȫȃ̭ͦͅ着目̱̀Ȃ
·ςーン·ςーΠ͉́εσΠρンΡ
ΓιンΠ͈一部ͬ高炉ΑρΈ微粉末Ȃ
έρͼͺΛΏν͈̈́̓副産物́置換
̳̭ͥ͂́なぶす排出量ͬ低減̱̀い
ͥȃ

̹͘ȂεσΠρンΡΓιンΠ͈使用
量̦低減̧́ͦ͊ȂεσΠρンΡΓ
ιンΠ͈水和反応͜低減̯ͦȂ低発
熱化̦実現̧́ͥȃ̤̈́Ȃ一般͈΋
ン·ςーΠ͂·ςーン·ςーΠ͈材
料構成͈比較ͼιーΐͬ図ご「ͅ示̳ȃ
̹͘Ȃ単位水量ͬ低減̳̭ͥ͂ͅ
̽̀͢͜単位結合材量Ȃ単位εσΠ
ρンΡΓιンΠ量ͬ低減̳̭̦ͥ͂
̧́Ȃ低炭素化̤͍͢低発熱化ͅ寄
与̳ͥȃ

●現場への適用
今回Ȃ関西͈́建築分野̤̫ͥͅ初
͈取組̱͂̀Ȃ昨年Ȃ某事業所ͅ·
ςーン·ςーΠ͈ίτΔンͬ行いȂ
某事務所Ϋσ建設工事͈外構立上ͤ
壁̤͍͢某工場建設工事͈機械基礎
ͅ·ςーン·ςーΠͬ適用̱̀いͥȃ
打設量̱͉͂̀合計́約すぞしmず́あͥȃ
̤̈́Ȃ·ςーン·ςーΠ͈打設時期
͉Ȃ某事務所Ϋσ̦すしじす年じじ月͂じす
月͈計 せ回Ȃ某工場̦すしじす年じし月ͅ
す回実施̱̀いͥȃ
今回͈実験̤͍͢試験練͈ͤ実施έ
υーͬ図ご そͅ示̳ȃ試験練̤̫ͤͅ
ͥ確認項目ͬ以下ͅ示̳ȃ
もέτΛΏν性状や
Ȫじȫ最適̈́単位水量ͬ確認̳ͥ
Ȫすȫ所定͈έτΛΏν性状́あ̭ͥ
͂ͬ確認̳ͥȃ
も硬化性状や
Ȫじȫ各種養生Ȫ標準養生Ȃ簡易断熱
養生ȫͥ͢ͅ強度発現性ͬ確認̳ͥȃ
Ȫすȫ強度補正値ͬ確認̳ͥȃ

●試験練り結果
ӱέτΛΏν性状
έτΛΏν性状͉普通΋ン·ςーΠ
同等́あ̹̽ȃ̹͘Ȃ単位水量͈低
減効果̦確認̯̹ͦȃ
Ӳ硬化性状
調合̾ͅい͉̀ȂτΟͻーη·ΑΠ
΋ン·ςーΠ工場͈͂協議ͤ͢ͅȂ
製造者͈責任́決定̱̹̦Ȃ施工者
側́͜強度式̦Ȃ実験ͤ͢ͅ得ͣͦ
̹回帰式ͤ͢適度ͅ安全側́あ̭ͥ
͂ͬ確認̱̹Ȫ図ご ぞ参照ȫȃ
ӳ簡易断熱養生̤̫ͥͅ΋ン·ςー
Π͈最高温度
材齢すた日͈́͘平均気温͉すたさし～
すたさせ℃́あͤȂ夏期͈最高温度̱͂
̀比較̳ͥ͂Ȃ中庸熱ΓιンΠ同等
͈結果ͬ得̹ȃ
Ӵ強度補正値
下記͈実験́全̀そふざmmすͬ下回̽̀い
̭̥ͥ͂ͣぱとSS「͈すたSだじ͂同様̱͂
̹ȃ
ӵ中性化検討
既往͈研究結果ͬ͂͜ͅ中性化深̯
ͬ算出̱̹結果Ȃ設計̥͐ͤ厚̯以
下́あ̭ͥ͂ͬ確認̱̹ȃ

●適用結果
΋ン·ςーΠ͈打設͉Ȃεンί車͈
ήーθͤ͢ͅ行̹̽ȃ通常͈΋ン·
ςーΠͤ͢粘性͉若干高̩̈́ͥ傾向
ͅあ̦ͥȂあͥ程度͈単位水量ͬ確
保̱̀い̭ͥ͂́対応可能́あͥȃ
̹͘Ȃ神戸市内͈現場適用時͈材齢
͂圧縮強度͈関係ͬ図ご たͅ示̳̦Ȃ
材齢すた日́調合管理強度Ȫねり＋Sȫͬ
満足̳ͥ結果̦得̹ͣͦȃ
今後Ȃ技術提案ͬ伴う入札案件ͬ中
心ͅ実績ͬ増̳̭̦͂͞重要́あͥ
͂考えͥȃ
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　近年、高齢化や核家族化の進展に伴い、全
国で管理不全の空き家が増加し、社会問題と
なっている。空き家は老朽化により建築物自
体が危険であることに加え、防火・防犯面や
環境面など、複数の課題がある場合が多い。
このため、全国の自治体において、いわゆる
「空き家条例」を制定し、空き家全般に関す
る総合的な対策として実施するケースが増え
ている。
　本市においても他都市と同様の課題を抱え
ているが、一方で、これまで特定行政庁とし
て、空き家に限定しない「老朽危険家屋」を
対象として取り組んできた経緯も踏まえ条例
を検討してきたので、その概要を報告する。

 建築基準法による対応

■建築基準法に基づく命令・代執行
　建築基準法（以下、「法」という。）では、
第8条で建築物の所有者等による適正な維持
保全の努力義務が規定されている。また、第
10条第 3項で、既存不適格かつ著しく保安
上危険な建築物の所有者等に対し、保安上必
要な措置を命令し、措置されない場合は行政
代執行ができることとなっている。
　行政実務上は、著しく保安上危険であるこ
との認定や命令における必要最小限の措置の
範囲等が課題となるが、本市で過去に代執行
を実施した5件の事例では、いずれも不特定
多数の市民に迫っている危険を回避するため
にやむを得ない最小限の措置との判断に基づ
き実施している。
　例えば、相続放棄された事務所ビルの外壁
が道路・公園に落下する危険があった事例で
は、ビルへのネット掛けを簡易代執行として
実施した。また、台風で斜面地にある木造
建物の擁壁部分が流され、建物が通路に向
かって張り出す状態となった事例では、建物
解体除却を所有者に命令のうえ、行政代執行
に至っている。

行政代執行により老朽危険家屋
解体撤去した事例

 神戸市建築物の安全性の確保等に
  関する条例の改正

■条例改正の趣旨
　本市では、老朽危険家屋に関連する問題に
対し、敷地に繁茂した雑草については環境美
化条例に基づく区役所による措置、道路への
危険性については道路管理者による安全措
置、防火面については火災予防条例に基づく
消防局による措置など、各所管部局の役割分
担と連携により取り組んでいる。
　これらを踏まえ、主に建築物自体の危険
性がある場合の対応について規定するため、
「神戸市建築物の安全性の確保等に関する
条例」（以下、「条例」という。）を平成25年
3月29日に改正した（平成25年 7月 1日施
行）。
　今回の改正では、法を基本としながら法に
基づく命令や代執行等に至らない案件に対
する措置の部分を補完することを目指して
いる。
■条例改正の概要
　条例では、「老朽危険家屋等に対する措置」
の節を設け、以下の各項目を規定している。
・ 建築物の維持保全に関する所有者等の義務
の明確化
・ 危険な状態にある建築物の所有者等に対す
る指導、助言および勧告
・勧告に従わない所有者等の氏名等の公表
・ 勧告等に従って必要な措置をとる所有者等
に対する技術的援助又は経費の一部助成
・ 建築物の所有者等を確知できない場合の土
地所有者等への協力要請
・ 建築物の所有者等を確知できず、緊急の必
要がある場合の市による必要最小限の措
置（応急的危険回避措置）
・ 建築物の維持保全の状況確認および所有者
等の確知のための調査等

・ 警察その他の関係機関への協力要請、自治
会その他の地域団体との連携
　これらの規定は、基本的に所有者による自
主的な解決を促すことを目指しているが、実
際にはこれまで所有者が確知できていない案
件も多く、応急危険回避措置等に対する市民
のニーズは高いものと思われる。
■支援制度
　条例の施行にあわせて、以下の支援制度を
設けた。
・ 解体除却補助制度：勧告に応じて所有者が
老朽危険家屋を除却する場合に、除却費
用の一部を補助
・ 土地建物寄附受け：自力での対応が困難
で、かつ跡地管理について地域団体等の
協力を得られる場合、市が土地建物の寄
附を受け老朽危険家屋を除却
・ 専門家派遣制度：自主的解決をはかろうと
する所有者に対し、法律、建築、不動産
等の専門家による相談を実施

 おわりに

　今後、法・条例とこれらの支援制度を有効
に活用し、老朽危険家屋対策を推進していき
たい。

危険な 
状態 

危険性なし
既存不適格かつ 
著しく保安上危険 

建築基準法へ 調査終了

現地調査 

所有者等を
確知できない
場合 

緊急の
必要が
ある場
合 

土地所有
者等への
協力要請

応急的危険
回避措置

所有者等が判明した場合

特に危険な
状態 

従わない場合

指導・助言

勧告

氏名等の公表

専門家

派遣制度

解体除却

補助制度

土地建物

寄附受け

手続きの流れ

（うえだ　まき）

●上田真己 
1967年生まれ。京都大学大学院工学研究科修了。
1991年神戸市役所入庁。
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法 令
コーナー

神戸市における
老朽危険家屋対策

上田真己
神戸市都市計画総局安全対策課担当課長
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　本建物は、中庭を介して中低層2棟の建物
を南東・北西に向き合うように配置した学校
建築である。外壁面の架構は、建物の顔づく
り、骨格づくりに加え日射制御の環境面に対
しても配慮が必要である。
　本設計では外壁面の架構自体が、日射遮蔽
を可能とし、水平力にも抵抗するRC造台形
形状の柱梁ラーメン構造を追及した。RC構
造の一度型枠を組めば自由形態の構造体を構
築できる特徴にも着目し、異形断面を格子状
に組む架構とした（写真1、3）。

 台形形状の柱梁架構

　南東・北西を長辺とする2棟構成の配置計
画において、直射光を有効に遮る柱梁の形を
模索した。日射光を平面投影した結果、日射
面に対して長辺を持つ台形形状の柱梁が有効
であることがわかった（写真2）。
　形態と構造の一致を図るため、極力全ての
断面が構造体として効くような設計とした。
　柱ピッチ3.6m、基準階高4.0mとほぼ正方形
の格子状の架構とし、日射遮蔽、構造合理性
両面からこのモジュールを決定した。
　柱梁共せいを1200mmの同一部材寸法とし
応力の均一化を図った。柱梁が交差する鉄筋
の納まり等を検討した結果、最終的に五角形
の異形断面とし、両端角部はふかし断面とし
た（図2）。

写真 2　中庭全景

 全体構造計画
　耐震設計では、大地震時の重要度係数を
1.25倍とし、強度型の耐震構造とした。長手
方向は異形断面のRC造ラーメン構造とし、
短手方向はコア内に十分なRC耐震壁を配置
し壁構造に近い架構とした。
　内部空間では25mの高さ制限の中で5層と
し、教室階で階高4m、天井高3m、壁のな
い自由度の高い教室空間とするため教室を支
える床梁のみ鉄骨造とした（図1）。

 構造実験

　柱梁が五角形の異形断面であるため、設計
での性能を再確認するため1/2縮尺の構造実
験を行った。地震時の損傷状況、耐震性能
は、設計・実験値共概ね一致した結果とな
り、異形断面の影響はみられず安定した履歴
特性が確認された（写真4）。

 まとめ

ラーメン構造は矩形断面が一般的である。が
環境・意匠に配慮し構造にも意味のある異形
断面架構の建築が実現できた。今後の構造設
計の新たな一手法を示せたと考える。

写真 3　見上げ外観
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図 2　柱梁断面リスト

写真4　終局耐力時ひび割れ状況（1/100rad.）

建築概要
建築面積：1736.0㎡、延床面積：8556.5㎡
建物高さ：最高高さSGL＋24.95m

（はらだ　ひろあき）

●原田公明 
1961年生まれ、1987年東京都立大大学院卒。
1987年 ㈱日建設計入社、2009年 同　技師長
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構 造
の頁

機能美と構造美に
配慮した台形柱梁
ラーメン構造
－立教大学新座キャンパス新教室棟－

原田公明
株式会社日建設計　構造設計部門　技師長

写真 1　正面外観



■継承された「白亜の殿堂」
　難波橋が土佐堀川を南西方向にまたぐ地点、
北浜 2丁目で堺筋は真南方向へと折れる。そ
の南東角に位置する旧大阪株式取引所の敷地
は70度の鋭角をなし、そこに取引所の建物は
曲面の正面ファサードを構えている。かつて
は一日数千人の取引人が出入りしたという玄
関ホールをそこに収めているのであるが、 8
本の長大な列柱と楕円状に廻るエンタブラ
チュアによる古典的な均整感、そして一方で
鋭角に建つことによる動的景観を併せもつも
のであり、本建築はこの地における歴史的モ
ニュメントとなっている。
　昭和10年 6月発行の本誌（第18輯 6号）で
は「新建築研究」特集として大阪株式取引所
及び京都朝日会館の建築が大きく掲載されて
いる。目次につづく 1頁目に北浜に竣工した
大阪株式取引所の外観写真を載せ、建物概要
を次のように記している。
　「大阪の経済中心地である北浜 2丁目堺筋
と北浜との交叉点に位置する、株式取引所の
市場として規模において、設備において東洋
一を目指したものである。西北隅を正面とし
て玄関を設け大柱を廻らし上に楕円形の高塔
を現時建築法規で許されるまで高めた。‥‥
鉄骨鉄筋混凝土造で外部総花崗石張、外観は
繊細華麗を避けて荘重雄大を念として意匠さ
れている。‥‥」
　東洋一を誇った株式取引所は名実共に市場
経済の中枢を担い、その威容は金融経済の中
心としての北浜のランドマークとなった。
　以来65年を経る平成12年に至り、株式取引
業務の変化のなかで取引所は閉鎖された。そ

して間もなく建替え工事に着手され、本建築
は平成13年（2001）に高塔部の一部を残して
解体され、平成16年（2004）11月に24階建て
の高層となった「大阪証券取引所ビル」とし
て新築されている。建替えに際しては社会の
注目度も高く、保存をテーマとして再生され
た玄関ホール部分を中心に、低層部はほぼ旧
建物の外観意匠が再現されており、部分的と
はいえ、当初の作品的特色と時代性、そして
「荘重雄大」という当時の景観が保持されて
いる。そして建築記録として『大阪証券取引
所市場館　歴史調査報告書』（「大阪証券取引
所ビル開発・保存方策検討研究会」発行、平
成16年）が作成されており、上記の『建築と
社会』誌とともに、有益な記録資料となって
いる。

■ 大阪株式取引所（昭和24年に大阪証券取
引所と改まる）市場館の建築

　天下の台所といわれた当時より、経済活動
の中心であった北浜に大阪株式取引所が創設
されたのは明治11年（1878）に遡る。以来、
経済活動の拡大に伴ない、建築も明治44年
（1911）における辰野片岡建築事務所による事
務所棟の建設など拡充を重ね、大正期に至る
と既存建物を一新する全面建て替えが課題と
されていたという。
　建築計画は曲折を経て、昭和 7年に至り住
友銀行出身の濱崎定吉理事長の下で推進され、
住友工作部に設計が依頼され、工作部長の長
谷部鋭吉、建築課長の竹腰健造の下、高橋榮
吉、笹川慎一、佐間日出生らの設計チームに
よって担当されたものである。

①北西面外観／筆者撮影
　 平成25年 5月（以下＊印）
　 正面の空地も建て替えに伴い整
備され、大阪株式取引所設立に
貢献した五代友厚公の像が平成
16年に設置されている。
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「建築と社会」第18輯第 6号（昭和10年 6 月号）より

⑨ ⑩

⑪

⑧⑦⑥

④ ⑤

② ③
②北西面外観
③玄関広間
④正面玄関入口
⑤市場
　 「立会場である、此の建物の中心で
あり、北浜の心臓である‥‥。採光
は主として天井櫛形窓と上部 4階
の 5連窓とよりしている」

⑥昇降機広間
　 「昇降機の扉はホワイト・ブロンズに
アート・ブロンズを嵌れたるもの」

⑦ 4階貴賓室
　 「壁には満州胡桃べニアをアンテナ
型に張る」

⑧ 4階会議室
⑨ 1階平面図
⑩ 6階大集会室灯具
⑪ 4階会議室灯具
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⑮ ⑯

⑰ ⑱

⑲

⑫新大阪ホテル（『建築と社会』昭和10年 3月号より） ⑬宇治電ビルディング
　（『建築と社会』昭和12年 7月号より）

⑭宇治電ビルディング
　 1階装飾レリーフ
　 （『建築と社会』昭和12年 7月
号より）

⑮大阪証券取引所ビル　高塔部外観（＊）
⑯アトリウムとして再生された旧玄関広間（＊）
⑰北西正面の窓（＊）
　オリジナルの意匠で復元されている面格子

⑱アトリウム（旧玄関広間）に保存された高窓（＊）
⑲エレベータ扉（＊）
　旧扉（写真⑥）の意匠が復元されている。
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　昭和 8年 4月に起工され、昭和10年 4月に
竣工した本建築は約1000坪の建築面積のなか
で700坪を占め、 4層吹き抜けとした「市場」
を中心に、シンボル性をもった大玄関、そし
て上階に会議室、貴賓室、集会室、地階に食
堂等を納めたものであった。本建築の性格に
ついて竹腰が寄せた「大阪株式取引所の設計
計画に就て」（『建築と社会』第18輯 6号）の
冒頭部で次のように記している。
　「‥‥難波橋の橋畔に聳え立つ白亜の殿堂
を見て世の人は多く建築家のロマンチシズ
ムを思ふだろう。尠くとも局外者のこの建築
に関する話題はその外貌とか規模とかに集中
しているようだ。然し建築当事者として見れ
ばそういう話は深刻に響かない。此建物の中
にて毎日幾千の人が最も真剣に運命を賭して
競って居る。‥‥だから市場自體の物質的価
値が此の建築の価値となるのであって、此の
處に建築家としての苦心の最も大なるものが
存して居るのである。」
　最も苦心したという「市場」とは高場、立
会場、電話席、札場、判取場、参観席等から
成る株式取引のための一大空間であり、昭和
期に入り建築されていた東京の取引所など諸
都市の先例をふまえ、かつ先進の形態と設備
を備えたものだった。それは既に写真⑤の写
真等に伝えられるのみであるが「機能、採光、
及び音響は苦心の甲斐あって成功してゐる」
と言われるとおり、52尺高の天井面と 4階高
窓からの採光、湾曲する壁面の全面に相場表
示盤を納めるなど画期的なものであった。
　加えて、建築空間として見るべきものに大
玄関広間と称された玄関ホールがある。楕円
形（長径16.47メートル、短径8.37メートル）
平面、 3層吹き抜け天井高11.4メートルをも
つ空間で、壁面は銀茶色のイタリア産の大理
石を平滑に張り、その石目の波紋が地層のよ
うに四周を一順している。北西面には出入口
扉と上部にフロスト・ガラスとステンドグラ
スを入れた 5連の長大な窓が並ぶ。床面には
色大理石により、分銅形を模したという円と
星型による大胆な図形が描かれている。当初
の建具や面格子はホワイト・ブロンズ製の立
派なものだった。こうした華やかさと品格を
もつ楕円形ホールの類例を見ない空間デザイ
ンは、古典的形態の下にアール・デコを導入
し、格調高いモダンデザインとした設計者の
力量と、施工水準の高さを端的に示すもので
あり、この空間デザインは本建築全体の特色
として捉えることができる。
　アール・デコのデザインは、窓に付せられ
た面格子、インテリアとしては 4階の貴賓室
が名品に違いなく、壁面は胡桃ベニヤで木目
を菱形模様とした練付け張り、扉上部の欄間、

カーテンレール等のモダンなグリル、カーテ
ンやソファー、そしてガラスの灯具も夫々に
目を惹くものであり、それらの一端が写真に
収められている。

■長谷部竹腰建築事務所の作品として
　先述したように、大阪株式取引所の設計は
工作部建築課において進められたものだが、
経済不況下の昭和 8年 6月に工作部から分離
独立するため開設された長谷部竹腰建築事務
所の下で工事は進められ竣工したものである。
　この工事とほぼ重なり、昭和10年 1月に竣
工を見た建築に新大阪ホテルがあった。大阪
市及び財界有力者が大阪を代表するホテルと
して待望していたもので、中之島に建ち、「水
都の環境に順応したる近世式」として一部に
ヴェネチア風を取り入れた 8階建てを誇るホ
テルで、その記録は本誌第18輯 3号（昭和10
年3月号）に大きく収録されている（写真⑫）。
　ところでこのホテル計画は大正末頃まで遡
るもので、施主側の犬丸徹三による平面計画、
武田五一による外観構成を下に進められ昭和
4年に起工されていた。しかし諸問題により工
事は遅延停滞するなかで、昭和 8年に竹腰が
副主幹として推挙され、長谷部、笹川らが設
計に参画したもので、内部意匠を中心にアー
ル・デコのインテリアに事務所の特色が発揮
されたものであった。
　つづいて、昭和12年（1937）大阪に二つの
建築が竣工する。一つは市場館の東に建った
7階建ての株式取引所付属館（後の本館）で
あり、一つは 9階建て隅切りの外観に特色あ
る宇治電ビルディングで、共に堅実でモダン
なファサードなど、共通したものがあった。
　付属館の建築（写真⑳）は、着工が遅れる
ものの市場館と併せて設計されていたもので
あり、北面ファサードの構成は市場館との関
連で興味深いものであった。市場館の高塔部
とほぼ同じ102尺の高さがあり、壁面中央部で
は窓下のスパンドレルを沈めることで浅い列
柱状の意匠としていた。また最上階の 7階は
市場館のトップと同じ、シル・コースやアー
ル・デコ・デザインの波状帯を付していた。
つまり、付属館（本館）北面は市場館高塔部
と対を成すファサードのように見られるもの
だった。宇治電ビルディングは軒高31メート
ルに 9階を収めた大きな業務ビルであり、南
面ファサードの左右には、女神が雷光に向け
てランプを翳すアール・デコの装飾があり目
を惹く建物であるが、平面計画は中央部北寄
りにエレベータ、トイレ等設備コアをまとめ
るなど合理的な計画が追及されていた。
　つづく長谷部竹腰建築事務所の建築には日
本生命保険株式会社（昭和13年）など都市の

建築、加えて住友家の芳泉堂（昭和15年）な
ど、住友工作部以来の伝統を継ぎつつ着実に
活動の幅を広げ、創立10周年にあたる昭和18
年に『長谷部竹腰作品集』を刊行している。
その巻頭を飾るのが大阪株式取引所の建築で
あるが、序文にて設立後の10年を振返り次の
ように記している。「‥‥その前半五年の期間
に於いては多分に藝術的要素を含んだ建築が
多く見られるが、その後半には専ら實用を主
とする建築が大部分を占むるに至ったことは、
蓋し事変より戦争への推移をそのままに物語
るものであらう」
　そして間もなく事務所は閉じられ、昭和25
年に設立された日建設計工務株式会社に活動
は引き継がれている。

■復原・再生により守られたもの
　話は戻るが、大阪証券取引所の建替え計画
に際して、建築主はその歴史的価値に思いを
馳せ、平成12年春、設計者、都市計画、建築
史研究者らによる「開発・保存方策検討研究
会」を発足させた。研究会では検討を重ねて
保存と復元による価値の継承について提言さ
れ、設計に反映されたのであった。
　その設計と建築については『新建築』（平成
17年 7月号）誌上に保存再生工事の要点が詳
しく収録されている。そして研究会で主なる
役割を果たした石田潤一郎氏が、建替えにお
ける保存の主意について、「研究会では最終的
に「景観」と「オーセンティシティ」を最も
重視すべきという方針を出した。今にして思
えば、それらの言葉はつまるところ、市場館
が帯びていた「アウラ」を指していたのであ
る。‥‥」と述べている。つまり、固有の歴
史をもつ北浜に位置することの圧倒的な存在
感であり、それが守られたことで開発と保存
の両立が果たされたものといえよう。
（やまがた　まさあき／大阪芸術大学建築学科教授）

⑳大阪株式取引所付属館
　（『長谷部竹腰作品集』昭和18年11月より）
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関西の建築界／群像　第47回

谷 繁礼 ─SHIGENORI  UOYA─

経歴
1977年　神奈川県生まれ。兵庫県出身。
1966年　大阪教育大学附属高等学校池田校舎卒業。
2001年　京都大学工学部卒業。
2003年　京都大学大学院工学研究科修了。
現在、𩵋谷繁礼建築研究所代表、
京都建築専門学校及び京都造形芸術大学にて非常勤講師。

受賞歴
2006年　京都まちなかこだわり住宅設計コンペ 最優秀賞
2007年　都市住宅学会賞 業績賞
2007年　臼野古民家村構想デザインコンペ 最優秀賞
2009年　環境デザインアワード2009 環境デザイン優秀賞
2009年　環境デザインアワード2009 ベターリビングブルー＆グリーン賞
2009年　SDレビュー2009 入選
2011年　京都デザイン賞2011 京都府知事賞
2012年　日本建築家協会関西建築家新人賞
2013年　京環境配慮建築物顕彰制度 優秀賞

「𩵋谷繁礼建築研究所」にて

モデル構築

　「今の時代にふさわしいモデルとなる事例をつくりたい。」

　そう語る𩵋谷氏の手掛ける建築には、社会への問いかけを行った痕跡が

幾層にも刻まれている。

　頭町の住宅は　路地奥の3軒長屋を1軒の住宅に改修した事例である。

　別々の住宅の玄関前路地空間を中庭とし、大胆に開かれた開口部により

室内・中庭・室内の関係がつながる魅力的な空間へと再構築されている。

　現在京都の町家は改修による利活用が盛んであるが、それを上回る数で

取り壊わしが行われている。町家復元に興味はなかったが、とどまること

なく取り壊されていく町家に歯止めをかけたい。既に数多くなされている

お金や時間のかかる町家復元ではなく、安く早く数多く改修することが、

今の京都に求められていると考える。そのため、町家の改修は不動産事業

者との協働で進められる。京都の新築物件の9割が事業物件であるため、

都市に関わる以上無視はできない。

　頭町の住宅のような路地奥の長屋は、現法規の接道条件を満たしておら

ず、新築ができないことから、空き家となった後は隣接する敷地に併合され、

マンションに変わるケースが多い。今回のようなやり方で建物を改修すれ

ば、建物のみならず京都特有の地割を残すことができる。3軒を1軒の住宅

にしたことで、引っ越してきた1軒を差し引くと、2軒の空き家が減り、

玉突きにならない空き家対策にも一役を買う。

　そして、再建築不可能な路地奥敷地は周辺より土地値が安い。富裕でな

くてもまちなかに新たに居住できるモデルとしたい、と思いを馳せる。

　頭町の住宅は、即座に買手希望者が5・6組集まったそうだ。このこと

が町家改修のモデル事例になり得る一番の証に感じた。

　学校で教鞭をとる顔をもつ𩵋谷氏は、その活動の中で都市のルールづくり

に着目した取り組みを行う。都市を調査し、あるべきヴィジョンを構築した

上で、その実現のためにどういったルールづくりを行えば良いかを学生達と

考える。都市を考える上で出来上がったルールに不平や文句を言うのではなく、

行政と一緒によりよいルールを考えることが重要であると考えるからだ。

　コンペから始まった「京都まちなかこだわり住宅」は、建売住宅のモデル

づくりに挑んだ建築である。

　建物を道路側に押し出し、壁面線を揃え、町並みとしての表をつくる。

一方で裏に隣家の庭と連担するように庭を配置し「表と裏をつくる」提案

を行う。こうすれば両側から光が入り風も抜ける、洗濯物も裏に干せる。

また奥の庭は垣根が低くなれば、住民だけの安全なコミュニティの場所と

なる。お年寄りと子供のコミュニティが生まれれば、保育所や高齢者施設の

不足問題に一役買えるのではないかと考える。集成材を壁柱にして3列に

並べた構造材は、外装・内装・調湿・断熱・防火の役割も担う。並べられ

た壁は自由に床を増築・減築できる上、内外仕上げそのものなので、仕上げ

の撤去という概念はない。現在の家族形態の変化に対応した、スケルトン

インフィルの強い形が提案されている。材料はできる限り地元材料を使う。

設計段階から山の状況を調べ、歩留まりのよいものを選ぶ。近いが故に

安く買えるという地産地消の姿を提案している。

　𩵋谷氏の建築は一手で様々な解をもつ、そんな印象を受けた。自分にし

かできないものを提案しなければならないが、同時にそれが特殊解ではな

くこれからの社会に普及する一般解としてありたいと語る。

　そんな𩵋谷流の次の一手はどんな解をもつ建築だろうか。

　今から楽しみでならない。
聞き手　　清原健史（安井建築設計事務所）
写真撮影　河合止揚



建築と社会■2013.748

第12回　読者と選ぶ

　　　「建築と社会」賞入賞発表
ȶ建築͂社会ȷ͂いう本誌͈趣旨ͅ
ふさわしい社会性・環境̈́̓ͅ配
慮した有意義̈́建築作品や建築ͅ
かかわͥ論文・記事̈́̓を顕彰す
ͥȃ選考ͅあたって͉Ȃ会員͈声を
反映しȂ広く開かͦた賞͂ すͥ ȃ

作品部門

西予市庁舎
〈2012年 1 月号〉

所在地―愛媛県西予市宇和町卯之町三丁目434番地 1
発注者―西予市
設計・監理―株式会社東畑建築事務所
施工―建築　戸田・東部・平野特定建設工事共同企業体
　　　電気設備　四電工　宇和島営業所
　　　空調設備　ダイキンエアテクノ　四国支店
　　　給排水衛生設備　重松兄弟設備

米井　寛　よねい・ゆたか
1984年　株式会社東畑建築事務所入社
現在　執行役員大阪事務所副所長
主な作品
武庫川女子大学総合薬学教育研究棟（2008年）
武田薬品研修所（2010年）
広島法務総合庁舎（2011年）

今野直史　こんの・なおふみ
1987年　株式会社東畑建築事務所入社
現在　大阪事務所設計部長
主な作品
吉野川市立山川中学校（2009年）
鳥取医療センター（2012年）
社会医療法人弘道会寝屋川生野病院（2013年）

三宗知之　みつむね・ともゆき
1998年　株式会社東畑建築事務所入社
現在　大阪事務所設計部主管
主な作品
京都市左京区総合庁舎（2011年）
大阪大学テクノアライアンス棟（2011年）

愛媛県南部に位置する西予市は、豊かな自然とすぐれた伝統文
化に恵まれた人口 4万 2千人のまちです。市庁舎は、JR予讃線
卯之町駅前の敷地に、 5町が合併して誕生した西予市の新しい
シンボルとして計画されました。
高齢化と過疎化が進む地域にあって、私たちは、市民の利便性
向上に最大限配慮するとともに、災害に強く、環境に配慮した
庁舎を目指しました。特に、市民の「居場所」となり、イベント
開催などの交流活動のスペースとなるパブリックスペースとし
て、庁舎前の「大庇」やエントランスホールと連続する「市民
ロビー」を計画しています。
西予市は「宇和檜」などの森林資源に恵まれ、内部空間に西予市
産木材をふんだんに用いた「木の庁舎」としています。圧縮、
防火等の加工技術により、床、壁、天井の仕上げだけでなく、
カウンターや議場の照明器具なども地域産材を用いたデザイン
としました。
また、西予市「バイオマスタウン構想」の一環として、木質
ペレットを使用した冷温水発生器による空調システムを庁舎の
一部に採用しています。

撮影　時空アート
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作品部門

京都銀行茨木ビル
〈2012年 4 月号〉

JR茨木前に建つ銀行支店とテナントオフィスの複合ビルです。京都銀行の
拠点である京都の町家をその構成に参照し、大阪と京都を結ぶ宿場町であった
茨木の伝統的な千本格子をファサードに参照することで、京都と茨木の歴史を
深層／表層的に重ね合せるデザインを目指しました。
京町家の坪庭や通庭を立体的に翻訳し、都心部の隣地建物に囲まれた「うなぎ
の寝床」でありながら積極的に自然環境を取り入れることを意図しました。
北側に坪庭、西側には隣地建物に囲まれたヴォイドを穿ち、通庭に見立て、その
「庭」によって柔らかい自然採光と通風が可能になります。またリフレッシュ
バルコニーや屋上庭園を設置し、直接外気に触れる空間も組み込みました。
ベイスギの千本格子はRCの庇と組み合わさり、日射による熱負荷を低減する
と共に、無機質なオフィスに質感を与え、庇の影とガラスの反射と重なり
合い、奥行きあるファサードを重層的に演出します。

長谷川淳　はせがわ・じゅん
1984年　株式会社竹中工務店入社
現在　大阪本店設計部　設計第7部長
主な作品
アシックス本社東館（2009）
立命館大学BKCインテグレーションコア他（2010）
立命館大学衣笠新体育館（2013）

松本伸洋　まつもと・のぶひろ
1992年　株式会社竹中工務店入社
現在　大阪本店設計部設計グループ長
主な作品
ハービスエント（2004）
御影クラッセ（2008）
武庫川女子大学栄養科学館（2011）

藤原浩士　ふじわら・こうじ
1994年　株式会社竹中工務店入社
現在　大阪本店設計部
主な作品
堂島クロスウォーク（2008）
ジオタワー宝塚（2010）

所在地―大阪府茨木市西駅前町5番 1号
建築主―株式会社京都銀行／京友商事株式会社
設計・監理―株式会社竹中工務店
施工―株式会社竹中工務店

伊藤剛　いとう・ごう
2003年　株式会社竹中工務店入社
現在　大阪本店設計部
主な作品
西宮ガーデンズ（2008）
京都銀行茨木ビル（2012）

撮影　古川泰造
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作品部門

ヒガシマル食品　新工場
〈2012年12月号〉

所在地―兵庫県たつの市龍野町日飼188
建築主―ヒガシマル食品株式会社
設　計―KAJIMA DESIGN
監　理―鹿島建設株式会社関西支店品質監理一級建築士事務所
施工者―鹿島・進藤共同企業体

吉野博史　よしの・ひろし
1988年　鹿島建設入社
現在　関西支店建築設計部担当部長
主な作品
虎屋 京都工場
大鵬薬品工業 北島工場

細田尚宏　ほそだ・なおひろ
1996年　鹿島建設入社
現在　関西支店建築設計部主査
主な作品
生長会 府中病院西館
佛教大学 二条キャンパス1号館

計画に先駆けて、我々は龍野のまちに 3つのエリアからなる歴史軸を見出
しました。
・「歴史」：豊かな緑を背に、城下町として栄えた歴史的まちなみエリア
・「近代」：ヒガシマル醤油第一工場を中心とした近代の表情が残るエリア
・「未来」：駅前周辺整備事業の進むこれからのまちなみエリア
そして今回の計画地をその「歴史・近代」と「未来」の間と位置付け、
プログラムを展開しました。
例えば、「歴史」エリアからは切妻屋根や白壁といった伝統的要素を継承
し、「近代」エリアからはレンガタイルやRC打ち放しといった素材的要素
を取り込みました。そして、「未来」に対して、新しいまちなみの指針と
なるデザインを試みました。
このように「伝統」と「革新」の共存をテーマに、街づくりに貢献する
工場を計画しました。

北西側外観

西側構内道路夕景

南側公開空地

撮影　野口兼史（K，s Photo Works）
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－いま思うこと－

　今、構想中の小さな礼拝堂の、内部空間のス

ケッチの手を休めて、パステルの色のついたまま

の指で鉛筆を持って、この文章を書き始めました。

　「光」は、建築空間の本質ですし、「窓」は、

それを建築として形づくる時の、最も大切な

要素ですから、「光と窓」について考えること

は、建築家については、常に大きな喜びです。

そのことについて、私なりに、設計しながら、

本を読みながら、あるいは旅をしながら、折

にふれて考え続けてきたことを、「建築と社会」

誌上に書かせていただいたことは、とても嬉

しいことでしたが、その上に、その文が賞に

選ばれることは、誠に光栄なことです。

　人として、この世に生を与えられて七十五

年、建築設計を自分の道と選んで五十年、今

ここで改めて思うことは、建築という芸術

（技術）が、天上から私達の上に降り注ぐ、太

古の昔から変わらぬ光の中で成立している芸

術だ、というこの単純明快な本質です。

　この世は、確かに、絶えず変わり動いてい

きます。その変動は、益々激しくなっている

かもしれません。だから、建築も、そして人

間も、それに応じて変っていかなければなら

ないと主張する声も大きく聞こえます。しか

し、変化する世なればこそ、建築は、変わら

ぬものの上に立ち、続いていくものを見つめ

つつ、作っていかねばならない、と私は思い

ます。そういうことを、もう一度、これを機

会に、しっかり考えてみたいと思っておりま

す。私の小論に目をとめて下さった選考者、

並びに誌者の方々に心から御礼申し上げます。

論考部門

建築と窓〈2012年 7 月号〉

香山壽夫
　働き盛りの49歳の時、阪神・淡路大震災が

起きました。そして、私の人生が変わりまし

た。この震災以降、災害の問題を議論すると

きに、いつも被災者がその中心に位置するよ

うになりました。そして、防災・減災の研究

は実践的であらねばならないと確信し、この

評価が、いつも頭の片隅に位置するようにな

りました。そして、防災・減災に関係するこ

とであれば、何にでもチャレンジするという

姿勢を続けてきました。

　あの 3月11日、神戸の兵庫県公館で朝か

ら、阪神・淡路大震災記念　人と防災未来セ

ンターが主催で、東海・東南海・南海地震に

関するシンポジウムをやっている最中に、東

日本大震災が起こりました。天井のシャンデ

リアやスクリーンの揺れから、「どこか遠くで

プレート境界地震が起こっている」と判断し、

すぐに講演を中止しました。そして、翌日、

宮城県に先遣隊を派遣し、センターは 6カ月

間、被災地支援に奔走しました。

　私自身もその激動に身を置きながら、政府の

復興構想会議や専門調査会で、将来の「想定

外」災害にどのように備えるのかに関する意見

を述べてきました。その姿勢は、その後設けら

れた防災対策推進検討会議や、防災対策実行会

議でも継続しています。わが国の防災、減災

対策の基本理念となった「想定外を繰り返さ

ない」ために、災害を取り巻く“リベラル・

アーツ”と“テクノロジー”の知識を総動員す

ることが求められています。そのときまとめた

一論考が受賞対象になりました。私にとってま

さに「想定外」であり、感謝にたえません。

論考部門

『想定外』を繰り返さない
〈2012年 8 月号〉

河田惠昭
　「残すことはつくること」は20年来の私の

保存論だが、建築家の一部からの評価をいた

だいているものの、建築史関係者からの理解

は得られないままなので、今回の受賞には驚

くとともに、背中を押していただいたと感謝

している。

　私は日本近代建築史の研究者で、｢伝統｣ と

か「空間」｢文化｣ など、建築に関わる概念と

デザインとの関係を中心に研究してきた。た

とえば、建築家が「日本的なもの」をどう考

え、どのように表現してきたかとか、｢空間｣

という概念がいつ頃日本に導入され、それに

よって建築の見方がどう変わったかというよ

うなことであり、言説の真偽によりも、その

言説を成り立たせる枠組みのほうに関心を寄

せるということである。

　 ｢保存｣ についての関心もその一環である。

私は ｢保存｣ には正解はないと考えている。

それは矛盾に満ちた概念で、近代特有の制度

が反映した政治的な概念でもある。そこにど

のような意味を見いだせるかが、私が考え続

けてきた問題で、それに対する私なりの答え

が ｢残すことはつくること｣ なのである。

　近年、モダニズムの建物が部分保存や外壁

保存というかたちで残される例が見られはじ

めた。私はそれに対して危惧を感じている。

それは80年代からの景観行政を無批判に踏

襲しただけで、モダニズムの建築的・建築史

的価値が軽視されているからである。｢保存｣

に、より多くの意味を見出すことがいま求め

られていると思う。

論考部門

歴史的建造物の保存活用
－残すことはつくること－

〈2012年11月号〉

藤岡洋保

香山壽夫　こうやま　ひさℷ
ĲĺĴĸ年東京生まͦȃ 東京大学教授Ȃ 明治大学教授Ȃ

放送大学教授Ȃ 聖学院大学特任教授経てȂ 現在͉香

山壽夫建築研究所所長ȃ 東京大学名誉教授ȃ 主̈́作

品͉彩͈国さいたま芸術劇場Ȃ 熊野本宮館Ȃ 東京大

学伊藤国際学術研究センター̈́̓ȃ 主̈́受賞͉日本芸

術院賞Ȃ 村野藤吾建築賞Ȃ 日本建築学会賞Ȃ アメリ

カ劇場技術協会賞等ȃ

河田惠昭　ℸわた・よ⅄あき
Ĳĺĵķ年大阪府生まͦȃ 京都大学教授Ȃ 防災研究所長

を歴任しȂ 同名誉教授ȃ 現在Ȃ 関西大学社会安全研

究センター長 ・教授および阪神 ・淡路大震災記念ȁ人

͂防災未来センター長 Ȫ兼務ȫȃ 日本自然災害学会長

を経てȂ 現在Ȃ 日本災害情報学会長ȃ 防災功労者内

閣総理大臣表彰Ȃ 国連SASAKAWA防災賞̈́̓を受賞ȃ

藤岡洋保　ふⅅℷℸ・ひろやⅆ
ĲĺĸĴ年東京工業大学工学部建築学科卒業ȃ 同大学

修士課程 ・ 博士課程Ȃ 明治大学工学部助手を経てȂ

ĲĺĹĵ年東京工業大学助教授ȃ Ĳĺĺķ年東京工業大学

教授͂̈́ͥȃ 現在͉東京工業大学大学院理工学研究

科教授ȃ 主̈́受賞ͅȂ 東京工業大学教育賞 ȪĳııĴȫȂ

燈光会表彰 Ȫ灯台史研究ȫ ȪĳııĵȫȂ 日本建築学会

賞 Ȫ論文ȫ ȪĳıĲıȫ 等ȃ
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田中ȁ̷͉ͦ́Ȃ第じす回読者͂選͐ȶ建築͂

社会ȷ賞͈選定ͬ行い̹い͂思い̳͘ȃ̭͈

賞͉作品部門͂論考部門͈ す͈̾部門ͅ分̥

ͦ̀い̱̀͘Ȃ選定͉各部門 じ～ せ点Ȃȶ建築

͂社会ȷ͈趣旨ͅ͏̯わ̱い社会性͂環境性

̈́̓ͅ配慮̱̹͈ͬ͜選ͭ́い̧̹̺̳͘ȃ

第じす回͈選考対象͉平成すせ年 じ ごじす月号͈ȶ建

築͂社会ȷͅ掲載̯̹͈̳ͦ́͜ȃ編集委員

会́ じ次審査̱ͬ̀い̧̹̺Ȃ作品部門じじ作

品Ȃ論考部門じし作品̦ΦηΥーΠ̯ͦ̀い͘

̳ȃ作品部門͈選定͈場合Ȃ誌面̥͉ͣ́写

真͈ͺンΈσ͞撮ͤ方́ͼιーΐ̦違̧̽̀

̳̱͘Ȃȶ建築͂社会ȷ賞́重視̱̀いͥ社会

性͞環境性̭͈ͬ写真̥ͣ語̥ͣͦͥȂ΋ι

ンΠ̥ͣ理解̧̥́ͥ̓う̥͂い͈̦難̱い

̳͇́ȃ

■作品部門

田中ȁ じ次審査́投票数̦̓う̹̥̮̈́̽覧

̈́̽̀ͅい̹̺い̹͂思う̳̦ͭ́Ȃ選考委

員͈視点̥ͣ話̱ͬ̀い̧̹い͂思い̳͈͘

́ȂτΫνー̳̥̹̻ͥ́ΦηΥーΠ̯̹ͦ

作品̾ͅい̀΋ιンΠͬ交わ̱̀い̧̱͘͡

う̥ȃ作品部門̾ͅい͉̀主ͅ実際ͅ作品ͬ

見̹ͣͦ͂いう髙砂先生͞井上先生͈̮意見

ͬ参考̱̦̈́ͣͅ進͛̀い̧̹い͂思い̳͘ȃ

ȶ西予市庁舎ȷ͈作品̾ͅい̀い̥̦̱́͡う

̥ȃ

髙砂ȁ̭͈作品͉残念̦̈́ͣ見ͅ行̫̥̈́̽

̹̳̦ͭ́Ȃ建物自体͉特殊͈͉̈́́̈́͜

い̳͇́ȃ地元͈木材ͬ待合υΫーȂ議場ͅ

使̽̀い͈̦ͥ特徴̺͂思う̳ͭ́͢ȃ̷͈

部分͉́社会性̦あ̥ͥ̈́͂思い̳̦͘Ȃ環

境͈͒配慮͉特ͅ無̥̹̽気̦̱̳͘ȃ

田中ȁ庁舎建築͉社会性͞市民開放͈意図̦

当然あ̧͓͈ͥ́͜Ȃ事例͉多数あ̳͇ͤ͘ȃ

井上ȁ木材系̦使わͦ̀い͈͉͉̺̱ͥͤ͞Ȃ

̷ͦͬ無視̳͈͉ͥ難̱い̥̈́͂思い̳͘ȃ

谷口ȁ西予市͈γーθβーΐ́平面図ͬ見̀

い̳̦ͥͭ́Ȃ見ͥ͂正面写真͈右手͈建物

̦健康保険ΓンΗー̱́̀Ȃ̷̭͈͂接続ͬ

̥͇̹大庇̈́̽̀ͅい̳͘ȃ建築的ͅ言う͂

έ͹΍ーΡ͈ΟΎͼンͬ落̱̱͂̀̽̀͘い

̳̫ͥͭ́̓Ȃ̷̭͈ͦ́大庇͈仕掛̫̦あ

͈̺̹ͥ̽ͣいい̈́͂思い̳͇͘ȃΟΎͼン

ͬ崩̳̭͂ͬあえ̱̦̦̹̀̈́ͣͭ͊̽͂い

う感̲̳͇́ȃ

髙砂ȁ庁舎̥ͣ健康保険ΓンΗーͅい̫ͥ͢

う̱̹̳͇ͭ́ͅȃ̷̭ͬȶ市民υΫーȷ͂

呼ͭ́いͥ͢う̳́ȃ空間̱͂̀連結̱̀生

͙出̱̹͂いう͈̦社会性͂いう̥地域ͅ開

̥̹̩ͦ̾ͤ方̳͇́ȃ説明ͅ対̱̭̀うい

う図面ͬ載̵̧͓̳ͥ́ȃͼιーΐ̧́ͥ͢

うͅȃ

田中ȁ̧̳̽ͤ͂嫌味̩̈́洗練̯̹ͦ感̲̦

あ̳͇ͤ͘ȃ

田中ȁȶ京都銀行茨木Ϋルȷ͉い̥̦̱́͡

う̥ȃ

髙砂ȁ京都͈町家ͬΫσͅ置̧換え̹建物́

̳͇ȃ通常͉Ϋσ͂Ϋσ͈間͉隙間̦無いͭ

̴̳̫̭͉́ͦ̓ͦ̽͂͜上́͘隙間ͬ設̫

̀いͥȃ町家͈͢うͅΫσ͈̥̈́ͅ光̦入ͤ

込͚工夫͉評価̧͈͉́ͥ́̈́い̥͂思い͘

̱̹ȃ木͈格子̹̩̯ͬͭ使̽̀い͈ͥ́柔

̥̯̦ͣあ̳͇ͤ͘ȃ

田中ȁ大̧̈́建物͉́無い̳̦́Ȃ΂έͻΑ

Ϋσ͈一͈̾κΟσ̩ͬ̾̽̀いͥ要素̦あ

͈̥ͥ̈́ȃ光͞空気͈流ͦͬ取ͤ入̹ͦͥ͛

ͅ木ͬ意匠的ͅ取ͤ入̻ͦ̀͘並͙ͬ作̽̀

いͥȃ̱̥͜κΙーέ̦Ȃ伝統的̈́町家̥ͣ

発想̱̹͈ͬ͜横͉̩́̈́̀縦ͅ繋い́い̩

͈̦面白いȃ̧̭̦́ͦ͊ͦίυΛΠΗͼί

̈́̽̀ͅ地域͈中́繋̦̽̀い̩͢う̈́仕掛

̫ͬ̽͂̽͂͜͜出̯ͦͥ͂良い͈̥̈́͂思

い̱̹͘ȃ

髙砂ȁ庇̦あ͈̦̥̹̳͇ͥ̽́͢ȃ

田中ȁ̷う̳͇́ȃ̭͈水平͈ρͼン̦良̥̽

̹̳͇́ȃ

谷口ȁ京都͈̈́́ȂȨ͖̾庭ȩͬ言̽̀い͈ͥ

̦ȂȶαΗ̈́͞ȷ͂思い̱̹͇͘ȃȪ笑いȫ

井上ȁ木材̦構造的ͅ関係̱̀い̈́い͈̦気

̳͇̈́ͤ͘ͅȃ外装ͅ木材ͬ使̧̹̽͂ͅ経

年変化̥̈́ͭ̓う̳̥̈́ͭ́？色̥͂ȃ

谷口ȁιンΞ΢ンΑ͉大変̱́͡う͇ȃ

髙砂ȁ΄ρΑ͈内側ͅ入ͦ̀い͈ͥ́ιンΞ

΢ンΑ̦出来ͥ͢うͅ考え̀い͈̱ͥ́͡うȃ

田中ȁ΄ρΑ͈内側ͅ入ͦͥ手法͉海外́͜

事例͙̳͇ͬ͘ą̭̑ͦいͅ手馴ͦ̀纏͛ͣ

ͦ̀いͥ̈́͂思い̳͇͘ȃ

田中ȁȶΪガシマル食品　新工場ȷ͉̓う́

̳̥ȃ

髙砂ȁ̭͉ͦ良̥̹̳͇̽́ȃ敷地͉広̩Ȃ

駅͈近̩̳̫̦̈́ͭ́Ȃ周͉ͤ住宅地́Ȃ̷

͈ͦͣ住宅ͅ配慮̱̀Ȃ建物ͬ出来̺̫ͥ真

ͭ中̵̀͢ͅΜͼンΗワー͙̹いͅˎ̾高い

建物ͬ建̀Ȃあͤ͘周囲ͅ圧迫感ͬ与え̈́い

̩̾ͤ方̱ͬ̀いͥȃ周囲͉出来̺̫ͥ緑́

囲̱̤̽̀͘う̱͂̀い̳͘ȃ木͈σーΨー

̦あ̳̦ͥͭ́Ȃ西日ͬ遮̹͈̥ͥ͛̈́͂最

初思̹̳̦̽ͭ́Ȃ̭̭͈人ͅ聞̩͂周͈ͤ

住宅̦見͈ͣͦͥͬ嫌̦͈ͣͦͥ́視線ͬ

΃ΛΠ̳̹ͥ͛大̧̈́σーΨーͬ使̽̀いͥ

͂いう̭̱̹͂́ȃ̭͈ΜͼンΗワー͉べな造

́Ȃ̭͉ͦ音ͬ外ͅ漏̯ͣ̈́い̹̺͛͂いう

説明ͬい̧̹̺̱̹͘ȃ

田中ȁ環境͈̭͂͂̀͜͜意識̯ͦ̀い̀Ȃ

今回͈賞ͅ値̳͉ͥ͌͂̾́̈́い̥̈́͂思い

̳͇͘ȃ嫌味̦無̩̀ΑΛ΅ς̱̀い̳͇͘ȃ

髙砂ȁ醤油̩͉̿ͤ地場産業̳̦́Ȃ̷͈̹

͈͛湧水ͬȂ提供公園͉́流̱̱̱̽͋̈́ͅ

̀い̱̀͘Ȃ̭͈会社͈ͼιーΐͬ出̳̩̾

ͤ̈́̽̀ͅい̳͇͘ȃ

田中ȁ商品紹介ȂΆλρςー͉̈́̓あ̱ͤ͘

̹̥ȃ

髙砂ȁ昼休͙́見̵̱̹̦ͦͭ́͘Ȃ少̱͉

展示̦あ̳ͤ͘ȃ工場͈様子͉室外̥ͣ見学

̷̧́う̳́ȃ

田中ȁ工場̱̹ͣͅい̭ͧͭ̈́͂ͬ意識̱̹

̩̳͇̾ͤ́ȃ

谷口ȁ̭̻̽側ͅ立̽̀いͥ建物͉͂繋̦̽

̀̈́い̳̥ͭ́ȃ

髙砂ȁασΠ΋ンαͺー́繋̦̽̀い̳͇͘ȃ

̭̻͉ͣ流通ρͼン̳́ȃ

井上ȁΏンιΠςー́真ͭ中ͅ立̽̀いͥわ

̫͉́̈́い̳͇ͭ́ȃ

田中ȁ配置図̥図面̦欲̱い̈́ȃ

井上ȁΪ΄Ώζσ͉う̩͘土蔵ͬκΙーέͅ

̨̨̱̀ͤͤ΅ΛΙν̲̈́͝い̭͂ͧ́͂͛

̀いͥ上手̯͙̹い̭̦̈́͂ͧあ̽̀Ȃ̱̥

͜今流行͈木材ͬ使̽̀い̀う̩͘解決̱̀

いͥ̈́͂思う͈̭͉́ͦ異論̈́い̳͇́

田中ȁいい評価ͬ頂̧̱̹͘ȃ

■論考部門

井上ȁ͈̓号͜特集̱͂̀͂̽̀͘͘い̀面

白い̳́͢ȃ

田中ȁ窓͈特集̈́ͭ̀面白̥̹̳͇̽́ȃ

全員ȁ面白̥̹̳͇̽́ȃ

田中ȁ香山先生͈ȶ建築と窓ȷ͉Ȃ じ次審査

͉́評価̦一番高い̳͇́ȃ同̲特集͈小林

̯͈ͭȶフェルメールと窓ȷ͜Ȃ普通͈建築

͈話͂違̽̀έͿσιーσ͈作品ͬ通̱̀窓

ͬ語̽̀い͈͉ͥ面白い̳͇́ȃ

髙砂ȁέͿσιーσ͈絵̥ͣ当時͈建築̦̓

う̺̹̥̽͂いう̭͂ͬ書̥ͦ̀い͈ͥ́興

味̦あ̳ͤ͘ȃ

田中ȁ最近͈ȶ建築͂社会ȷ͈記事͉羅列的

͂いう̥΀ΛΓͼ風ͅ書̵̥ͦͥい̥Ȃ読͙

審査講評

第12回読者と選ぶ
「建築と社会」賞

☆審査会☆
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終わ͈̽̀余韻͞文章ͅ΀ΥσΆーͬ感̲̈́

̩̀Ȃ新̱い発見͞驚̧ͬ受̫ͥ記事̦欲̱

い͂常々思̽̀い̹̳̦ͭ́ȂέͿσιーσ

͈記事͉̹い͒ͭ良̥̹̳͇̽́ȃ香山先生

͈場合Ȃ原点わ̧̥ͤ̽̀い̺̫ͥͭ̓重͙

͈あͥ纏͛方̯ͬͦ̀い̳͘ȃ

髙砂ȁ̭͉ͦ総論͂各論͈違い̳́͢ȃ

田中ȁȶ想定外ͬ繰り返さないȷ͈河田先生

͈記事͉い̥̦̱́͡う̥ȃ

井上ȁ減災ͅ関̱͉̀Ȃ̓う̱̀͜愚痴̩̽͗

̱̈́̽̀͘い̳͇͘͢ȃ

髙砂ȁȨ̓う̱̀積極的ͅ減災͈͒取組͙̦

̧́̈́い͈̺ͧう̥ȩ̳̥͇́ȃ

田中ȁ̷͉ͦあͥ意味面白い̳͇́͢ȃ

井上ȁ̭͈特集͈各論 せ以降͉具体的̭̈́͂

ͬ書̥ͦ̀い̀僕͉面白い̈́͂思う̳̫ͭ́

̓Ȃ じ次審査͈評価͉低い̳͇ͭ́ȃ事例ͬ

̱̥̽ͤ押̯え̀い̀役ͅ立̾͂思う̳̦ͭ́ȃ

田中ȁ藤岡先生͈ȶ歴史的建造物の保存活用ȷ

͉Ȃい̥̦̱́͡う̥ȃ

髙砂ȁ̩͢纏̽̀͘い̳͇͘ȃ

井上ȁ じ次審査͉́票͉入̽̀い̈́い̳ͭ́

̦Ȃ ず月号͈東海支部特集͈ȶ賢人̹̻͈夢

͙̹空間ȷȪ執筆：河田克博ȫ͉名古屋͈建築

家͈系譜͙̹い͈̈́ͬ͜纏͛̀い̀貴重̈́気

̦̳̳̫ͥͭ́̓ȃ明治村͜飯田喜四郎先生

̦明治村ͬ開創̧̳͈̭̩̮ͥ͂͂ͬ͢存知

́書̧残̱̩̀ͦ̀い̀貴重̳̫͇̈́ͭ́̓ȃ

田中ȁ実際読ͭ́ȶいい̈́ȷ͂思う論考͂ じ

次審査͈́͘経緯̦あͤ͘ςン·̱̀̈́いȃ

̭͈ΆλΛίͬ̓う合理的ͅ説明̳̥ͥȂ答

えͬ出̳̥Ȃ難̱い̴̈́͂̽͂考え̀いͥͭ

̳̫͇́̓ȃ

田中ȁいͧいͧ意見̦出̧̀̀い̳̦͘各自

す こ ず点挙̬̭̱̱ͥ͂͘͡ͅうȃ

髙砂ȁȶέͿσιーσ͂窓ȷḀ̷̑ͦͣȂȶ歴

史的建造物͈保存活用ȷȂȶ建築͂窓ȷȃ

井上ȁȶέͿσιーσ͂窓ȷ͂ȶ歴史的建造

物͈保存活用ȷȃず点目̴͉͚̥̱い̈́ȃ

谷口ȁȶ建築͂窓ȷȂȶ歴史的建造物͈保存活

用ȷȂ三浦先生͈ȶ高齢者͈住͘い͂取ͤ巻̩

制度͈現状͂課題ȷȃ

田中ȁȶ歴史的建造物͈保存活用ȷȂȶ建築͂

窓ȷ̥ȶέͿσιーσ͂窓ȷ̳̦́Ȃ͜う͌

͂ͤ河田先生͈ȶȸ想定外ȹͬ繰ͤ返̯̈́いȷ

̱́͡う̥ȃ

井上ȁ͙̯̦̈́ͭ挙̬̹͈͙ͬͥ͂歴史系ͅ

̳͇̈́ͤ͘ȃ

田中ȁ̷ういう意味̥ͣい̹̽ͣ窓̥ͣ す̾

̳͇́ͭ͜ȃ

井上ȁ建築̦直面̱̀いͥ現状ͬ無視̱̀い

ͥ͂いう̥歴史ͅ逃̬̀い̥ͥ̈́Ȫ笑いȫȃ減

災̥͂高齢化̥͂入̹͕ͦう̦いい͈̥̈́ȃ

社会性͂環境性̳͈͇́͜ȃ

田中ȁ̷ͦ́い̩͂ȶȸ想定外ȹͬ繰ͤ返̯̈́

いȷ͉̓う̳̥́ȃ

田中ȁ先̴͉ȶ建築͂窓ȷ͂ȶέͿσιーσ

͂窓ȷ̳̦̻̥́̓ͣͬ選͍̱͘͡うȃ ず点

͈う̻ す点̦同̲特集̥ͣ͂̈́ͥ͂偏̳ͤ͘

̥͇ͣȃ決͛方̱̱͂̀͘Ȃ̭͈ せ人͈意見

一致̦大事̺͂思う̳̫ͭ́̓Ȃ じ次審査́

点数̦多̥̹͈̽ͬ͜尊重̱Ȃ̷ͦͬ踏͘え

̹うえ́判断̳ͥ͂いうΨρンΑ͜い̥ͥ̈́Ȃ

͂思い̳͇͘ȃȶ建築͂窓ȷ͂ȶέͿσιーσ

͂窓ȷ͉́ȶ建築͂窓ȷ͈方̦Ȃ票数̦多̩

読者ͤ͢ͅ支持̯ͦ̀い̳͘ȃȶȸ想定外ȹͬ

繰ͤ返̯̈́いȷ͜指示̯ͦ票ͬ取ͣͦ̀いͥȃ

ȶ歴史的建造物ȷ͜票数̦多い̷͈́ͦ͜妥当

͈̥̈́̈́͂ȃ̷ͭ̈́ΨρンΆい̥̦̱́͡

う̥ȃ

髙砂ȁ地震関係͉́ȶ減災͈視点̥͈ͣΕー

ΏλσΟΎͼンȷ͜票̤̳ͬ͂̽̀ͣͦ͘͢ȃ

谷口ȁ地震関係́い̩̈́ͣ想い̦伝わ̩̽̀

͈͉ͥ河田先生̳͇́ȃ

田中ȁい̥̦̱́͡う̥ȃ特̮ͅ意見̦̫̈́

ͦ͊以上͈ ず点́決定̵̯̀い̧̹̺̹い͂

思い̳͘ȃ

＊

田中ȁ今回ͬ通̱̀感̲̹̭̳̦͂́Ȃ選͊

ͦ̀い͈͉ͥ総論Ȃ各論͂固̹̽͘ιΐλー

̭̳̈́͂ͧ́ȃ東海支部特集͉́地域̥͂街

̩̿ͤȂ社会ͬ意識̱̹τεーΠ͞大学͈研

究室͈活動τεーΠ̦あ̱̹̦ͤ͘Ȃ̭͈͢

う̈́記事ͬ対象̱̹ͅȶ賞ȷ̦あ̽̀͜いい

̵̥̱͇ͦͭ͘͜ȃ各大学͈先生方̽͂͜ͅ

ȶ建築͂社会ȷͅ目ͬ向̫̀い̹̺̫ͦ͊Ȃ将

来会員̥̱̈́ͥͦ̈́͜い学生̦ȶあ͈時頑

張̹̽ȷ͂思えͥ͢う̈́足跡ͬ残̵ͥȃ̹͘Ȃ

地域́取ͤ組ͭ́いͥ活動ͬ活性化̳̹ͥ͛

̧͈̥̫̽ͬ作̽̀あ̬ͣͦͥȃȶ建築͂社

会ȷ̦̭ういう活動͈発表͈場͂̈́ͥ͂いう

視点̦あ̽̀͜いい͈̥̈́͂思う̳̫ͭ́̓Ȃ

い̥̦̱́͡う̥ȃ是非今後͈検討課題̱͂

̀い̧̹̺̹い̳͇́ȃ

審査会風景

■第12回読者と選ぶ「建築と社会」賞
　選考会
日時　2013年 4月22日（月）

　　　13：00～17：00

場所　日本建築協会会議室

選考委員

委員長　田中直人／島根大学大学院特任教授

委　員　井上雅人／武庫川女子大学講師

　　　　髙砂正弘／和歌山大学教授

　　　　谷口与史也／大阪市立大学教授

○1次選考結果
［作品部門－11点］
・西予市庁舎（1月号掲載）
・ケントク本社ビル（2月号掲載）
・浜松信用金庫湖東支店（3月号掲載）
・ トヨタ紡繊猿投開発センター 2号館（ 3月
号掲載）
・京都銀行茨木ビル（4月号掲載）
・フェリス帝塚山（5月号掲載）
・甲南女子中学校・高等学校（7月号掲載）
・ 京都産業大学壬生校他むすびわざ館および
付属中学校・高等学校（7月号掲載）
・正導会教団神野修行所（10月号掲載）
・ヒガシマル食品　新工場（12月号掲載）
・J-GREEN堺 DREEAM CAMP（12月号掲載）

［論考部門－10点］
・ 東日本大震災から学ぶ教訓と課題／室﨑益
輝（1月号掲載）
・ 広州花都文化芸術センター／遠藤秀平（ 5
月号掲載）
・ ネパールの学校建設現場も進行中／野田隆
史（5月号掲載）
・建築と窓／香山壽夫（7月号掲載）
・フェルメールと窓／小林頼子（7月号掲載）
・ 『想定外』を繰り返さない／河田惠昭（ 8
月号掲載）
・ 減災の視点からのソーシャルデザイン／室
﨑益輝（8月号掲載）
・ 高齢者の住まいを取り巻く制度の現状と課
題／三浦研（10月号掲載）
・ 歴史的建造物の保存活用－残すことはつく
ること－／藤岡洋保（11月号掲載）
・ 宇宙エレベータの構造～宇宙大量輸送機関
～／大野修一（12月号掲載）

● 本選考会では 1次選考でノミネートされた
全作品について審査されましたが、ここで
は選定された作品部門 3点、論考部門 3点
を主に取り上げ掲載しています。
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①マリー・アントワネット物語展

マリー・アントワネットは、その美貌と気品
で熱狂的に愛され、そして憎まれながら37
歳の若さで革命の波に飲み込まれ露と消えて
いった18世紀フランスの王妃。本展では、王
妃として華やかで優雅な宮廷生活を送りなが
らも、妻として、母として悩み、最期はひと
りの女性として毅然と散っていったアントワ
ネットの一生を貴重な作品でたどるとともに、
洗練されたライフスタイルやファッションに
代表される彼女の愛した“美”に焦点をあて
る。パリ市立カルナヴァレ博物館、ナポレオ
ン財団のほか、彼女とゆかりのあるフランス
名門貴族が代々受け継いできた家宝を含む約
120件の貴重な史料を通して“マリー・アント
ワネットの物語”を紹介する。
期　間　7月6日（土）～9月1日（日）
　　　　 10：00～18：00
　　　　 金・土曜日は20：00まで
　　　　（入場は閉館30分前まで）
休館日　月曜日（7/15は開館）、7/16
会　場　兵庫県立美術館　ギャラリー棟3階
　　　　神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1
　　　　TEL.078-262-0901
観覧料　一般1,300円、大学生900円、
　　　　高校生・65歳以上650円、
　　　　中学生以下無料

エリザベト・ルイーズ・ヴィジェ・ルブラン《王妃
マリー・アントワネットと子供たち》1786-1787年
ジャン・ド・ベアルヌ伯爵蔵
ⒸLa Vie de MARIE-ANTOINETTE 2012-13

②特別展
　ヱヴァンゲリヲンと日本刀展

一般社団法人全日本刀匠会事業部と劇場版ア
ニメ「ヱヴァンゲリヲン新劇場版」とのコラ
ボレーション企画。新進気鋭の現代刀匠たち
が「ヱヴァンゲリヲン新劇場版」の世界から
インスピレーションを受けて挑んだ新作刀

を展示。エヴァンゲリオンの基本装備の一
つ〈プログレッシブナイフ剣型〉、エヴァンゲ
リオン初号機頭部の厚い装甲をヒントにした
〈エヴァンゲリオン初号機型兜〉、ダマスカス
鋼による〈ロンギヌスの槍〉など、日本刀の
新たな世界を紹介する。武器としてだけでは
なく、美術的、精神的な存在としても人々に
大切にされてきた日本刀。この展覧会によっ
て、21世紀を生きる私たちが未来に残す伝統
の形を再確認する。
期　間　7月3日（水）～9月16日（月・祝）
　　　　9：30～17：00
　　　　金曜日は20：00まで
　　　　（入館は閉館30分前まで）
休館日　火曜日
会　場　大阪歴史博物館6階　特別展示室
　　　　大阪市中央区大手前4-1-32
　　　　TEL.06-6946-5728
観覧料　一般800円、高大生600円、
　　　　中学生以下無料

ロンギヌスの槍　2012年　刀身：三上孝徳（刀匠
名　貞直）　橋本庄市

③2013年NHK大河ドラマ　特別展
　八重の桜

2013年のNHK大河ドラマは、会津出身の新島
八重の生涯を描く。八重は、会津藩の砲術師
範であった山本権八・佐久の子として生まれ
た。1868年の戊辰戦争時には鶴ヶ城に籠城し、
自らも銃をとって男性と共に奮戦する。会津
藩の敗戦後、八重は兄の山本覚馬を頼って京
都に移り、半年後、京都最初の女学校「女紅
場」の教師となる。その傍らで英語や聖書も
学び、1875年、アメリカ帰りで後に同志社の
創立者となる新島襄と出会い、翌年に結婚。
男女の平等を望み、レディファーストを貫く
八重の生きざまを、襄は「ハンサム」と評し
た。本展は、NHK大河ドラマ「八重の桜」と
連動して、同時代の資料や新島八重ゆかりの
品々を紹介する。戊辰戦争の敗戦から立ち上
がる人々の姿を通して、復興へのメッセージ
を伝える展覧会。
期　間　7月13日（土）～9月1日（日）
　　　　10：00～18：00
　　　　金曜日は19：30まで
　　　　（入場はそれぞれ30分前まで）
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休館日　 月曜日（祝日の場合開館、翌日休館、
ただし7/16、8/12は臨時開館）

会　場　京都文化博物館
　　　　京都市中京区三条高倉
　　　　TEL.075-222-0888
観覧料　一般1,200円、大高生800円、
　　　　中小生400円

八重が暮らした部屋（復元・新島旧邸）

④2013年夏季特別展
　ファインバーグ・コレクション展
　江戸絵画の奇跡

アメリカ在住のファインバーグ夫妻が、40年
余りに亘って蒐集した江戸絵画コレクション
の初めての里帰り展。ファインバーグ夫妻は、
1970年代に、メトロポリタン美術館で目にし
た江戸絵画に魅了されて以来、日本の歴史、
文化、芸術に親しみ、とりわけ江戸時代の絵
画の研究と蒐集を続けてきた。コレクション
の特徴は、夫妻の好みを反映して、江戸時代
の民間画派の自由で活気に満ちた肉筆画が中
心となっている。尾形光琳、酒井抱一らの琳
派、池大雅、与謝蕪村、谷文晁らの文人画、
円山応挙、森狙仙らの円山四条派、伊藤若冲、
曽我蕭白や、わずか 8作品しか知られていな
い謎の絵師葛蛇玉らの奇想派、菱川師宣、葛
飾北斎らの浮世絵など、江戸絵画を網羅した
上品で上質な作品が揃っている。本展では、
コレクションから選りすぐられた優品を通し
て、百花繚乱の江戸絵画の世界を紹介する。

鈴木其一「群鶴図屏風」（左隻）江戸時代／19世紀 
二曲一双

期　間　7月20日（土）～8月18日（日）
　　　　10：00～17：00（入館は16：00まで）
休館日　月曜日
会　場　MIHO MUSEUM
　　　　滋賀県甲賀市信楽町田代桃谷300
　　　　TEL.0748-82-3411 
観覧料　一般1,000円、高大生800円
　　　　小中生300円

⑤体感妖怪アドベンチャー
　GeGeGe水木しげるの妖怪楽園

水木しげるが描く妖怪たちは、怖いけれどど
こか愛嬌があり、憎めないキャラクターとし
て人気が高い。美しい自然に育まれた日本に
は、数えきれないほどの妖怪伝説があり、そ
の地方固有の豊かな伝承文化が息づいている。
このイベントは、水木しげるの描く妖怪との
ふれあいを通して、日本人の心の奥底に染み
付いた「見えないものへの畏れ」を感じても
らう、日本初の体感妖怪アドベンチャー。会
場内は、日本の多種多様な妖怪の紹介コー
ナーや、森をイメージしたインタラクティプ
なゾーン、妖怪のいる気配を体感できるアト
ラクションなど、様々な手法で演出された妖
怪の世界を体験することができる「妖怪テー
マパーク」となっている。

鬼太郎と仲間たち　Ⓒ水木プロダクション

期　間　9月1日（日）まで 
　　　　 10：00～17：00　土曜日は19：00まで

（入館は閉館の30分前まで）
休館日　会期中無休
会　場　大阪文化館・天保山（海遊館となり）
　　　　大阪市港区海岸通1-5-10
　　　　TEL.050-5542-8600
　　　　（ハローダイヤル　8：00～22：00）
観覧料　一般1,800円、中高生1,200円
　　　　4歳～小学生600円

本欄掲載の①～⑤の美術館等の招待券ご希望の方
は、電話等で申し込み後、招待券送付用の切手（80
円）を日本建築協会事務局までお送りください。

▶第15回　堺市景観賞
　 あなたのお気に入りの「堺」を
募集

堺市内の優れた景観を有する建築物、工作物、
広告物の所有者等、まちなみ及び良好な景観
形成に貢献する活動を行っている人々を堺市
長が表彰。景観形成に寄与している建築物や
景観活動、地域が誇る堺らしい景観などを以
下の通り募集する。
■推薦・応募期間
7月 1日（月）～8月30日（金）（必着）
■推薦・応募対象
●建築物等部門
概ね10年間（2003年 4月から2013年 6月まで）
に新設、補修、改修等を行い完成した次の
もので、以下の①～③に該当すると思われる
もの
○建築物（ビル、店舗、住宅など）
○工作物（橋梁など）
○屋外広告物
① 先進的なデザイン等を取り入れ、まちのシ
ンボルとなるような魅力を発信しているも
の
② 地域特性（地形､ 自然、歴史、文化）を読
み解き、これらとの調和に配慮したもの
③ 周辺のまちなみに調和し、付近の景観を引
き立たせているもの
●歴史的建造物部門
昭和25年以前につくられた建造物で外観を維
持・保全するための行為（修繕、改修等）に
より、良好な景観を形成しているもの（町家
や洋館等）※神社、仏閣は対象外
●景観活動部門
地域の景観に関する情報発信や景観に関する
意識啓発などの活動
●まちなみ部門
良好な景観を形成し市民の誇りとなる風景や
場所など
■推薦・応募方法
所定の応募用紙に必要事項を記入の上、郵送、
電子メール又は持参により堺市都市計画部都
市景観室「堺市景観賞」担当まで｡
■表彰
2014年 2月（予定）
■問合せ先・送付先
〒590-0078　堺市堺区南瓦町3番1号
堺市建築都市局　都市計画部　都市景観室
「堺市景観賞」担当
TEL.072-228-7432　FAX.072-228-8468
E-mail.tokan@city.sakai.lg.jp
URL.http://www.city.sakai.lg.jp/shisei/toshi/
toshikeikan/index.html 
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平成25年盛夏

香　西　喜八郎
会長

理事

取締役副社長

一般

辻　　　文　三

〒531-0072　大阪市北区豊崎4－12－10　TEL（06）7174-8787

高麗橋2－6－10

理事

副会長
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平成25年盛夏

香　 西　 喜 八 郎

大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九 州 ・ 東 北 ・ 上 海

森 口 雅 文
小 田 義 彦

高麗橋
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取締役副社長関西事業本部長

専務執行役員
大阪本店長取締役社長 長谷川　 博白　石　 達

本　　社
大阪本店

東京都港区港南 2 － 1 5 － 2 TEL　03（5769）1111
TEL　06（6456）7000

山　田　文　啓

宮　下　正　裕

常務執行役員

東 京 都 中 央 区 京 橋 二 丁 目 1 6 番 1 号104-8370

大阪市北区中之島3－6－32
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〒 - 　大阪市北区天満 丁目 番 号 - - http://www.oct.ac.jp/ Tel. - -

江戸堀１－４－２３　撞木橋ビル４階

会　　　長 香　西　喜八郎

立　野　純　三

O S A K A C O L L E G E  O F  T E C H N O L O G Y

山 口 哲 永
今 井 雅 則

建築学科・インテリアデザイン学科・大工技能学科・建築設備学科・建築設計学科・建築学科Ⅱ部（夜間）・建築士専科

一般社団法人

一般社団法人

一般社団法人
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福　田　泰　造

髙　松 隆 夫

〒732-0805　広島市中区十日市町1-1-9（相生通り鷹匠ビル4階山陽工業㈱内）　TEL（082）232-6471

一般社団法人

一般社団法人
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理事会

第 2回常任理事会

5 月29日（水） 16：00～17：50

日本建築協会会議室

出席者　香西会長ほか 6名

議　事（ 1）H24年度事業報告

　　　（ 2）H24年度決算報告

　　　（ 3）H25年度事業計画

　　　（ 4）H25年度収支予算

　　　（ 5）その他

編集委員会

第 2回編集・広告企画合同委員会

5 月 8 日（水） 17：30～19：10

日本建築協会会議室

出席者　米井委員長ほか15名

議　事（ 1） 6 月号特集「無駄から見え

る節電」の報告

　　　（ 2） 7 月号特集「第60回青年技

術者」の報告

　　　（ 3） 8月号特集「グランフロント

大阪」の報告

　　　（ 4） 9 月号特集「素材としての

建築－表現文化を通して建

築を見る」の報告

　　　（ 5） 10月号特集「いま、建築技

術者に求められること」の

報告と検討

　　　（ 6） 11月号特集「（仮）木を考え

る」の報告と検討

　　　（ 7）広告依頼先検討

第 2回構造分科会

5 月10日（金） 18：00～19：30

日本建築協会会議室

出席者　角田幹事ほか 4名

議　事（ 1）構造の頁の企画

　　　（ 2）12月号特集の企画

第 2回設備分科会

5 月 1 日（水） 18：00～20：20

日本建築協会会議室

出席者　赤澤幹事ほか 5名

議　事（ 1）設備の頁の企画

　　　（ 2） 6月号特集の検討

第 2回施工材料分科会

5 月21日（火） 17：00～18：00

日本建築協会会議室

出席者　藤丸幹事ほか 2名

議　事（ 1）11月号特集の企画

第 2回法令分科会

5 月 8 日（水） 15：00～17：15

日本建築協会会議室

出席者　吉岡幹事他 5名

議　事（ 1）法令コーナーの企画

　　　　　　 5月号～ 9月号検討

　　　（ 2）10月特集号の企画

第 2回作品作風小委員会

5 月23日（木） 19：00～20：30

日本建築協会会議室

出席者　稲垣和江副委員長ほか 8名

議　事（ 1） 作品の掲載状況並びに掲載

予定の報告

　　　（ 2）gallery掲載報告・予定

事業委員会

第 2回情報見学小委員会

5 月 9 日（木） 18：00～19：00

日本建築協会会議室

出席者　豊田小委員長他 9名

議　事（ 1）本年度事業について

　　　　　　①「ダイビル本館」見学会

　　　　　　②「グランフロント」見学会

　　　（ 2）その他

　　　　　　①茶室見学会

　　　　　　②姫路駅周辺

出版委員会

第 2回出版委員会

5 月16日（木） 18：00～19：00

住まいの研究室

出席者　井上委員長ほか 5名

議　事（ 1）進行中のテーマについて

　　　　　　① 建築設計・工事監理・施

工管理のための建築作法

－品質トラブル予防のポ

イント－

　　　　　　②住まいのメンナンス

　　　　　　③サッシュを極める

特別委員会

関西の建築界／第47回群像（インタビュー）

5 月10日（金） 16：00～18：00

𩵋谷繁礼建築研究所

出席者　清原委員ほか 6名

インタビュー　𩵋谷繁礼建築研究所代表

𩵋谷繁礼　氏

第 2回10年委員会

5 月16日（木） 18：30～20：00

日本建築協会会議室

出席者　設楽委員長他 5名

議　事（ 1）学生のための見学会について

　　　（ 2）大阪そうせいプロジェクト

　　　　　　今後の展開について

日
本
建
築
協
会　

月
間
の
動
き
　
　

平
成
25
年
5
月
分

■副会長
　設楽　貞樹
　本多　友常
■編集担当理事
　浅野真一郎
　佐藤　榮一
　竹中　統一
　立成　良三
　松村　孝治
　三柴　利雄
　吉村　英祐
◎米井　　寛
■副委員長
　勝山　太郎
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
　高橋　和也
　田中　直人
　不動　剛志
　紅谷　昇平
　松田奈緒子
　三宅　次郎
△守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　荒木　宏之
△大西　広朗
　静　　茂夫
　下坂　浩和
　野田　隆史
　三谷　帯介
　矢鳴　陽平
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅
　川合　隆之
　黒栁　　亮
　森岡　拓也
　酒井　雅男
　谷垣　浩一
　塚口眞佐子
　ペリー史子
△間渕　一博
■構造分科会
　秋田　　智
　石田　大三
　岸本　光平
　小芝　淳一
　志摩　好宣
　瀧野　敦夫
△角田　耕一
　橋本　宗明
　松村　　健
　向井　洋一

編集委員会（平成25年度）
■設備分科会
△赤澤　正治
　岩城　憲治
　梶井　宏修
　北野　勝也
　欅田　輝生
　谷野　太志
　夏井　重行
　野崎　正二
　橋本　直樹
　福谷　　周
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　村上幸三郎
■施工材料分科会
　荻巣　友貴
　桜井　和男
　髙橋　秀一
　中野　敬史
△藤丸　啓一
　渡邊　　聡
■法令分科会
　岩見　吉剛
　河野　　学
　小松　輝樹
△吉岡　　忠
　平山　　英
　井上　久明
　田中　幸夫
■作品作風小委員会
　居内　章夫
　池上　　明
▲稲垣　和江
　井上　雅祐
　加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉橋　尉仁
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　鞆野　淳司
　豊田　充広
　鳥居　久人
　西田　佳代
　芳谷　晴彦
　増田　敬彦
　廻　はるよ
■広告企画小委員会
　大谷　金由
　小川　雄介
　小山　　昭
　権代　　晃
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

印　刷　2 0 1 3 年 6 月 26 日
発　行　2 0 1 3 年 7 月 1 日
発行人　一般社団法人日本建築協会
　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　電　　話　　06-6946-6981
印刷所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
定　価　1200円〔税込〕

Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます。

◎委員長　○副委員長
▲小委員会委員長　△幹事

（順不同）
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● ～

●

●

私の空間作法
─会員作品─
京阪電車 中之島線─新
線が拓く中之島新時代─

● 水の都 にぎ
わいのある未
来に向けて

● 東海─TOKAI
オムニバス

● 楽しい福祉 ● 体 感 する
インテリア

● 建築空間が
求める空気
環境（空気
質）

● 建築と水 ●実用レベル
で展開され
る施工管理
のIT化

●第56回
青年技術者

●地域の歴史
資産を活か
したまちづく
り

●第16回
会員作品特集
私の空間作法

●構造家日記
～頭の中を
のぞいてみ
たら～

● 創業110周
年記念特集
NIKKEN 
SEKKEI

● 建築とエコ
技術

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

● 食と建築・
都市

●ホスピタリテ
ィのあるケア
空間

● 太陽光発電 ● 建築と石 ●再生・受け
継ぐ・繋がる

●第57回
青年技術者

●建築ストック
社会の形成
への展望

● LED照明の活
用・将来を考え
る～人・地球へ
の思いやり～

●東京スカイツ
リー

● UR向ヶ丘第一団地スト
ック再生実証試験～ス
トック活用時代の夜明け
第17回　会員作品
の空

● BIMは設計
を変革する
か？

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

●まちなかの
サードプレイス

● 変遷する
の置きど

こ

● ECO～建築
設備が出来る
ECO技術～

● 建築と土 ●鉄道駅に注
目する

●第58回
青年技術者

●火災に強い
建築を考え
る

●コンクリートと
いう素材

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

構造教育と
社会

（税込・送料別途）。

自然災害に
立ち向かう
力を求めて

今、私が思
う『和』

東 海 支 部
特集

第18回　会
員作品“私の
空間作法”

中国市場に
挑む

ZEB　ネット・ゼロ・
エネルギー・ビルを目
指して～低炭素社会
の実現に向けて～

建築と窓 巨大地震に
備える

第59回
青年技術者

超高齢社会
に求められ
る住まい

歴史的建造
物の保存活
用

身のまわり
の 世 界 の
「構造」を探
る
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電気工事・空調工事・水道衛生工事・消防施設工事
および機械器具設置工事の設計、監理、施工

本店・大阪本社 〒550-0002　大阪市西区江戸堀1丁目9番25号　電話（06）6441-8231
東 京 本 社 〒102-0071　東京都千代田区富士見2丁目15番10号　電話（03）3261-8231
支 　 　 社 名古屋・福岡
支 　 　 店 札幌・仙台・新潟・さいたま・横浜・豊田・金沢・京都・神戸・天理・岡山・

広島・高松・熊本
営 業 所 帯広・函館・青森・秋田・盛岡・福島・山形・前橋・宇都宮・土浦・千葉・

長野・松本・静岡・刈谷・津・岐阜・富山・福井・和歌山・東近江・山口・
松江・松山・高知・徳島・宮若・鳥栖・長崎・大分・宮崎・鹿児島・那覇

海 外 支 店 シンガポール・ホンコン・マニラ（フィリピン）・ペタリンジャヤ（マレーシア）
技術研究所 〒354-0044　埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地　電話（0492）58-1511
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日本建築協会

会告

ダイビル本館
見学会

この見学会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラムです。
（公社）大阪府建築士会（3単位）
（公社）日本建築家協会（3単位）

●建築概要
所 在 地　大阪市北区中之島3-6-32
建 築 主　ダイビル㈱
設　　計　㈱日建設計
施　　工　㈱大林組
敷地面積　 8,579.32㎡
建築面積　 4,575.02㎡
延べ面積　48,197.75㎡
構造規模　S造、SRC造、RC造
竣　　工　2013年 2月28日
建物用途　事務所、店舗、駐車場

関電ビルディング・中之島ダイビル
に続く、中之島 3丁目共同開発第Ⅲ
期計画。
渡辺節氏設計の旧ダイビル本館
（1925年竣工）は、日本での本格的な
テナントオフィスの先駆けとして、
外装のテラコッタ蛇腹や石彫刻アー
チ、壮麗な石材・石膏装飾をもつネ
オロマネスク様式の意匠は人々に長
く親しまれてきた。
その90年近い歴史が刻み込まれた材
料を可能な限り再利用し、旧ビルの
意匠を継承しつつ新しい技術や表現
を融合させた現代のビルとして再生
した。
素材については解体前の入念な調
査・実験により再利用の可能性を追
求。
外壁のスクラッチ煉瓦は旧ビルから
手作業で取り外し、約18万個を採取。
外壁の中空積み煉瓦として再利用し、
往時の質感を再現した。
大国貞蔵作「鷲と少女の像」を始め、
旧ビルの足元を特徴づけていた壮麗
な装飾石材についても取り外しを行
い、一つひとつに手作業で入念な補
修・補強を講じた上で、再取り付け
を行った。

エントランスロビーでは、旧ビルか
ら採取した床タイル・手摺・郵便ポ
ストを再取り付けし、石膏製の装飾
天井は型取りを行い、忠実に再現し
た。他の空間では、黄竜山石や積層
ガラス等の素材を活用し、近代と現
代の融合・対比を意識した表現を
行った。
高層部CWには、日射の熱負荷抑制に
配慮しつつ、隣接する中之島ダイビ
ルとの調和、重厚な低層部との対比
を意識し、質感と軽快感を持つ石材
ルーバーマリオンを採用。西面のエ
アフローウィンドウ、自然換気シス
テムの採用、自然光の入る開放的な
EVロビー等、環境配慮と快適性を両
立するオフィス計画とした。
中之島 3丁目共同開発として、この
Ⅲ期計画において「中之島四季の
丘」、遊歩道に繋がるブリッジ、駅と
直結する地下通路も同時に整備。河
川水利用地域冷暖房システムも採用
するなど、街区として都市貢献を果
たしている。

（中島上／日建設計）

日　　時　2013年 7 月25日（木）
　　　　　14：00～16：30（予定）
講　　師　中島上氏（㈱日建設計）
集　　合　 現地（地下鉄四つ橋線

「肥後橋駅」、京阪中之島
線「渡辺橋駅」下車）

定　　員　30名／ 会員優先（個人会
員最優先）・先着順

参 加 費　会員1,500円、一般2,500円
　　　　　学生1,000円
申込方法　FAXまたはEメールで、
　　　　　①催し名「ダイビル本館」
　　　　　②氏名
　　　　　③会員・一般の種別
　　　　　　 （会員は、個人・団体を

明記）
　　　　　④職場名または学校名
　　　　　⑤参加証送付先
　　　　　⑥連絡先電話番号
　　　　　⑦ CPDを申請される方は、

申請先の団体名とIDを
明記

締 切 り　7月10日（水）
申 込 先　（一社）日本建築協会
　　　　　TEL.06-6946-6981
　　　　　FAX.06-6946-6984
　　　　　E-mail：jigyoka@aaj.or.jp

【中央玄関】
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